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例

　言

　

本
報
告
書〔
以
下「
本
書
」と
略
称
す
る
〕は
、奈
良
市
教
育
委
員
会
が
平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）

年
に
、
奈
良
市
西
大
寺
新
田
町
二
五
六
四
―
一
他
に
お
い
て
実
施
し
た
個
人
住
宅
新
築
に
係
る

緊
急
調
査
（
西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
）
に
関
す
る
報
告
書
の
文
字
資
料
篇
で
あ
る
。
本
書

に
は
、
出
土
し
た
木
簡
・
墨
書
土
器
な
ど
の
文
字
資
料
に
関
す
る
報
告
を
収
め
た
。
そ
の
た
め
、

本
篇
と
は
異
な
り
、
縦
書
き
の
体
裁
と
し
て
い
る
。

　

一
、　

本
書
で
使
用
す
る
調
査
次
数
は
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
西
大
寺
旧
境
内

　
　
　
　

に
対
す
る
調
査
の
通
算
次
数
で
あ
る
。
詳
細
は
、
本
篇
第
二
章
第
三
節
を
参
照
。

　

二
、　

本
書
で
使
用
し
た
遺
構
番
号
は
、
本
篇
の
内
容
に
準
拠
し
て
い
る
。

　

三
、　

本
書
で
報
告
し
た
文
字
資
料
の
う
ち
、本
報
告
書
本
篇
で
も
報
告
し
て
い
る
も
の
は
、

　
　
　
　

そ
の
遺
物
番
号
を
併
せ
て
記
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

四
、　

本
書
に
て
報
告
の
文
字
資
料
の
う
ち
、
一
部
の
も
の
は
保
存
処
理
を
実
施
し
た
。
そ

　
　
　
　

の
概
要
は
本
篇
第
一
章
第
二
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
関
係
遺
物

　
　
　
　

は
す
べ
て
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い
る
。

　

五
、　

�

現
地
調
査
は
、
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
主
務　
久
保
邦
江
（
平
成
二
十
四

年
度
よ
り　
主
任
）
と
嘱
託
職
員�

中
井
和
志
（
現�

京
都
府
教
育
委
員
会
）
が
担
当

し
た
。
ま
た
、
文
字
資
料
の
整
理
と
釈
読
は
、
本
篇
冒
頭
の
例
言
に
示
す
体
制
下
に

お
い
て
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
よ
り
派
遣
の
鶴
見
泰
寿
氏
と
武
田
和
哉

（
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
主
任
（
平
成
二
十
三
年
度　

平
成
二
十
四
年

度
よ
り
大
谷
大
学
に
転
出
）
と
が
共
同
で
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
西
大
寺
旧
境
内
出

土
文
字
資
料
検
討
委
員
会
に
お
い
て
計
九
回
に
わ
た
る
検
討
会
を
開
催
し
、
各
種
の

検
討
を
経
て
釈
文
を
決
定
し
て
い
る
。
開
催
の
経
緯
と
詳
細
は
本
書
の
第
七
章
第
一

節
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
同
委
員
会
に
御
参
加

頂
い
た
委
員
の
方
々
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　

西
大
寺
旧
境
内
出
土
文
字
資
料
検
討
委
員
会
委
員
〔
氏
名
五
十
音
順
・
敬
称
略
〕

　
　
　
　
　
　

委
員　

綾
村�　

宏
（
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　

委
員　

佐
伯�

俊
源
（
種
智
院
大
学
文
学
部
教
授
・
西
大
寺
清
浄
院
住
職
）

　
　
　
　
　
　

委
員　

舘
野�

和
己
（
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　

委
員　

鶴
見�

泰
寿
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
主
任
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　

委
員　

東
野�

治
之
（
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　

委
員　

和
田�　

萃
（
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　

委
員　

渡
辺�

晃
宏
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
長
）

　

六
、　

文
字
資
料
の
整
理
、
保
存
処
理
・
分
析
に
際
し
て
、
左
記
の
機
関
・
団
体
よ
り
格
別

　
　
　
　

の
ご
高
配
と
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
お
よ
び
同
附
属
博
物
館

　
　
　
　
　
　

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構�

奈
良
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
　
　

環
境
考
古
研
究
会

　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

　

七
、　

本
書
に
収
録
し
た
写
真
を
含
め
本
調
査
出
土
文
字
資
料
の
写
真
撮
影
は
奈
良
文
化
財

　
　
　
　

研
究
所
企
画
調
整
部
写
真
室
の
ご
協
力
を
得
た
。撮
影
は
全
て
中
村
一
郎
氏
に
よ
る
。

　

八
、　

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
・
ご
指
導
・
ご
支
援
を
頂
い
た
が
、
紙
幅

　
　
　
　

の
関
係
上
、
個
人
の
氏
名
は
割
愛
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　

九
、　

�
本
書
の
編
集
は
平
成
二
十
四
年
度
に
行
っ
た
。
編
集
作
業
は
、
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
所
長�

森
下
惠
介
お
よ
び
同
主
任�

鐘
方
正
樹�

三
好
美
穂�

久
保
邦
江

の
指
導
の
も
と
、
主
務�

池
田
富
貴
子
の
協
力
と
鶴
見
泰
寿
氏
か
ら
の
ご
支
援
も
得

て
、武
田
和
哉
が
行
っ
た
。
ま
た
本
書
各
節
に
お
け
る
執
筆
分
担
は
目
次
に
示
し
た
。
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第
一
節　

は
じ
め
に

－ 1－

第
一
節　

は
じ
め
に

　Ⅰ

　発
掘
調
査
お
よ
び
文
字
資
料
整
理
の
経
過

　

西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
調
査
は
、
本
篇
第
一
章
第
一
節
に
て
報
告
さ
れ
て
い
る
通
り
、

平
成
二
十
一
年
四
月
よ
り
現
地
調
査
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
後
検
出
遺
構
の
様
相
が
次
第
に
明

ら
か
と
な
り
、
奈
良
時
代
の
溝
遺
構
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
〇
一
の
中
に
大
量
の
木
屑
を
含
ん
だ
層
の
堆

積
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
層
中
に
は
木
簡
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
現
地
調
査
と
平
行
し
て
当
セ
ン
タ
ー
内
で
も
洗
浄
・
整
理
に
対
処
す
る
体
制
の
構
築

が
図
ら
れ
た
。
な
お
こ
の
際
に
は
、
同
年
春
よ
り
初
め
て
配
属
さ
れ
た
奈
良
市
考
古
サ
ポ
ー
タ

ー
の
一
期
生
諸
氏
に
よ
る
洗
浄
作
業
へ
の
従
事
も
得
た
こ
と
を
、
特
に
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

そ
の
後
、
木
簡
の
写
真
撮
影
と
釈
読
に
関
す
る
基
礎
作
業
に
関
し
て
は
、
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
の
ご
高
配
に
よ
り
、
同
研
究
所
主
任
研
究
員
・
鶴
見
泰
寿
氏
の
派
遣
が
速
や
か
に

措
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
か
ら
も
各
種
の
ご
協
力
を
賜
り
、
特
に
都
城
発
掘

調
査
部
史
料
研
究
室
か
ら
は
整
理
・
釈
読
等
に
関
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
た
。
整
理
の

初
期
段
階
に
お
け
る
こ
れ
ら
県
内
の
ふ
た
つ
の
文
化
財
調
査
機
関
か
ら
の
ご
協
力
・
ご
支
援
は
、

そ
の
後
の
整
理
作
業
の
質
的
向
上
と
効
率
化
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
年
七
月
に
は
現
地
調
査
が
終
了
し
、
整
理
作
業
が
本
格
化
す
る
に
従
い
、
文
字
資
料
釈
読

内
容
お
よ
び
木
簡
な
ど
の
評
価
等
に
関
す
る
検
討
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、

文
字
資
料
研
究
の
専
門
家
に
ご
依
頼
を
申
し
上
げ
、
七
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
西
大
寺

旧
境
内
出
土
文
字
資
料
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
た
（
委
員
の
ご
氏
名
等
は
例
言
に
て
記
載
）。

　

当
委
員
会
は
、
整
理
作
業
の
進
捗
と
平
行
し
て
そ
の
後
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
都
合
九
回

の
会
合
を
開
き
、
個
別
史
料
の
実
見
や
釈
読
文
の
内
容
、
さ
ら
に
は
今
回
出
土
の
木
簡
・
墨
書

土
器
な
ど
の
文
字
資
料
群
に
関
す
る
位
置
付
け
・
評
価
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
定
期
的
に
検

討
を
行
っ
た
。
本
報
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
資
料
の
釈
文
に
は
、
こ
の
委
員
会
で
の
検
討
成

果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
経
過
が
進
む
に
従
い
、
高
性
能
な
赤
外
線
写
真
の
撮
影
に
よ
る
さ
ら
な
る

字
画
の
有
無
や
内
容
確
認
な
ど
が
必
要
な
段
階
へ
と
到
っ
た
が
、
そ
の
際
に
は
奈
良
文
化
財
研

究
所
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
の
ご
高
配
に
よ
り
、
同
所
企
画
調
整
部
写
真
室
に
よ
っ
て
、

平
成
二
十
一
～
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
に
都
合
十
次
に
わ
た
る
写
真
撮
影
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
本
書
図
版
に
収
録
し
た
の
は
、
こ
の
時
の
撮
影
写
真
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

　

以
上
、
本
書
に
て
報
告
す
る
文
字
資
料
の
整
理
お
よ
び
分
析
・
検
討
の
各
作
業
に
お
い
て
は
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
な
ら
び
に
西
大
寺
旧
境
内
出
土
文
字

資
料
検
討
委
員
会
の
委
員
各
氏
の
ご
協
力
と
ご
指
導
に
よ
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
過

去
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
大
量
の
一
括
出
土
文
字
資
料
の
洗
浄
・
整
理
・
釈
読
・
報
告
等
に
係
る

経
験
を
有
し
な
か
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、
深
く
感
謝
の
念
に
耐
え
な

い
。
あ
ら
た
め
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、
各
種
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
、
次
項
以
下
に
ま
と
め
た
。

　Ⅱ

　西
大
寺
出
土
文
字
資
料
検
討
委
員
会
の
開
催
の
記
録

　

前
項
で
述
べ
た
如
く
、
当
委
員
会
は
平
成
二
十
一
～
二
十
四
年
度
ま
で
に
都
合
九
回
に
わ
た

り
開
催
し
た
。
以
下
は
そ
の
記
録
の
概
要
で
あ
る
。
な
お
、
全
回
と
も
開
催
場
所
は
当
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
。

　

①
第
一
回　

開
催
日　

平
成
二
十
一
年
十
月
二
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

委
員
会
発
足
主
旨
の
説
明
、
出
土
木
簡
の
釈
文
の
検
討
な
ど

　

②
第
二
回　

開
催
日　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
木
簡
の
釈
文
の
検
討
な
ど

　

③
第
三
回　

開
催
日　

平
成
二
十
二
年
三
月
五
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
墨
書
土
器
の
釈
文
の
検
討
な
ど

　

④
第
四
回　

開
催
日　

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
木
簡
の
釈
文
の
検
討
な
ど

　

⑤
第
五
回　

開
催
日　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
墨
書
土
器
・
木
簡
の
釈
文
の
検
討
な
ど
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⑥
第
六
回　

開
催
日　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
木
簡
の
釈
文
の
検
討
な
ど

　

⑦
第
七
回　

開
催
日　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
木
簡
・
墨
書
土
器
の
釈
文
の
再
検
討
な
ど

　

⑧
第
八
回　

開
催
日　

平
成
二
十
四
年
三
月
五
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
木
簡
・
墨
書
土
器
の
釈
文
の
再
検
討　

西
大
寺
出
土
文
字
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
評
価
等
に
関
し
て
な
ど

　

⑨
第
九
回　

開
催
日　

平
成
二
十
四
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
木
簡
・
墨
書
土
器
の
釈
文
の
再
検
討　

西
大
寺
出
土
文
字
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
評
価
等
に
関
し
て　

最
終
意
見
交
換
な
ど

　

Ⅲ

　成
果
の
中
間
発
表
・
公
開
・
展
示
等
に
つ
い
て

　

整
理
期
間
の
間
に
、
文
字
資
料
整
理
の
成
果
を
含
ん
だ
報
道
発
表
お
よ
び
学
会
報
告
、
講
演

会
、
展
示
等
を
行
う
機
会
を
得
た
。
そ
の
概
要
を
以
下
に
期
日
順
に
記
す
。

　

①
報
道
発
表　

第
一
回　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
日

　
　
〔
第
一
回
〕　

場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
し
た
イ
ス
ラ
ム
陶
器
に
関
す
る
中
間
報
告　
（
神
護
景
雲
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
の
年
紀
木
簡
の
提
示
も
併
せ
て
実
施
）

　

②
報
道
発
表　

日　

程　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

　
　
〔
第
二
回
〕　

場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
し
た
木
簡
に
関
す
る
中
間
報
告

　

③
学
会
報
告　

学
会
名　

木
簡
学
会
第
三
十
一
回
研
究
集
会

　
　
　
　
　
　
　

日　

程　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
五
・
六
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

奈
良
文
化
財
研
究
所
講
堂
お
よ
び
奈
良
県
新
公
会
堂

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

久
保
邦
江
・
鶴
見
泰
寿
・
武
田
和
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
調
査
発
掘
調
査
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　

摘　

要　

主
要
木
簡
の
会
場
内
展
示
も
併
せ
て
実
施

　

④
速
報
展
示　

期　

間　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日
～
十
三
日

西大寺旧境内出土文字資料検討会の開催状況（上掲写真は第一回〔平成 21.10.2〕時のもの）
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場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
一
階
フ
ロ
ア

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

前
記
②
で
報
道
発
表
し
た
主
要
木
簡
の
展
示

　

⑤
講
演
会
等　

会　

名　

奈
良
県
内
市
町
村
埋
蔵
文
化
財
技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　

日　

程　

平
成
二
十
二
年
三
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

河
合
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

中
居
和
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
調
査
発
掘
調
査
報
告
」

　

⑥
展
示
協
力　

期　

間　

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
～
四
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
三
階
フ
ロ
ア

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

同
館
主
催
の
石
上
宅
嗣
・
芸
亭
関
連
図
書
展
示
へ
の
資
料
協
力

　

⑦
講
演
会
等　

会　

名　

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　

日　

程　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
三
階
講
座
室

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

久
保
邦
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
大
寺
旧
境
内
の
調
査
」

　

⑧
報
道
発
表　

日　

程　

平
成
二
十
二
年
四
月
八
日

　
　
〔
第
三
回
〕　

場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

出
土
し
た
墨
書
土
器
に
関
す
る
中
間
報
告

　

⑨
速
報
展
示　

期　

間　

平
成
二
十
二
年
四
月
十
日
～
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
一
階
フ
ロ
ア

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

前
記
⑧
で
報
道
発
表
し
た
主
要
墨
書
土
器
の
展
示

　

⑩
講
演
会
等　

会　

名　

帝
塚
山
大
学
市
民
講
座
第
二
四
七
回

　
　
　
　
　
　
　

日　

程　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

帝
塚
山
大
学
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
五
号
館

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

久
保
邦
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
奈
良
時
代
の
国
際
交
流　

―
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
―
」

　

⑪
講
演
会
等　

会　

名　

明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
二
〇
一
〇
年
度
公
開
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

日　

程　

平
成
二
十
二
年
六
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス　

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

武
田
和
哉
・
鶴
見
泰
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
大
寺
境
内
出
土
木
簡
・
墨
書
土
器
の
概
要
」

　

⑫
企
画
展
示　

期　

間　

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日
～
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
一
階
フ
ロ
ア
お
よ
び
展
示
室

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
調
査
の
速
報
成
果

　

⑬
講
演
会
等　

会　

名　
「
大
和
を
掘
る　

二
十
八
」
土
曜
講
座

　
　
　
　
　
　
　

日　

程　

平
成
二
十
二
年
九
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
講
堂

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

久
保
邦
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
調
査
発
掘
調
査
概
要
」

　Ⅳ

　成
果
の
中
間
報
告
・
紹
介
等

　

本
報
告
書
編
集
ま
で
の
間
に
得
ら
れ
た
途
中
成
果
を
報
告
し
た
。
特
に
当
セ
ン
タ
ー
が
主
体

と
な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
文
字
資
料
に
関
す
る
成
果
が
含
ま
れ
る
も
の
に
関
し
て
の
み
、

左
記
に
列
挙
す
る
。

　
　

①
文
献
名　
「
西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
調
査
」（
執
筆　

中
居
和
志
）

　
　
　

書
誌
名　
『
奈
良
県
内
埋
蔵
文
化
財
技
術
担
当
者
協
議
会
年
報
平
成
二
十
一
年
度
』

　
　
　

発
行
機
関　

奈
良
県
内
埋
蔵
文
化
財
技
術
担
当
者
協
議
会

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
三
月

　
　

②
文
献
名　
「
は
る
か
イ
ス
ラ
ム
世
界
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
壺
」（
執
筆　

池
田
富
貴
子
）

　
　
　

書
誌
名　
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
速
報
展
示
資
料
№
41
』

　
　
　

発
行
機
関　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
一
年
七
月

　
　

③
文
献
名　
「
西
大
寺
の
歴
史
を
秘
め
た
溝
」（
執
筆　

池
田
富
貴
子
）

　
　
　

書
誌
名　
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
速
報
展
示
資
料
№
42
』

　
　
　

発
行
機
関　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
七
月
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④
文
献
名　
「
西
大
寺
旧
境
内　

第
二
十
五
次
調
査
」（
執
筆　

久
保
邦
江
）

　
　
　

書
誌
名　
『
大
和
を
掘
る
二
十
八
』

　
　
　

発
行
機
関　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
七
月

　
　

⑤
文
献
名　
「
遺
跡
報
告�

西
大
寺
旧
境
内
（
第
二
十
五
次
）
の
発
掘
調
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
執
筆　

森
下
恵
介
・
久
保
邦
江
）

　
　
　

書
誌
名　
『
日
本
考
古
学
』
第
三
十
一
号

　
　
　

発
行
機
関　

有
限
中
間
責
任
法
人　

日
本
考
古
学
協
会

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
三
年
五
月

　Ⅴ

　写
真
の
掲
載
利
用
や
遺
物
展
示
に
伴
う
遺
物
等
借
用
の
依
頼

　

前
の
Ⅲ
・
Ⅳ
項
で
述
べ
た
如
く
、
成
果
の
報
告
・
紹
介
等
を
実
施
し
た
結
果
、
専
門
家
や
社

会
各
方
面
か
ら
の
反
響
も
多
数
あ
り
、
一
部
の
遺
物
等
の
展
示
貸
出
や
写
真
借
用
等
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
特
に
文
字
資
料
の
成
果
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
以
下
に
記
す
。

　

遺
物
貸
出
等

　
　

①
展
示
会
名　
「
大
唐
皇
帝
陵
展
」

　
　
　

展
示
機
関　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

　
　
　

展
示
期
間　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
四
日
～
同
年
六
月
二
十
日

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
・
イ
ス
ラ
ム
陶
器
な
ど
を
貸
出

　
　

②
展
示
会
名　
「
特
別
展　

平
城
京
と
東
海
道
諸
国
の
国
分
寺｣

　
　
　

展
示
機
関　

上
田
市
立
信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　
　

展
示
期
間　

平
成
二
十
二
年
九
月
十
八
日
～
同
年
十
一
月
七
日

　
　
　

摘　
　

要　
「
東
海
道
東
巽
道
」
木
簡
の
写
真
パ
ネ
ル
の
貸
出

　
　

③
展
示
会
名　
「
日
本
考
古
展
」（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
中
国
陝
西
省
企
画
）

　
　
　

展
示
機
関　

中
華
人
民
共
和
国
陝
西
省
歴
史
博
物
館

　
　
　

展
示
期
間　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日
～
同
年
十
二
月
十
一
日

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
・
イ
ス
ラ
ム
陶
器
な
ど
を
貸
出

　
　

④
展
示
会
名　
「
や
ま
と
の
地
宝
展
」

　
　
　

展
示
機
関　

奈
良
県
立
美
術
館

　
　
　

展
示
期
間　

平
成
二
十
四
年
二
月
四
日
～
同
年
三
月
二
十
日

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
・
イ
ス
ラ
ム
陶
器
な
ど
を
貸
出

　

写
真
掲
載
等

　
　

①
文
献
名　
『
平
城
京
一
三
〇
〇
年
全
検
証
』（
執
筆　

渡
辺
晃
宏
）

　
　
　

発
行
機
関　

柏
書
房

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
三
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
石
上
宅
嗣
」
木
簡
と
「
金
堂
所
」
木
簡
等
の
写
真
を
掲
載

　
　

②
文
献
名　
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
特
別
展
示
図
録
「
大
唐
皇
帝
陵
展
」』

　
　
　
　
　
　
　
　
（
執
筆　

鶴
見
泰
寿
・
土
橋
理
子
ほ
か
）

　
　
　

発
行
機
関　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
四
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
・
イ
ス
ラ
ム
陶
器
の
写
真
を
掲
載

　
　

③
文
献
名　
「
古
代
史
の
窓　

西
大
寺
出
土
の
木
簡　

上
・
下
」（
執
筆　

平
川
南
）

　
　
　

書
誌
名　
『
山
梨
日
日
新
聞
』
朝
刊
コ
ラ
ム
（
五
月
二
十
八
・
二
十
九
日
付
朝
刊
）

　
　
　

発
行
機
関　

山
梨
日
日
新
聞
社

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
五
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
東
海
道
東
巽
道
」
木
簡
の
写
真
を
掲
載

　
　

④
文
献
名　
「
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
須
恵
器
に
「
皇
甫
東
朝
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
！
」」

　
　
　

書
誌
名　
『
雅
楽
だ
よ
り
』
第
二
十
二
号

　
　
　

発
行
機
関　

雅
楽
協
議
会　
（
執
筆　

南
谷
美
保
）

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
七
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑤
文
献
名　
『
愛
蔵
版�

ふ
る
さ
と
の
人
物
伝
』（
編
集　

北
国
新
聞
社
）

　
　
　

発
行
機
関　

北
国
出
版
社

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
八
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑥
文
献
名　
『
特
別
展
「
平
城
京
と
東
海
道
諸
国
の
国
分
寺
」
展
示
図
録
』
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（
編
集　

上
田
市
立
信
濃
国
分
寺
資
料
館
）

　
　
　

発
行
機
関　

上
田
市
立
信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
九
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
東
海
道
東
巽
道
」
木
簡
写
真
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑦
文
献
名　
『
別
冊
太
陽　

世
阿
弥
入
門
』（
執
筆　

天
野
文
雄
）

　
　
　

発
行
機
関　

平
凡
社

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
九
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑧
文
献
名　
『
平
城
京
事
典
』（
執
筆　

浅
野
啓
介
・
今
井
晃
樹
ほ
か
）

　
　
　

発
行
機
関　

柊
風
舎　
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
）

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
九
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑨
文
献
名　
「
大
和
発
掘
物
語　

西
大
寺
旧
境
内　

上
・
中
・
下
」（
執
筆　

山
成
孝
治
）

　
　
　

書
誌
名　
『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
コ
ラ
ム

　
　
　

発
行
機
関　

毎
日
新
聞
社

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
・
十
一
月
十
七
日
・
十
二
月
一
日

　
　
　

摘　
　

要　

イ
ス
ラ
ム
陶
器
・「
石
上
宅
嗣
」
木
簡
・「
大
政
官
謹
奏
」
木
簡
を
掲
載

　
　

⑩
文
献
名　
『
中
学
歴
史
資
料
集　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
歴
史
』（
執
筆　

鈴
木
優
子
）

　
　
　

発
行
機
関　

東
京
法
令
出
版

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
三
年
一
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑪
文
献
名　
『
す
べ
て
の
道
は
平
城
京
へ
』（
執
筆　

市
大
樹
）

　
　
　

発
行
機
関　

吉
川
弘
文
館

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
三
年
六
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
東
海
道
東
巽
道
」
木
簡
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑫
文
献
名　
「
万
葉
と
い
う
時
代
」（
執
筆　

渡
辺
晃
宏
）

　
　
　

書
誌
名　
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

日
め
く
り
万
葉
集
』vol.17

　
　
　

発
行
機
関　

株
式
会
社
日
本
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
三
年
八
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑬
文
献
名　
「
奈
良
時
代
と
「
唐
物
」」（
執
筆　

森
公
章
）

　
　
　

書
誌
名　
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
四
七
号

　
　
　

発
行
機
関　

勉
誠
出
版
（
河
添
房
江
・
皆
川
雅
樹　

編
）

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
三
年
九
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
神
護
景
雲
二
年
」
年
紀
木
簡
の
写
真
を
掲
載

　
　

⑫
文
献
名　
「
遣
唐
使
と
来
日
「
唐
人
」」（
執
筆　

矢
野
建
一
）

　
　
　

書
誌
名　
『
専
修
大
学
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
六
号

　
　
　

発
行
機
関　

専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　

刊
行
年
月　

平
成
二
十
四
年
三
月

　
　
　

摘　
　

要　
「
皇
甫
東
朝
」
銘
墨
書
土
器
の
写
真
を
掲
載

　Ⅵ

　出
土
文
字
資
料
の
遺
物
見
学
と
意
見
交
換
会
の
実
施

　

西
大
寺
旧
境
内
出
土
の
文
字
資
料
の
重
要
性
に
関
す
る
認
識
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
各
専
門
家

の
個
別
来
訪
に
よ
る
遺
物
実
見
や
意
見
交
換
会
を
左
記
の
如
く
実
施
し
た
。

　

①
文
化
財
関
係
機
関
担
当
者
に
よ
る
視
察
・
資
料
見
学
・
意
見
交
換
会

　
　

第
一
回　

馬
場
基
氏
・
浅
野
啓
介
氏
・
桑
田
訓
也
氏
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

　
　

第
二
回　

山
本
崇
氏
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日

　
　

第
三
回　

山
下
信
一
郎
氏
（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
）

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

　

②
学
識
者
ら
に
よ
る
資
料
見
学
・
意
見
交
換
会

　
　

第
一
回　

市
大
樹
氏
（
大
阪
大
学
）・
竹
内
亮
氏
（
大
阪
市
立
大
学
）

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　

第
二
回　

佐
藤
長
門
氏
（
國
學
院
大
學
）・
平
野
卓
治
氏
（
横
浜
市
立
歴
史
博
物
館
）　　

　
　
　
　
　
　

お
よ
び
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
史
専
攻
学
生
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第
二
節　

出
土
文
字
資
料
の
概
要

　Ⅰ

　出
土
文
字
資
料
の
種
類
と
数
量

　

西
大
寺
旧
境
内
第
二
十
五
次
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
文
字
資
料
の
種
類
と
数
量
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

　

①
木
簡
（
削
屑
も
含
む
）���

一
九
三
九
点

　
　

文
字
を
書
い
て
い
る
と
見
な
し
う
る
も
の
。
た
だ
し
、
ご
く
小
片
の
削
屑
断
片
、
あ
る
い

　

は
筆
な
ら
し
な
ど
の
可
能
性
が
高
い
も
の
は
こ
の
中
に
含
め
て
い
な
い
。
な
お
、
後
段
に
掲

　

示
し
た
木
簡
釈
文
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
釈
文
を
作
成
も
し
く
は
想
定
で
き
た
も
の
、
お

　

よ
び
明
瞭
な
墨
画
の
み
を
採
録
し
て
い
る
。
採
録
総
数
は
四
九
八
点
で
あ
る
。

　

②
墨
書
土
器　

二
八
九
点

　

�　

文
字
を
書
い
て
い
る
と
見
な
し
う
る
も
の
。
た
だ
し
、
ご
く
小
破
片
の
た
め
判
断
が
困
難

で
あ
る
墨
痕
、
あ
る
い
は
筆
な
ら
し
等
の
可
能
性
が
高
い
も
の
は
こ
の
中
に
含
め
て
い
な
い
。

な
お
、
後
段
の
第
五
節
に
掲
示
し
た
墨
書
土
器
釈
文
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
釈
文
を
作
成

も
し
く
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
も
、
墨
書
も
し
く
は
墨
画
と
し
て
認
め
う
る
も
の
は

全
て
採
録
し
、
土
器
の
器
種
や
墨
書
の
部
位
な
ど
の
デ
ー
タ
を
掲
示
し
た
。
こ
の
点
は
前
記

の
①
木
簡
と
は
採
録
の
方
針
が
異
な
っ
て
い
る
点
を
予
め
留
意
願
い
た
い
。

　

③
墨
書
石　

一
点

　

・
文
字
を
墨
書
し
て
い
る
も
の
と
し
て
認
識
で
き
た
も
の
を
採
録
し
た
。

　

④
刻
印
瓦　

四
点

　

・
瓦
の
表
面
に
刻
印
し
て
い
る
も
の
で
、
明
瞭
に
字
画
な
ど
が
認
識
で
き
た
も
の
を
採
録
し

　
　

た
。

　Ⅱ

　出
土
木
簡
（
削
屑
）
の
概
要

　

本
項
で
は
、
出
土
し
た
木
簡
（
削
屑
を
含
む
）
に
関
す
る
概
要
と
、
重
要
な
個
体
に
関
す
る

個
別
の
所
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

①
木
簡
（
板
状
）
観
察
の
所
見

　

本
調
査
出
土
木
簡
の
う
ち
、
板
状
の
木
簡
の
遺
物
観
察
の
結
果
得
ら
れ
た
所
見
を
以
下
に
述

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

　
　

第
三
回　

吉
川
真
司
氏
（
京
都
大
学
）
お
よ
び
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
研

　
　
　
　
　
　

究
室
関
係
者

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

　
　

第
四
回　

�

遠
藤
慶
太
氏
（
皇
學
館
大
學
）・
多
田
伊
織
氏
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
）・
竹
内
亮
氏
（
大
阪
市
立
大
学
）・
竹
本
晃
氏
（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
）・

渡
部
亮
一
氏
（
立
命
館
大
学
）　

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日

　

Ⅶ

　そ
の
他
の
マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
る
個
別
取
材
と
報
道
等

　

①
取
材
社
名　

奈
良
新
聞
社

　
　

報
道
結
果　

奈
良
新
聞　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
付
朝
刊　
「
法
王
」
木
簡

　

②
取
材
社
名　

読
売
新
聞
社

　
　

報
道
結
果　

読
売
新
聞　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
日
付
夕
刊　
「
長
」
銘
墨
書
土
器

　

③
取
材
社
名　

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

　
　

報
道
結
果　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
「
幻
の
八
角
七
重
塔
」
平
成
二
十
二
年
十
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
分�

八
十
九
分

（
武
田
和
哉
）
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と
い
う
点
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
腐
食
・
分
解
な
ど
の
作
用
を
受
け
に
く
か
っ
た
た
め
に
、

結
果
と
し
て
大
き
な
個
体
と
し
て
残
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

　

③
樹
種
と
木
取
り
に
つ
い
て

　

本
調
査
出
土
木
簡
（
板
状
・
削
屑
と
も
）
の
う
ち
、
約
五
四
五
点
の
保
存
処
理
を
実
施
し
た
。

そ
の
際
に
、
全
て
の
点
数
で
は
な
い
が
、
樹
種
鑑
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
第
四
節

の
釈
文
の
頁
に
お
い
て
、
該
当
個
体
の
項
目
に
表
示
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

結
果
的
に
、
鑑
定
を
実
施
し
た
個
体
の
う
ち
、
概
ね
五
割
は
ヒ
ノ
キ
も
し
く
は
ヒ
ノ
キ
属
な

ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
残
り
の
う
ち
、
約
三
割
強
が
ス
ギ
で
あ
っ
た
点
に
も
注
目
し
た
い
。
近

年
の
木
簡
に
関
す
る
報
告
で
は
、
樹
種
の
鑑
定
を
実
施
す
る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以

前
で
は
木
簡
に
は
基
本
的
に
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
と
す
る
認
識
が
有
力
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
鑑
定
結
果
に
よ
り
、
ス
ギ
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
こ
の
こ

と
を
以
て
直
ち
に
当
時
の
木
簡
に
ス
ギ
材
を
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論

を
導
く
の
は
早
計
で
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
で
は
前
記
の
よ
う
な
割

合
を
示
し
て
は
い
る
が
、
削
屑
の
み
に
関
し
て
み
れ
ば
、
ヒ
ノ
キ
も
し
く
は
ヒ
ノ
キ
属
で
あ
る

事
例
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

削
屑
は
、
既
に
墨
書
し
た
内
容
を
削
り
取
っ
て
、
あ
ら
た
に
何
ら
か
の
墨
書
を
し
て
別
の
木

簡
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
削
屑
に
見
え
る
樹
種

の
傾
向
は
、
当
時
「
木
簡
」
と
し
て
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
樹
種
の
傾
向
を
あ
る
程
度
反
映

し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
後
段
で
も
詳
し
く
述
べ
る
が
、
習
書
木
簡
が

多
く
、
さ
ら
に
そ
の
墨
書
し
た
材
木
の
中
に
す
く
な
か
ら
ず
転
用
材
や
端
材
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
併
せ
て
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
実
際
に
木
簡
と
し
て
作
成
さ
れ
る
個
体
に
使
用
さ
れ
る

樹
種
は
、
ヒ
ノ
キ
が
主
流
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
木
取
り
に
つ
い
て
は
、
柾
目
・
板
目
の
比
率
が
、
判
明
し
た
も
の
（
板
状
）
を
対
象

と
し
て
集
計
す
る
限
り
で
は
、
概
ね�

七
対
三�

の
比
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
率
の
傾
向
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
は
そ
れ
が
高
い
か
低
い
か
な
ど
の
判
定
評
価
を
す
る
だ
け
の
比
較
対
象
が
見
あ

た
ら
な
い
。
ま
ず
は
、
結
果
と
し
て
こ
こ
に
指
摘
し
、
以
後
の
研
究
に
判
断
を
委
ね
た
い
。

　

④
部
材
・
端
材
へ
の
墨
書

べ
る
。
ま
ず
、
本
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
木
簡
で
、
完
形
品
も
し
く
は
ほ
ぼ
完
形
品
で
あ
っ

た
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
は
十
点
程
度
に
留
ま
り
、
点
数
上
か
ら
計
算
す
る
限
り
で
は
全
体
に

占
め
る
比
率
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
平
城
京
内
で
の

大
量
木
簡
の
出
土
事
例
で
あ
る
平
城
宮
木
簡
・
長
屋
王
家
木
簡
・
二
条
大
路
木
簡
な
ど
に
比
べ

る
と
、
か
な
り
低
い
比
率
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

　

ま
た
、
板
状
の
木
簡
に
関
し
て
は
、
大
半
の
個
体
に
は
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
後
に
「
二

次
的
な
加
工
」
な
ど
を
施
し
た
痕
跡
、
あ
る
い
は
「
二
次
的
切
り
折
り
」
に
よ
る
裁
断
、
も
し

く
は
コ
ゲ
痕
の
い
ず
れ
か
が
確
認
で
き
る
。「
二
次
的
な
加
工
」
に
は
、
縦
方
向
に
割
り
裂
い

て
細
く
す
る
な
ど
の
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
木
簡
の
文
字
の
左
右
部
分
が

途
切
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
二
次
的
切
り
折
り
」
の
場
合
で
は
、
木
簡
の
文
字

の
上
半
ま
た
は
下
半
が
途
切
れ
る
な
ど
の
状
況
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
木
簡
の

上
端
も
し
く
は
下
端
な
ど
に
コ
ゲ
痕
が
あ
る
事
例
も
比
較
的
多
く
み
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
傾
向
が
多
く
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
の
ほ
ぼ

大
半
の
も
の
は
、
使
用
後
に
何
ら
か
の
改
変
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
や
目
的

に
つ
い
て
は
後
段
で
さ
ら
に
詳
論
す
る
が
、
こ
う
し
た
事
実
は
使
用
し
た
木
簡
を
基
本
的
に
は

そ
の
ま
ま
廃
棄
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
木
簡
に
使
用
さ
れ
た
木
材
の
中
に
は
、
何
か
の
部
材
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
、

ま
た
何
か
の
木
材
を
切
り
取
り
し
た
後
の
端
材
と
思
し
き
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

も
の
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
留
意
を
し
て
お
き
た
い
。

　

②
木
簡
（
削
屑
）
観
察
の
所
見

　

次
に
、
削
屑
に
つ
い
て
の
観
察
所
見
を
述
べ
る
。
本
調
査
で
出
土
し
た
削
屑
の
中
に
は
、
大

き
な
破
片
の
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
特
に
、「
平
城
宮
内
で
多
く
見
つ
か
る
削
屑
に
比

べ
て
、
本
調
査
出
土
の
削
屑
の
個
体
は
比
較
的
大
き
い
印
象
が
あ
る
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
担

当
者
）」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
は
前
に
墨
書
し
た
表
面
を
削
り
取
る
際
の
方
法
と
密
接
な

関
連
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
本
調
査
出
土
の
削
屑
の
場
合
、
短
い
単
位
で
削
る
の
で
は
な
く
、

比
較
的
大
き
な
単
位
で
削
り
取
っ
て
い
た
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
第
二
に
は
、
廃
棄
さ
れ
た
後
の
環
境
が
、
削
屑
な
ど
の
木
片
の
保
存
に
適
し
て
い
た
、
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前
項
で
も
述
べ
た
如
く
、
本
調
査
出
土
木
簡
の
中
に
部
材
・
端
材
を
転
用
も
し
く
は
利

用
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
は
、
部
材
転
用
の
も
の
に
史
料
番
号

〇
四
〇
・
一
五
六
・
一
五
八
・
一
六
六
・
一
七
三
・
一
八
八
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
概
ね
「
何
か

の
脚
部
な
ど
の
部
材
と
み
ら
れ
る
も
の
」・「
箱
の
側
板
と
み
ら
れ
る
も
の
」・「
曲
物
の
底
板
と

み
ら
れ
る
も
の
」「
檜
扇
と
み
ら
れ
る
も
の
」「
そ
の
他
の
用
途
の
も
の
」
の
五
種
類
に
大
別
さ

れ
る
。
ま
た
、
端
材
利
用
の
も
の
と
し
て
は
、
一
五
一
・
一
五
二
・
一
六
一
・
一
七
四
・
一
八
〇
な

ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
樹
種
が
判
明
し
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
部
材
転
用
事
例
で
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ス
ギ
で
あ
る
の
に
対
し
、
端
材
利
用
事
例
で
は
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
と
い
う
傾

向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
を
み
る
限
り
、
当
初
は
木
簡
以
外
の
用
途
で
使
用
さ
れ
た
木
材
に

は
ス
ギ
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
看
取
で
き
よ
う
。
一
方
で
、
端
材
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
ヒ
ノ

キ
で
あ
る
と
い
う
傾
向
を
得
た
が
、
こ
れ
ら
の
端
材
が
形
成
さ
れ
る
段
階
の
状
況
が
復
原
で
き

な
い
た
め
、
こ
の
結
果
が
意
味
す
る
こ
と
に
関
す
る
明
確
な
指
摘
は
困
難
で
あ
る
。

　

⑤
木
簡
の
二
次
利
用
お
よ
び
廃
棄
の
様
相

　

本
調
査
出
土
木
簡
（
板
状
）
の
大
半
に
、
二
次
的
な
加
工
も
し
く
は
二
次
的
切
り
折
り
、
あ

る
い
は
コ
ゲ
痕
の
い
ず
れ
か
が
観
察
で
き
る
点
は
既
に
前
項
に
て
言
及
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
ら
木
簡
の
多
く
が
が
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

二
次
的
な
加
工
に
み
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
は
、
例
え
ば
箸
状
に
縦
長
に
割
り
裂
い
て
、
片
方

の
先
端
を
細
く
削
る
な
ど
の
加
工
を
施
し
た
例
（
史
料
番
号
〇
一
七
・
一
二
五
）
な
ど
か
あ
る
。

こ
う
し
た
例
は
か
な
り
多
く
あ
り
、
そ
の
多
く
は
縦
長
に
割
り
裂
い
て
い
る
た
め
に
、
字
画
や

墨
痕
の
確
認
は
で
き
る
も
の
の
、
釈
読
が
困
難
な
た
め
、
結
果
と
し
て
本
報
告
中
に
含
ま
れ
て

い
な
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
篇
第
四
章
第
三
節�

木
製
品
の
報
告
で
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
本
調
査
で
は
六
〇
〇
〇
点
に
も
の
ぼ
る
箸
状
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
事
実
も
あ

る
。
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
木
製
品
の
用
途
が
本
当
に
箸
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
厳

密
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
当
然
残
っ
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
こ
う
し
た
形
状
の
木
製

品
が
大
量
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
使
用
済
み
の
木

簡
が
二
次
的
な
加
工
を
施
さ
れ
て
転
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。

　

次
い
で
、
二
次
的
裁
断
の
様
相
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
こ
れ
も
か
な
り
の
木
簡
に
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
か
な
り
大
雑
把
に
刃
物
を
木
目
と
直
角
に
当
て
て
切
り
目
を

入
れ
、
そ
の
後
に
へ
し
折
る
と
い
う
「
切
り
折
り
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
や

様
相
か
ら
は
、
裁
断
後
に
ま
た
木
簡
と
し
て
再
利
用
す
る
と
い
う
意
図
は
基
本
的
に
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。
何
ら
か
の
意
図
に
よ
り
木
簡
を
細
分
化
す
る
目
的
で
裁
断
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

木
簡
を
裁
断
す
る
理
由
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
は
機
密
性
や
重
要
度
の
高
い
内
容
の
木
簡
の
隠

滅
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
調
査
出
土
の
木
簡
に
関
し
て
は
そ
の

可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
二
次
的
裁
断
の
方
法
が
大

雑
把
か
つ
乱
雑
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
墨
書
内
容
の
隠
滅
に
は
完
全
に
至
っ
て
は
い
な
い
こ

と
、
ま
た
二
次
裁
断
を
受
け
た
木
簡
の
中
に
習
書
し
た
内
容
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
次
的
裁
断
は
別
の
目
的
で
の
二
次
利
用
か
、
あ
る
い
は
廃
棄
前

の
ひ
と
つ
の
段
階
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
仮
に
二
次
的
な
利
用
の

場
合
に
は
、
前
述
の
箸
状
木
製
品
と
は
異
な
る
形
態
で
の
転
用
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
ゲ
痕
が
み
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
コ
ゲ
痕
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
個
体
の
最
終
的
な
廃
棄
か
、
も
し
く
は
消
滅
を
前
提
と
し
た
最

終
利
用
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
痕
跡
で
あ
る
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
廃
棄
の
た
め
の
焼
却
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
平
城
京
内
で
大
量
に
出
土
し
た
木
簡
群
の
事
例
で
は
、

多
く
の
場
合
は
現
物
を
地
中
に
埋
め
る
こ
と
に
よ
る
廃
棄
事
例
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
近
年
に
平
城
宮
東
方
官
衙
内
で
確
認
さ
れ
た
廃
棄
土
坑
で
は
、
焼
却
の
痕
跡
が
み
ら
れ

る
と
の
見
解
が
あ
る
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
担
当
者
の
指
摘
）。
と
な
る
と
、
本
事
例
と
も
併

せ
、
焼
却
と
い
う
行
為
が
奈
良
時
代
の
木
簡
あ
る
い
は
木
材
廃
棄
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
木
簡
の
廃
棄
過
程
が
よ
く
観
察
で
き
る
事
例
と
し
て
、
〇
〇
一
が
あ
る
。
金
堂

所
の
牒
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
縦
方
向
に
数
片
に
割
り
裂
い
て
、
そ

の
う
ち
の
一
片
は
さ
ら
に
刃
物
を
使
っ
て
切
り
折
り
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
片
方
と
、
別
の

個
体
の
先
端
に
は
コ
ゲ
痕
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
の
場
合
で
は
、
コ
ゲ
痕
が
最
終
焼
却
の
焼

け
残
り
な
の
か
、
そ
れ
と
も
二
次
利
用
の
た
め
の
「
焦
が
し
」
で
あ
る
の
か
は
特
定
で
き
な
い
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た
だ
し
、
前
述
の
Ａ
同
様
に
、
各
史
料
と
も
相
互
に
関
連
性
が
深
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

体
系
的
な
状
態
で
な
い
点
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

Ｃ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
顕
著
な
事
例
と
し
て
「
く
じ

引
き
」
木
簡
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
段
に
て
詳
述
す
る
。
ま
た
、
万
葉

仮
名
で
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
明
確
で
は
な
い
。

　

最
後
の
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
一
番
多
い
出
土
比
率
を
占
め
て
い
る
。
過
去
の
大
量
出
土
の
事

例
に
比
較
し
て
も
、
習
書
の
比
率
は
高
い
方
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
習
書
の
多
さ
も
本
資

料
群
の
ひ
と
つ
の
特
質
と
し
て
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
次
項
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
重
要
事
例
を
報
告
す
る
。

　

⑦
Ａ　

文
書
・
記
録
・
伝
票
等
木
簡
の
様
相

　

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
ま
ず
注
目
し
た
い
も
の
と
し
て
は
、
史
料
番
号
〇
〇
一
が
あ
る
。

前
項
で
は
木
簡
廃
棄
の
ひ
と
つ
の
過
程
が
観
察
で
き
る
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
は

「
金
堂
所
」
が
出
し
た
麻
柱
に
関
す
る
牒
で
あ
る
。「
嶋
院
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
釈
文
の
注
記

に
も
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）
年
九
月
己
酉
条
に
そ

の
名
が
見
え
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
で
は
、
称
徳
天
皇
が
こ

の
時
に
行
幸
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
西
大
寺
の
堂
院
の
中
で
も
重
要
性
の
高
い
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
嶋
院
」
の
名
を
記
し
た
出
土
文
字
資
料
が
出
現
し
た
こ

と
は
、
大
き
な
手
掛
か
り
の
追
加
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
〇
一
〇
は
、
本
資
料
群
の
中
で
唯
一
、
明
確
な
年
紀
が
確
認
で
き
る
木
簡
で
あ
る
。
神

護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
三
月
六
日
の
日
付
が
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文
字
内
容
が
完
全
に

把
握
で
き
な
い
が
、
衣
服
に
関
す
る
内
容
の
文
書
と
み
ら
れ
、
別
筆
に
よ
る
習
書
も
見
え
る
。

表
面
の
字
は
左
・
右
辺
で
途
切
れ
て
お
り
、
ま
た
文
書
の
上
半
に
該
当
す
る
部
分
が
な
い
の
で
、

使
用
後
に
何
ら
か
の
目
的
で
上
端
の
切
断
と
縦
方
向
へ
の
割
り
裂
き
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
断
定
は
で
き
な
い
が
、
習
書
は
比
較
的
板
の
中
央
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
割
り
裂
き
の

後
の
段
階
で
書
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

〇
一
二
は
数
少
な
い
完
形
品
の
伝
票
木
簡
で
あ
る
。
石
を
運
搬
す
る
た
め
に
車
輌
を
雇
っ
た

こ
と
に
関
し
て
の
、
代
金
や
費
用
支
払
い
の
過
程
が
明
ら
か
と
な
る
。
表
に
は
、
代
価
と
し
て

四
百
文
が
か
か
っ
た
こ
と
と
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
別
筆
で
こ
の
支
払
い
を
し
た
旨
が
書
か
れ
る

が
、
使
用
さ
れ
た
木
簡
の
廃
棄
も
し
く
は
再
利
用
の
ひ
と
つ
の
過
程
が
観
察
で
き
る
良
好
資
料

と
し
て
認
識
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

⑥
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
釈
読
し
た
内
容
か
ら
、
墨
書
さ
れ
て
い
る
記
載
内
容
に
関
す
る
傾
向
に
つ
い
て

そ
の
様
相
を
述
べ
る
。

　

本
調
査
出
土
木
簡
に
は
完
形
品
が
極
め
て
少
な
い
事
実
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、

前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
二
次
的
な
加
工
・
裁
断
等
に
よ
り
、
全
て
の
個
体
の
文
字
内

容
が
把
握
し
づ
ら
い
傾
向
に
あ
る
。
か
か
る
一
定
の
条
件
の
中
で
、
釈
読
で
き
た
内
容
を
見
る

限
り
で
は
、
ま
ず
「
西
大
寺
」
な
ど
の
文
字
が
多
く
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
続
日
本

紀
』
な
ど
の
既
存
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
西
大
寺
の
施
設
で
あ
る
「
嶋
院
」
な
ど
の
名
称
が
み

え
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
木
簡
の
出
土
地
点
が
本
篇
第
二
章
第
一
節
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

西
大
寺
旧
境
内
の
主
要
伽
藍
地
区
の
南
方
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
や
、
後
段
で
述
べ
る
年
代
的

な
手
掛
か
り
な
ど
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
字
資
料
が
明
ら
か
に
奈
良
時
代
後
半

期
の
西
大
寺
に
由
来
す
る
資
料
群
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

　

つ
い
で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
範
疇
に
大
別
で
き
る
。

　

Ａ　

文
書
・
記
録
・
伝
票
等

　

Ｂ　

寺
院
・
仏
教
関
係

　

Ｃ　

そ
の
他

　

Ｄ　

習
書

　

こ
の
う
ち
、
Ａ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
示
す
釈
文
一
覧
を
見
る
と
わ
か
る
よ

う
に
、
牒
や
解
、
請
の
各
書
式
の
も
の
、
伝
票
の
も
の
、
年
紀
の
あ
る
も
の
や
数
量
を
記
し
た

も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
相
互
に
関
連
性
が
看
取
で
き
る
よ
う
な
体
系
的
な
史
料
群
で
は
な
い
。

こ
の
点
は
、
か
つ
て
発
見
さ
れ
た
長
屋
王
家
木
簡
な
ど
と
は
大
き
く
こ
と
な
る
点
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
で
は
、
西
大
寺
に
関
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
直
接
的
に
は
関
連
性
が
み
え
に
く
い
内
容

の
も
の
も
あ
り
、
一
見
し
て
雑
多
な
様
相
に
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
三
綱
に
関
す
る
も
の
な
ど
い
わ
ば
寺
院
内
の
組
織

運
営
に
関
す
る
内
容
や
、
四
分
律
な
ど
の
経
典
や
悔
過
な
ど
宗
教
行
事
に
関
す
る
内
容
の
も
の

が
み
ら
れ
、
こ
の
出
土
文
字
資
料
群
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
質
と
し
て
指
摘
し
う
る
点
で
あ
る
。
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が
、
裏
面
に
お
い
て
は
さ
ら
に
支
払
い
完
了
を
確
認
し
た
こ
と
が
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
支
払
い
行
為
に
際
し
て
、
二
重
の
確
認
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

〇
三
五
は
、
石
上
宅
嗣
の
官
職
と
位
階
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
か

ら
判
明
し
た
こ
と
と
し
て
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
官
職
・
位
階
は
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
と
の

照
合
に
よ
り
、
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
正
月
か
ら
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
九
月
ま
で
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、「
造
東
内
長
官
」
と
の
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

『
続
日
本
紀
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
内
容
で
あ
り
、
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
初
め
て
判
明
し
た

事
実
で
あ
る
。「
造
東
内
長
官
」
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
平
城
宮
の
東
院

を
造
営
す
る
責
任
者
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
の
特
徴
と
し
て
は
、
官
職
・

位
階
等
を
記
し
た
部
分
の
右
端
に
、
一
～
四
ま
で
の
数
字
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
は

官
職
・
位
階
名
の
各
記
載
位
置
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
石
上

宅
嗣
の
位
署
書
き
の
ひ
な
形
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が

あ
る
（
註
１
）。
た
だ
し
、
一
方
で
は
や
や
不
審
な
点
も
い
く
つ
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
の

位
署
書
き
の
書
式
で
本
事
例
を
復
原
す
る
と
し
た
ら
「
参
議
従
三
位
行
式
部
卿
兼
常
陸
守
中
衛

中
将
造
東
内
長
官
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
太
政
官
奏
の
署
名
な
ら
さ
ら
に
そ
の
下
に

「
臣
」
が
必
要
と
な
る
の
だ
が
、
本
事
例
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
（
註
２
）。
こ
れ
ら
の
点
を
考

慮
す
る
と
、
直
ち
に
位
署
書
き
の
ひ
な
形
と
見
な
す
に
は
慎
重
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、

表
面
の
下
部
に
は
逆
字
で
「
正
三
位
藤
原
」
と
「
三
野
大
領
丸
部
」
と
も
書
か
れ
る
。
こ
の
う

ち
、「
正
三
位
藤
原
」
と
は
、
女
官
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
が
、
普

通
に
男
官
で
あ
る
と
み
な
し
て
そ
の
候
補
者
を
探
る
と
、
時
期
的
に
み
て
藤
原
魚
名
か
良
継
の

い
ず
れ
か
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
三
野
大
領
丸
部
」
に
つ
い
て
は
、
讃
岐
国

美
濃
郡
の
郡
領
氏
族
と
し
て
「
丸
部
臣
」
が
確
認
さ
れ
（
註
３
）、
さ
ら
に
『
続
日
本
紀
』
宝
亀

二
年
三
月
辛
酉
条
に
は
、
讃
岐
国
丸
部
某
の
記
事
も
見
え
る
。

　

西
大
寺
旧
境
内
か
ら
西
大
寺
に
関
す
る
木
簡
に
混
じ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
石
上
宅
嗣
の
官

職
・
位
階
の
明
細
を
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え

ら
れ
る
。
石
上
宅
嗣
と
西
大
寺
と
の
接
点
を
探
る
と
、
平
安
時
代
に
編
ま
れ
た
漢
詩
集
『
経

国
集
』
所
収
の
石
上
宅
嗣
の
漢
詩
「
三
月
三
日
於
西
大
寺
侍
宴
応
詔
」
が
見
え
る
（
註
４
）。
こ

の
三
月
三
日
が
具
体
的
に
何
年
の
こ
と
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元

（
七
六
七
）
年�

三
月
壬
子
条
に
は
「
幸
西
大
寺
法
院
、
令
文
士
賦
曲
水
、
賜
五
位
已
上
及
文
士

禄
」
と
の
記
事
が
あ
っ
て
、
文
人
官
僚
が
称
徳
天
皇
主
催
の
西
大
寺
で
の
宴
に
列
席
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
石
上
宅
嗣
は
、
当
時
「
文
人
之
首
」
と
称
さ
れ
、
漢
詩
に
秀
で
た
文
人
の
筆

頭
格
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
参
加
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
前
述
の
漢
詩
の
内
容
に
関
わ
る

記
事
と
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
宴
は
、
恐
ら
く
節
会
の
宴
で
あ
り
、
年
中
行
事
に
伴
う
か
か
る
宴

席
が
西
大
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
石
上
宅
嗣
が
定
期
的
に
西
大
寺
に
赴

く
機
会
は
屡
々
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
際
の
祗
候
等
の
必
要
性
か
ら
、
こ
う
し
た
木

簡
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

〇
四
二
は
、
五
十
セ
ン
チ
を
越
え
る
長
大
な
木
簡
の
表
面
に
東
海
道
と
東
山
（
巽
）
道
の
国

名
を
、
ま
た
裏
面
に
は
南
海
道
各
国
の
郡
名
を
そ
れ
ぞ
れ
列
記
し
た
木
簡
。
こ
の
よ
う
な
事
例

は
過
去
に
出
土
し
た
類
例
が
な
く
、
そ
の
用
途
は
定
か
で
は
な
い
が
、
や
は
り
文
書
作
成
の
た

め
の
心
覚
え
な
ど
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
う
ち
、
裏
面

は
劣
化
が
著
し
く
、
現
状
の
高
性
能
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
以
て
し
て
も
内
容
が
特
定
で
き
な
か

っ
た
部
分
が
あ
る
。
こ
の
記
載
内
容
で
ま
ず
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
東
海
道
諸
国
の
中

に
武
蔵
国
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
武
蔵
国
は
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
宝
亀
二

（
七
七
一
）
年
に
東
山
道
か
ら
東
海
道
に
移
管
さ
れ
て
お
り
（
註
５
）、
こ
う
し
た
事
実
を
反
映
し

た
内
容
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
分
析
し
た
場
合
に
は
、
当

該
木
簡
は
宝
亀
二
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
一
方
で
は
東
海
道
諸
国
に
含
ま
れ
る
べ
き
甲
斐
国
が
東
山
道
諸
国
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
こ
の
記
述
を
作
成
者
の
錯
誤
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
前
述
の
武
蔵
国
が
東
海
道
諸
国
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
錯
誤
で

あ
る
可
能
性
を
免
れ
な
く
な
り
、
木
簡
作
成
の
時
期
特
定
の
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
は
困
難
と

な
る
。
事
実
、
こ
れ
以
外
に
陸
奥
に
相
当
す
る
箇
所
が
「
常
奥
」
と
な
る
な
ど
の
様
相
も
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
誤
記
を
し
た
可
能
性
を
否
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
資
料
発
見

の
報
道
発
表
の
後
に
、
甲
斐
国
を
令
制
と
は
異
な
り
東
山
道
の
中
に
入
れ
る
べ
き
と
す
る
認
識

が
当
時
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
註
６
）。
ま
た
、
こ
の
木
簡
で
同

時
に
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
東
山
道
を
「
東
巽
道
」
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
巽
」

の
字
は
、
漢
音
・
呉
音
と
も
に
「
ソ
ン
」
の
音
価
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
従
え
ば
東
巽
道
は
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た
可
能
性
を
強
く
示
唆
す
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
称
徳
朝
に
お
い
て
天
皇

の
行
幸
が
頻
繁
で
あ
っ
た
西
大
寺
内
に
太
政
官
の
官
員
が
常
駐
す
る
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
意
見
が
あ
る
（
註
１
）。
と
こ
ろ
が
、『
続
日
本
紀
』

天
平
宝
字
四
年
七
月
庚
戌
条
に
は
、
時
の
大
僧
都
・
良
弁
ら
の
上
奏
文
が
引
用
さ
れ
て
い
て

「
三
色
師
位
并
大
法
師
位
、
准
勅
授
位
記
式
。
自
外
之
階
、
准
奏
授
位
記
式
。」
と
み
え
る
（
註
７
）。

す
な
わ
ち
、
下
級
の
僧
位
は
公
式
令
の
奏
授
位
記
式
条
に
基
づ
き
授
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ

と
を
示
し
た
記
事
で
あ
り
、
そ
の
規
定
に
従
え
ば
「
太
政
官
謹
奏
」
の
書
式
と
な
る
。
な
お
、

後
代
の
『
延
喜
式
』
に
も
僧
官
任
用
に
関
す
る
際
の
規
定
が
見
え
、
在
京
の
大
寺
の
入
位
の
僧

に
関
し
て
は
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
叙
任
が
な
さ
れ
て
い
た
（
註
８
）。
こ
の
部
分
は
『
貞
観
式
』

に
由
来
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
奈
良
時
代
後
半
期
に
ま
で
遡
り
う
る
可
能

性
も
あ
り
、
内
容
的
に
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
七
月
庚
戌
条
の
記
事
に
も
通
じ
る
も

の
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
当
時
の
西
大
寺
だ
け
で
な

く
平
城
京
内
の
主
要
寺
院
に
お
い
て
も
「
太
政
官
謹
奏
」
と
い
う
書
き
出
し
の
文
書
を
起
案
す

る
こ
と
は
存
外
多
か
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

⑧　

Ｂ　

寺
院
・
仏
教
関
係
木
簡
の
様
相

　

史
料
番
号
〇
五
〇
は
、『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
な
ど
の
経
典
に
み
ら
れ
る
一
節
を
記

し
た
木
簡
で
あ
る
。
一
部
の
字
画
は
木
簡
の
状
態
が
思
わ
し
く
な
く
、
釈
読
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
釈
文
に
も
示
す
通
り
、「
哀
」
の
字
が
「
怠
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
異
同
が
確
認
で

き
る
。『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
僧
で
南
山
律
宗
の
開
祖
で
あ
る

道
宣
の
編
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
僧
に
戒
律
を
授
け
る
際
の
儀
式
次
第
を
記
し
た
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
ま
さ
に
そ
の
儀
式
に
お
い
て
僧
が
読
み
上
げ
三
回
繰
り

返
す
部
分
に
該
当
し
て
い
る
。
し
か
も
、
経
文
の
意
味
ご
と
に
付
点
が
付
さ
れ
た
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
実
際
の
行
事
の
際
に
確
認
す
る
た
め
の
手
控
え
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
四
分
律
』
に
つ
い
て
は
、
〇
五
三
に
も
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
、
道

宣
の
法
嗣
筋
に
あ
た
る
鑑
真
が
請
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
（
註
９
）、
ま
た
宝
亀
十
一

（
七
八
〇
）
年
成
立
の
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
に
は
そ
の
名
が
見
え
る
。
事
実
、
こ
れ
ら

「
と
う
そ
ん
ど
う
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
表
記
例
は
今
ま
で
に
知
ら
れ
て
は
お
ら

ず
、
今
後
の
研
究
を
待
つ
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
も
「
巽
」
と
「
撰
」
の
字
が

音
通
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
セ
ン
」
の
音
価
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
結
果
「
東
山
道
」
は
今
日
読
み
慣
わ
さ
れ
て
い
る
「
と
う
さ
ん
ど
う
」
で
は
な
く
、

「
と
う
せ
ん
ど
う
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
代
の
「
中
山
道
＝
な
か
せ
ん
ど
う
」
に
通
じ
る
呼
称

で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
意
見
が
、
同
様
に
本
資
料
発
見
の
報
道
発
表
後
に
提
示
さ
れ
て
い

る
（
註
６
）。
説
得
力
に
富
む
指
摘
で
あ
り
、
こ
こ
に
附
記
し
て
後
考
を
期
待
し
た
い
。

　

二
〇
一
〜
二
〇
三
は
、「
大
政
官
」
の
名
が
見
え
る
。「
太
政
官
」
と
異
な
り
「
大
」
の
字
が

用
い
ら
れ
る
の
は
、
当
時
の
文
字
使
用
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
削
屑
で
あ

る
こ
と
や
、
字
が
均
整
で
な
い
こ
と
か
ら
、
正
式
な
木
簡
に
係
る
も
の
と
は
み
ら
れ
な
い
が
、

三
例
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
こ
う
し
た
書
式
の
文
書
が
寺
内
で
起
案
さ
れ
て
い

図 1  『四分律刪繁補闕行事鈔』の当該部分（トーン部分は〇五〇木簡で判
読できた文字部分）（経本の底本は大正大蔵経）
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〇
五
〇
・
〇
五
三
の
存
在
な
ど
も
併
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
西
大
寺
の
創
建
当
初
の
時
期
よ
り
備

え
ら
れ
供
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

〇
五
一
・
〇
五
二
に
は
、「
悔
過
（
け
か
）」
の
文
字
が
見
え
る
。
〇
五
一
に
見
え
る
の
は
恐

ら
く
「
悔
過
威
儀
大
徳
」
の
語
に
な
る
と
み
ら
れ
る
が
、
大
正
大
蔵
経
を
検
索
す
る
限
り
で
は
、

「
威
儀
大
徳
」
の
例
は
見
え
る
も
の
の
、
こ
の
語
に
つ
い
て
は
存
在
し
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、「
悔
過
」
と
は
、
過
去
に
犯
し
た
様
々
な
過
ち
を
、
仏
前
に
て
発
露
し
懺
悔
す

る
行
為
・
儀
式
の
こ
と
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
は
平
城
京
内
の
各
寺
院
に
お
い
て
「
薬
師
悔
過
」

「
吉
祥
悔
過
」「
阿
弥
陀
悔
過
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
記
録
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
儀
式
に
際
し

て
主
尊
と
な
す
仏
の
別
に
よ
り
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
儀
式
の
構
成
に
は
共
通
項
が

多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
出
土
木
簡
に
「
悔
過
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
、
西
大

寺
に
お
い
て
こ
う
し
た
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
四
一
は
削
屑
で
あ
る
が
、
三
綱
務
所
の
名
が
見
え
る
。
三
綱
務
所
と
は
、
寺
内
組
織
を
運

営
統
括
す
る
三
綱
（
上
座
・
寺
主
・
都
維
那
）
の
僧
職
の
総
称
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
務
機
関

を
指
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
削
屑
は
、
西
大
寺
に
お
け
る
三
綱
務
所
に
関
す
る
文
書
の
一
部

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
四
二
は
三
綱
の
発
し
た
文
書
（
牒
）
の
断
片
の
可
能
性
が

あ
ろ
う
。

　

⑨　

Ｃ　

そ
の
他
の
木
簡
の
様
相

　

前
項
の
⑦
・
⑧
以
外
の
範
疇
に
属
し
な
い
も
の
で
、
特
に
言
及
し
て
お
き
た
い
資
料
に
つ
い

て
述
べ
る
。

　

史
料
番
号
〇
六
〇
～
〇
六
五
ま
で
は
、
所
謂
「
籤
引
き
」
の
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
内
容
的

に
は
、「
法
王
」
か
ら
始
ま
り
、「
律
師
」、「
法
師
」、「
沙
弥
」
＝
（
仏
門
に
お
け
る
弟
子
の

意
味
）
と
僧
の
位
が
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
最
後
に
「
我
（
餓
）
鬼
」
が
あ
る
。「
法
王
」

は
、
称
徳
朝
に
お
け
る
道
鏡
の
存
在
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
僧
の
位
が
い
く

つ
か
揃
っ
て
お
り
、
最
後
に
仏
教
思
想
上
に
お
い
て
最
も
忌
む
べ
き
姿
で
あ
る
「
餓
鬼
」
ま
で

あ
る
の
で
、
籤
引
き
遊
び
の
要
素
と
し
て
は
一
通
り
揃
っ
た
形
に
は
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

〇
六
一
・
〇
六
二
・
〇
六
五
が
上
端
の
両
角
を
取
っ
た
形
で
、
寸
法
も
概
ね
一
致
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
は
形
状
と
寸
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
沙
弥
」
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
が
ふ

た
つ
存
在
す
る
な
ど
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
複
数
の
籤
引
き
の
セ
ッ
ト
が
混
在
し
て

出
土
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

籤
引
き
木
簡
の
事
例
と
し
て
は
、
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
類
例
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
本
調
査
出
土
の
も
の
は
点
数
・
内
容
的
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
し
か
も
仏
教
界
に

関
す
る
内
容
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
寺
院
旧
境
内
地
よ
り
出
土
し
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
当

時
の
生
活
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

〇
一
九
・
〇
二
〇
は
、
万
葉
仮
名
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
双
方
と
も
字
は
明
瞭

で
あ
る
が
解
釈
は
困
難
で
あ
る
。
〇
一
九
の
表
面
冒
頭
と
後
段
に
は
人
名
が
書
か
れ
、
裏
面
に

は
日
付
と
表
面
後
段
に
書
か
れ
て
い
た
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
三
〇
お
よ
び
二
二
九
は
削
屑
で
あ
る
が
、「
評
」
の
字
が
見
え
る
。
特
に
二
三
〇
に
は
「
風

早
評
」
と
伊
予
国
に
実
在
し
た
評
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
評
の
名
が
史
料
に
登
場
す
る
の
は
、

奈
良
時
代
初
期
頃
ま
で
で
あ
り
、
な
に
ゆ
え
こ
の
本
資
料
群
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
記
し
て
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

⑪　

Ｄ　

習
書
木
簡
の
様
相

　

前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
史
料
群
の
中
で
習
書
木
簡
が
占
め
る
比
率
は
比
較
的
高
い
。

し
か
も
、
各
種
の
部
材
や
端
材
な
ど
に
墨
書
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
ま
た
後
段
で
も
述
べ
る
が

墨
書
土
器
も
多
く
出
土
し
て
い
て
そ
の
中
に
占
め
る
習
書
の
比
率
も
や
は
り
高
い
こ
と
、
ま
た

転
用
硯
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
（
本
篇
第
四
章
第
三
節
参
照
）
な
ど
を
併
せ
て
考
え
る

と
、
文
書
作
成
を
担
当
す
る
機
関
・
部
署
の
存
在
が
強
く
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
に
全

体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
特
定
の
文
字
を
習
書
し
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
頻
出
す
る
字
と

し
て
は
、「
道
」・「
為
」・「
是
」・「
大
」・「
者
」・「
有
」・「
得
」・「
人
」
な
ど
が
あ
る
。
特
に
「
道
」

は
、
し
ん
に
ょ
う
の
字
体
の
代
表
格
と
し
て
練
習
対
象
に
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
る
。
ま
た
、
習

書
は
既
に
使
用
し
た
木
簡
に
も
及
ん
で
お
り
、
た
と
え
ば
前
掲
の
〇
一
〇
・
〇
三
五
・
〇
四
二
な

ど
の
木
簡
の
空
白
な
ど
に
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
し

て
も
、
本
資
料
群
全
体
か
ら
は
旺
盛
な
習
書
目
的
が
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

⑫
木
簡
の
記
載
内
容
か
ら
み
た
年
代
の
手
掛
か
り

　

最
後
に
、
本
調
査
出
土
木
簡
の
年
代
特
定
の
手
掛
か
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
既
に
報
告
の
如

く
、
本
資
料
群
は
出
土
地
点
お
よ
び
記
載
の
内
容
な
ど
か
ら
、
奈
良
時
代
の
西
大
寺
に
関
連
性

が
あ
る
資
料
群
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
手
掛
か
り
を
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の
な
か
に
は
、
転
用
硯
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
篇
第
四
章
第
二
節

の
土
器
報
告
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

墨
書
土
器
と
し
て
把
握
し
た
分
に
つ
い
て
、
須
恵
器
の
占
め
る
割
合
は
約
四
割
余
、
ま
た
土

師
器
は
六
割
弱
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
記
載
面
に
つ
い
て
、
内
面
の
み
に
墨
書
し
て
い
る
例
は
約

二
割
程
度
、
外
面
の
み
に
墨
書
し
て
い
る
例
は
約
六
割
五
分
、
内
面
と
外
面
の
双
方
に
墨
書

し
て
い
る
事
例
は
約
一
割
五
分
と
の
統
計
を
得
た
。
ま
た
、
器
種
に
つ
い
て
は
、
約
九
割
が

杯
・
皿
な
ど
の
供
膳
形
態
の
土
器
で
あ
る
の
に
対
し
、
鉢
・
壺
・
甕
な
ど
の
貯
蔵
形
態
の
土
器

は
五
分
強
、
ま
た
土
師
器
甕
な
ど
の
煮
沸
形
態
の
土
器
は
五
分
弱
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
平
城
宮
お
よ
び
京
内
出
土
の
墨
書
土
器
の
集
成
・
研
究
が
進
捗
し
つ
つ
あ
り
、
各
種

の
統
計
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
（
註
10
）、
平
城
宮
内
に
お
け
る
傾
向
と
し
て
は
、
種
類
別
で
は

須
恵
器
は
五
割
五
分
で
土
師
器
は
四
割
五
分
の
比
率
、
ま
た
器
種
に
つ
い
て
は
、
供
膳
形
態
の

土
器
は
九
割
五
分
、
貯
蔵
形
態
は
五
分
弱
、
貯
蔵
形
態
は
一
分
に
も
満
た
な
い
と
の
統
計
が
あ

る
。
一
方
、
平
城
京
お
よ
び
京
内
寺
院
に
関
し
て
も
、
種
類
別
で
は
須
恵
器
は
約
七
割
に
対
し

土
師
器
は
約
三
割
の
比
率
、
供
膳
形
態
は
や
は
り
九
割
五
分
を
越
え
て
い
る
。
須
恵
器
と
土
師

器
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
宮
内
と
京
内
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
ま
か
な
器
種
の
傾
向

で
み
れ
ば
、
供
膳
形
態
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
点
で
は
類
似
し
た
傾
向
を
示
す
。

　

こ
れ
ら
の
統
計
結
果
と
本
調
査
出
土
の
墨
書
土
器
群
の
様
相
と
を
単
純
に
比
較
す
る
限
り
で

は
、
須
恵
器
の
比
率
は
京
内
・
宮
内
に
比
し
て
も
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
ま
か

な
器
種
に
つ
い
て
は
、
宮
内
・
京
内
と
概
ね
似
た
よ
う
な
傾
向
で
は
あ
る
が
、
僅
か
に
供
膳
形

態
の
比
率
が
低
い
と
い
う
点
は
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
墨
書
土
器
の
観
察
結
果
と
し
て
指
摘
で
き
る
点
と
し
て
は
、
習
書
の
多
さ
が
挙
げ
ら

れ
る
。
同
じ
字
を
書
く
な
ど
し
て
い
る
例
は
釈
文
の
明
ら
か
な
も
の
で
も
十
点
余
り
あ
り
、
こ

れ
は
内
容
が
釈
読
も
し
く
は
想
定
で
き
た
総
点
数
百
点
余
り
の
中
に
占
め
る
比
率
と
し
て
は
一

割
を
越
え
て
お
り
、
宮
内
の
統
計
の
三
分
程
度
を
大
き
く
越
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
前
述

の
如
く
、
墨
書
土
器
と
し
て
集
計
を
し
て
い
な
い
筆
な
ら
し
や
墨
痕
の
あ
る
土
器
、
さ
ら
に
は

大
量
の
転
用
硯
の
出
土
と
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
や
は
り
特
異
な
様
相
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

前
項
の
木
簡
に
関
す
る
概
要
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
習
書
が
多
い
傾
向
と
も
軌
を
一
に
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

集
め
る
と
、
以
下
の
如
く
と
な
る
。

　
　
ａ　

〇
一
〇
「
神
護
景
雲
二
年
三
月
五
日
」

　
　

ｂ　

〇
四
二　

東
海
道
に
武
蔵
国
が
入
っ
て
い
る
。
→
宝
亀
二
年
以
降
。

　
　

ｃ　

〇
三
五
「
参
議
従
三
位
式
部
卿
常
陸
守
中
衛
中
将
…
石
上
朝
臣
」　

→
石
上
宅
嗣
の

　
　
　
　
　
　
　
　

神
護
景
雲
二
年
正
月
～
宝
亀
元
年
九
月
初
ま
で
の
官
職
位
階
。

　
　

ｄ　

一
五
四
「
□
□
□
〔
閏
八
月
ヵ
〕」　

→
も
し
こ
の
内
容
だ
と
仮
定
し
た
場
合
、『
続

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
で
閏
八
月
が
あ
る
年
は
、
天
平
宝
字
元

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
五
七
）、
宝
亀
七
（
七
七
六
）
の
い
ず
れ
か
の
み

　
　
ｅ　

一
三
〇
「
□
〔
天
ヵ
〕
天
応
応
」　

→　
「
天
応
」（
七
八
一
年
の
み
）
の
習
書
か

　

こ
れ
ら
の
中
で
確
実
な
も
の
と
し
て
は
、
ａ
と
ｃ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
ｂ
に
つ
い

て
は
前
述
の
如
く
誤
記
の
可
能
性
が
完
全
に
排
除
で
き
て
い
な
い
が
、
肯
定
的
に
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
宝
亀
二
年
以
降
と
な
る
。
ｄ
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
つ
の
年
と
も
に
確
実
な
ａ
と
ｃ
に

は
比
較
的
近
い
た
め
判
断
が
難
し
い
。
ま
た
、
ｅ
に
つ
い
て
は
天
応
の
年
号
を
習
書
し
た
の
か

ど
う
か
か
が
確
実
で
は
な
い
の
で
、
確
た
る
証
拠
と
し
て
扱
う
こ
と
は
や
は
り
困
難
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
確
実
な
ａ
と
ｃ
の
手
掛
か
り
の
み
に
依
拠
す
れ
ば
、
神
護
景
雲
二
年
～

宝
亀
元
年
（
七
六
八
～
七
七
〇
）
と
な
る
。
あ
と
は
、
ｂ
・
ｄ
・
ｅ
な
ど
と
の
整
合
性
な
ど
も

考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
神
護
景
雲
二
年
以
降
の
一
定
の
期
間
と
い
う
想
定
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
墨
書
土
器
や
他
の
出
土
遺
物
の
年
代
観
も
総
合
し

て
、
小
結
の
部
分
に
て
改
め
て
詳
論
す
る
こ
と
と
し
、
木
簡
に
お
け
る
年
代
の
手
掛
か
り
に
関

し
て
、
本
項
に
お
い
て
は
現
状
の
把
握
を
す
る
に
留
め
て
お
く
。

　Ⅲ

　出
土
墨
書
土
器
の
概
要

　

墨
書
土
器
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

①
墨
書
土
器
の
傾
向
と
観
察
所
見

　

本
調
査
に
お
い
て
、
墨
書
土
器
は
約
二
百
七
十
余
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
段
で
も

記
し
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
字
画
や
記
号
・
墨
絵
等
を
記
し
た
も
の
と
し
て
認
識
で
き
る
も
の

の
数
で
あ
り
、
筆
な
ら
し
な
ど
の
痕
を
入
れ
る
と
、
さ
ら
に
多
数
の
個
体
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
個
体
も
含
め
る
と
、
そ
の
点
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
。
墨
痕
の
あ
る
も
の
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②
墨
書
土
器
の
二
次
利
用
お
よ
び
廃
棄
の
様
相

　

本
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器
で
、
ほ
ぼ
完
形
の
も
の
は
五
点
に
満
た
ず
、
木
簡
と
同
様
に

や
は
り
低
い
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
習
書
が
多
い
こ
と
や
、
転
用
硯
の
多
さ
な
ど
か

ら
み
て
も
、
使
用
さ
れ
て
い
た
墨
書
土
器
の
多
く
は
、
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

二
次
的
に
利
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
転
用
硯
の
中
に
は
、
大
量
の
墨
痕
が
付
着
し
た
も
の
が
多
く
、
結
果
と
し
て
字
画
の
存

在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

　

③
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
範
疇
に
大
別
で
き
る
。

　

Ａ　

人
名
・
使
用
場
所
等

　

Ｂ　

内
容
物

　

Ｃ　

そ
の
他

　

Ｄ　

習
書

　

こ
の
う
ち
、
Ａ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
「
皇
浦
東
□
」
の
文
字
が
見
え
、『
続

日
本
紀
』
に
記
述
が
あ
る
皇
甫
東
朝
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
詳
細
は
後
段
で
詳
論
す
る
。
こ
の
ほ

か
、
十
三
例
が
人
名
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
使
用
場
所
に
つ
い
て
は
、
木
簡
同
様
に
「
西
大

寺
」
を
記
す
も
の
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
寺
院
内
の
部
署
と
思
し
き
記
載
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら

れ
た
。
ま
た
、「
官
」
の
事
例
が
目
立
つ
。

　

Ｂ
に
つ
い
て
は
、「
粥
」
と
「
水
」
の
事
例
が
多
く
、
寺
院
内
の
食
生
活
な
ど
を
反
映
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
に
つ
い
て
は
、
特
に
指
摘
し
う
る
よ
う
な
顕
著
な
傾
向
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。

　

Ｄ
に
つ
い
て
は
、
既
に
点
数
の
多
さ
は
指
摘
し
た
が
、
土
師
器
に
書
い
た
例
が
多
い
。
た
だ

し
、
も
と
も
と
墨
書
土
器
全
体
と
し
て
土
師
器
が
多
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
背
景
を

考
慮
す
る
と
、
自
然
な
帰
結
と
な
ろ
う
か
。

　

以
下
、
個
別
の
重
要
事
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

史
料
番
号
五
〇
一
は
、
土
師
器
甕
の
体
部
外
面
に
書
か
れ
た
も
の
。「
西
大
寺　

信
師
」
と

み
え
、
特
に
「
信
」
の
字
が
強
調
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
寺
内
に
居
た
特
定
の
僧
侶
の
略
称
で

あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
器
は
そ
の
人
物
の
使
用
に
帰
属
し
た
も
の
で
あ

っ
た
か
。

　

五
〇
二
は
、
一
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
習
書
な
ど
に
混
じ
っ
て
、「
皇
浦
東

□
」
と
書
く
。「
浦
」
と
「
甫
」
は
音
通
と
み
ら
れ
る
の
で
、
奈
良
時
代
に
唐
か
ら
渡
来
し
て

朝
廷
に
出
仕
し
た
皇
甫
東
朝
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
皇
甫
東
朝
の
略
歴
に
つ
い
て
は
釈
文
の
注

記
に
記
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
天
平
の
遣
唐
使
で
来
日
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の

後
暫
く
の
間
の
動
静
は
不
明
で
あ
る
が
、
称
徳
朝
に
な
っ
て
し
ば
し
ば
『
続
日
本
紀
』
な
ど
に

そ
の
名
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
神
護
景
雲
年
間
か
ら
宝
亀
年
間
に
か
け
て
は
、「
花
園
正
従

五
位
上
」
の
職
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
註
11
）。

　

平
城
宮
・
京
お
よ
び
京
内
寺
院
を
問
わ
ず
、
正
史
に
名
の
見
え
る
人
物
名
を
墨
書
し
た
土
器

が
出
土
す
る
の
は
、
極
め
て
珍
し
い
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
者
の
名
が
土
器
に
記
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
用
途
に
使
用
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
墨
書
の
様
相
を
見
る
限
り

で
は
、
字
は
底
部
外
面
の
中
央
に
大
き
な
字
で
書
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
や
稚
拙
で
あ
り
、

ま
た
関
連
性
の
な
い
習
書
も
あ
る
。
こ
う
し
た
と
か
ら
、
何
か
実
際
に
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
些
か
の
疑
問
が
生
じ
る
。
な
お
、
こ
の
土
器
の
口
縁
部
に
は
煤
け
た
痕
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
灯
明
な
ど
の
用
途
に
使
わ
れ
た
痕
跡
と
み
ら
れ
る
。

　

五
〇
三
は
習
書
と
み
ら
れ
る
が
、「
法
王
」
の
字
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
木
簡

の
〇
六
〇
に
も
見
え
、
こ
ち
ら
は
当
時
の
世
相
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

実
際
に
書
く
必
要
に
よ
り
習
書
さ
れ
た
可
能
性
も
完
全
に
排
除
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

五
一
六
は
、
字
の
部
分
が
分
割
さ
れ
て
い
る
た
め
、
釈
文
の
確
定
に
は
到
ら
な
い
が
、「
大

殿
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
五
一
八
〜
五
二
一
に
は
「
官
」
の
字
が
見
え
る
。
こ
の

う
ち
、
五
一
八
の
「
官
」
は
ツ
カ
サ
で
、
担
当
部
署
を
示
す
用
例
で
あ
ろ
う
が
、
五
一
九
〜

五
二
一
は
単
独
で
「
官
」
と
あ
る
の
で
、
異
な
る
用
例
の
可
能
性
が
あ
る
。
寺
内
に
お
け
る

「
官
」
の
機
関
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
は
令
外
官
の
「
造
寺
司
」
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
西
大

寺
の
場
合
、「
造
西
大
寺
司
」
で
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
に
は
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）
年
二
月

条
に
佐
伯
今
毛
人
が
造
西
大
寺
司
長
官
に
任
命
さ
れ
た
記
事
が
み
え
、
同
年
七
月
に
は
次
官
が

任
命
さ
れ
る
な
ど
の
動
静
が
見
え
る
。
そ
の
後
も
任
免
記
事
は
定
期
的
に
み
ら
れ
る
が
、
宝
亀

九
年
八
月
に
見
え
る
次
官
任
命
記
事
が
『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
最
後
の
「
造
西
大
寺
司
」
に

関
す
る
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
史
料
が
残
る
造
東
大
寺
司
と
比
べ
て
、
史
料
に
乏
し
い

造
西
大
寺
司
の
実
態
は
明
確
で
は
な
い
。
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本
調
査
で
出
土
し
た
文
字
資
料
を
概
観
し
た
上
で
、
最
後
に
指
摘
し
う
る
総
括
的
所
見
を
ま

と
め
る
こ
と
で
、
本
書
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

　Ⅰ

　文
字
資
料
群
の
時
期
お
よ
び
関
係
す
る
機
関
・
部
署
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
木
簡
の
時
期
に
関
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
は
、
前
節
の
⑫
で
述
べ
た
よ
う
に
、
確
実

な
も
の
だ
け
を
考
察
の
対
象
と
す
る
と
、
神
護
景
雲
二
年
～
宝
亀
元
年
（
七
六
八
～
七
七
〇
）

で
あ
り
、
ま
た
こ
の
ほ
か
に
あ
る
確
実
性
が
や
や
乏
し
い
資
料
と
の
整
合
性
等
も
考
慮
す
る
と

し
た
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
後
の
一
定
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
墨
書
土
器
の
記
載

内
容
に
は
、
時
期
に
関
す
る
明
確
な
手
掛
か
り
は
な
く
、
状
況
証
拠
と
し
て
皇
甫
東
朝
銘
の
墨

書
土
器
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
木
簡
が
示
す
時
期
と
矛
盾
は
し
な
い
。

結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
文
字
資
料
が
示
す
時
期
は
、
木
屑
層
か
ら
供
伴
し
て
出
土
し
た
土
器
の

年
代
観
と
も
合
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
西
大
寺
の
創
建
期
後
間
も
な
い
時
期
に
相
当
し
て
い
る
。
出
土
地
点
は
本
篇

第
二
章
第
一
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
西
大
寺
旧
境
内
の
主
要
伽
藍
地
区
の
南
側
で
、
十
一
面
堂

院
推
定
地
の
南
側
付
近
に
相
当
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
資
料
群
に
は
「
西
大
寺
」
な
ど
の
記

載
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
当
該
時
期
の
西
大
寺
に
関
す
る
文
字
資
料
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
が
な
い
。

　

た
だ
し
、
内
容
的
に
は
ひ
と
つ
の
分
野
・
内
容
に
収
ま
ら
な
い
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
西
大

寺
の
中
の
ど
の
機
関
・
部
署
よ
り
排
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
特
定
分
野
に
限
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
も
、
ま
さ
に
こ

れ
ら
の
文
字
資
料
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
見
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
当
該
時
期
は
、
未
だ
西

大
寺
内
の
伽
藍
は
完
全
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
造
西
大
寺
司
に

よ
る
造
営
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
創
建
当
初
の
一
定
の
間
に
お
い
て
、
寺
内
の
諸
事
務
は

こ
の
造
西
大
寺
司
が
す
べ
て
担
当
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
今
回
の
文
字
資
料
の
内
容
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
点
も
そ
う
し
た
可
能
性
と
合
う
こ
と
に
は
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
本
資
料
群
に
も
見
え
る
三
綱
務
所

第
三
節　

結
語

　

④
墨
書
土
器
の
記
載
内
容
か
ら
み
た
年
代
の
手
掛
か
り

　

墨
書
土
器
の
記
載
内
容
か
ら
み
た
年
代
の
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

　
　
ａ　

五
〇
二
「
皇
浦
東
□
〔
朝
ヵ
〕」

程
度
し
か
な
い
。『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
皇
甫
東
朝
の
記
事
は
神
護
景
雲
元
年
以
降
多
く
な

る
も
の
の
、
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
の
越
中
介
任
命
の
記
事
を
以
て
以
後
の
動
静
は
不
明
と
な
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
期
間
が
ひ
と
つ
の
目
安
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　Ⅳ

　そ
の
他
の
出
土
文
字
資
料
の
概
要

　

木
簡
と
墨
書
土
器
以
外
の
文
字
資
料
に
つ
い
て
は
、
墨
書
石
・
刻
印
瓦
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

刻
印
瓦
に
つ
い
て
は
本
篇
第
四
章
第
一
節
の
瓦
の
報
告
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳

細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
墨
書
石
に
関
し
て
以
下
に
述
べ
る
。

　

史
料
番
号
八
〇
一
は
、
径
約
三
セ
ン
チ
の
石
英
質
の
川
原
石
の
表
裏
に
一
字
ず
つ
墨
書
し
た

も
の
で
あ
る
。
石
は
一
見
し
て
白
の
碁
石
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
碁
石
よ
り
も
大
き
く
ま
た
扁

平
で
な
く
丸
み
が
強
い
の
で
、
碁
石
に
使
用
し
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
比
較
的
平
た
い
面
が

あ
る
石
の
表
・
裏
面
に
「
福
」・「
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
奈
良
時
代

以
前
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
平
安
時
代
以
降
で
は
、
一
字
一
石
経
が
出
現
す
る
が
、
書
写
し

た
字
は
経
典
の
文
言
と
も
言
い
難
い
の
で
、
一
字
一
石
経
の
類
例
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
字
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
何
ら
か
の
祈
願
・
祈
祷
に
供
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

（
武
田
和
哉
・
鶴
見
泰
寿
）
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の
存
在
で
あ
る
。
三
綱
は
寺
内
の
僧
侶
に
よ
る
運
営
組
織
で
あ
り
、
も
し
三
綱
務
所
の
機
能
が

立
ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
造
寺
司
に
依
拠
し
な
い
寺
内
の
自
律
的
運
営
活
動
が
開
始

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
史
料
番
号
〇
五
〇
な
ど
の
よ
う
に
、
仏
教
儀

式
に
実
際
に
使
用
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
僧
に
よ
る
活
動
が

開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
習
書
木
簡
・
墨
書
土
器
お
よ
び
転
用
硯
の
出
土
は
、
文
書
作
成
を
担
当
す
る

機
関
か
ら
排
出
さ
れ
た
遺
物
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
、
本
資
料
群
は
伽
藍
造
営
が
一
定
程
度

進
捗
し
、
僧
侶
に
よ
る
寺
内
運
営
も
開
始
さ
れ
て
以
降
の
時
期
に
、
寺
内
の
諸
事
務
を
司
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
三
綱
務
所
も
し
く
は
類
縁
の
機
関
に
お
い
て
、
主
と
し
て
文
書
作
成
を
担
当
す

る
部
署
か
ら
排
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
木
簡
の
廃
棄
に
関
し
て
は
、
前
節
の
⑤
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
部
に
焼
却
と
い
う
手

段
を
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
廃
棄
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
総
量
を
減
ら
す
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
全
て
の
個
体

に
焼
損
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
特
定
の
部
署
か
ら
排
出
さ
れ
た
も
の
に

関
し
て
、
焼
却
ま
た
は
転
用
・
切
断
そ
の
他
の
過
程
を
経
て
投
棄
に
到
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い

は
各
機
関
・
部
署
よ
り
排
出
さ
れ
た
段
階
で
、
焼
却
を
受
け
て
い
た
も
の
や
切
断
・
転
用
さ
れ

た
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
寺
内
の
ど
こ
か
に
集
積
さ
れ
た
上
で
一
括
し
て
廃
棄
さ

れ
た
結
果
、
本
資
料
群
が
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
木
簡
の
内
容
か
ら
分
析
す
る
限
り

で
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
出
土
木
製
品
の
考
察
に
お
い
て
、
複
数

の
排
出
源
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
（
本
篇
第
六
章
三
節
参
照
）。

　Ⅱ

　文
字
資
料
群
の
特
色
と
歴
史
的
意
義

　

本
資
料
群
の
中
に
は
大
（
太
）
政
官
の
名
が
あ
る
二
〇
一
〜
二
〇
三
に
加
え
て
、
石
上
宅
嗣

の
官
職
・
位
階
を
記
し
た
〇
三
五
、
ま
た
皇
甫
東
朝
の
名
を
記
し
た
五
〇
二
な
ど
、
当
時
の
朝

廷
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
す
内
容
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
報
告
書
の
本
篇
で
報
告
し
て

い
る
イ
ス
ラ
ム
陶
器
や
ガ
ラ
ス
製
品
・
金
箔
付
着
の
木
製
品
片
な
ど
の
珍
奇
な
供
伴
出
土
遺
物

と
も
併
せ
、
こ
れ
ら
は
称
徳
朝
後
半
の
政
治
情
勢
お
よ
び
当
該
時
期
に
西
大
寺
が
果
た
し
た
役

割
な
ど
を
示
す
内
容
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

特
に
〇
三
五
の
出
現
に
よ
り
石
上
宅
嗣
に
関
す
る
未
知
の
官
職
歴
（
造
東
内
長
官
）
の
新
事

実
を
得
る
結
果
と
な
っ
た
。
後
に
「
芸
亭
」
を
開
く
な
ど
、「
文
人
之
首
」
と
称
さ
れ
、
称
徳

朝
か
ら
光
仁
朝
に
か
け
て
政
界
に
重
き
を
為
し
た
高
級
官
人
の
動
向
を
知
る
貴
重
な
手
掛
か
り

で
あ
る
。
ま
た
、
五
〇
二
は
、
渡
来
後
に
朝
廷
に
出
仕
し
た
唐
人
の
動
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
と
も
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
を
補
完
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
の
一
節
を
書
き
出
し
た
と
み
ら
れ
る
〇
五
〇
を
は

じ
め
と
す
る
仏
教
や
西
大
寺
に
関
す
る
内
容
は
、
創
建
間
も
な
い
時
期
の
西
大
寺
内
の
動
向
を

伝
え
る
内
容
と
言
え
よ
う
。
当
該
時
期
の
西
大
寺
に
つ
い
て
記
す
史
料
は
少
な
く
、
ま
た
当
時

の
仏
教
儀
式
の
実
態
を
探
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
〇
六
〇
〜
〇
六
五
の
仏
教
色
の
濃
い
籤
引
き
木
簡
の
存
在
や
、「
粥
」「
水
」
な

ど
と
記
し
た
複
数
の
墨
書
土
器
、
ま
た
人
物
・
動
物
な
ど
の
墨
画
が
描
か
れ
た
木
簡
・
墨
書
土

器
な
ど
の
出
土
は
、
寺
内
に
お
け
る
僧
侶
の
さ
ま
ざ
な
面
で
の
生
活
様
相
を
示
す
痕
跡
と
し
て
、

興
味
深
い
存
在
で
あ
る
。

　

以
上
挙
げ
た
諸
点
に
お
い
て
、
本
資
料
群
は
、
奈
良
時
代
後
半
期
に
お
い
て
政
治
的
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
京
内
寺
院
か
ら
一
括
し
て
出
土
し
た
文
字
資
料
群
で
あ
り
、
今
後
の
奈
良

時
代
政
治
史
・
寺
院
史
研
究
な
ど
に
寄
与
す
る
内
容
と
し
て
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　Ⅲ

　お
わ
り
に

　

本
文
字
資
料
群
が
含
ま
れ
て
い
た
木
屑
層
は
、
本
発
掘
調
査
区
外
の
西
側
お
よ
び
東
側
に
延

び
て
い
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
調
査
地
に
隣
接
し
た
場
所
に
は
、

本
資
料
群
と
一
連
の
遺
物
資
料
が
ま
だ
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
史
料
的
価
値
の
極
め

て
高
い
文
字
資
料
が
今
後
追
加
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
隣
接
地
に
お
け
る
開
発
行
為
の
際
に

は
、
充
分
な
発
掘
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
ま
た
、
西
大
寺
旧
境
内
推
定

地
内
の
近
隣
地
区
に
お
い
て
も
、
同
様
に
重
要
な
埋
蔵
文
化
財
が
包
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
言
え
、
今
後
の
地
区
内
で
の
文
化
財
保
護
活
動
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

認
識
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
武
田
和
哉
）
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（
１
）　

渡
辺
晃
宏
『
平
城
京
一
三
〇
〇
年
「
全
検
証
」』
柏
書
房　

二
〇
一
〇
年

（
２
）　
『
令
集
解
』
巻
三
十
三　

公
式
令　

奏
授
位
記
式
条

（
３
）　

岸
俊
男
「
県
主
・
国
造
一
覧
表
」『
古
代
の
日
本
』
九　

研
究
資
料　

角
川
書
店　

一
九
七
一

（
４
）　
『
経
国
集
』
巻
十
所
収　

大
納
言
贈
從
二
位
石
上
朝
臣
宅
嗣　

三
月
三
日
於
西
大
寺
侍
宴
應
詔
〔
高

野
天
皇
在
祚
〕
一
首

三
昇
三
月
諬
三
辰　

三
日
三
陽
應
三
春　

鳳
蓋
凌
雲
臨
覺
苑　

鸞
輿
耀
日
對
禪
津

青
絲
柳
陌
鶯
歌
足　

紅
蘂
桃
溪
蝶
舞
新　

幸
屬
無
為
梵
城
賞　

還
知
有
截
不
離
真

（
５
）　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
十
月
己
卯
条

己
夘
（
二
十
五
日
）。
太
政
官
奏
。
武
藏
國
雖
属
山
道
。
兼
承
海
道
。
公
使
繁
多
。
祗
供
難
堪
。

其
東
山
驛
路
。
從
上
野
國
新
田
驛
。
達
下
野
國
足
利
驛
。
此
便
道
也
。
而
枉
從
上
野
國
邑
樂
郡
。

經
五
ケ
驛
。
到
武
藏
國
。
事
畢
去
日
。
又
取
同
道
。
向
下
野
國
。
今
東
海
道
者
。
從
相
模
國
夷

參
驛
。
達
下
総
國
。
其
間
四
驛
。
往
還
便
近
。
而
去
此
就
彼
損
害
極
多
。
臣
等
商
量
。
改
東
山

道
。
属
東
海
道
。
公
私
得
所
。
人
馬
有
息
。
奏
可
。」
授
正
六
位
上
英
保
首
代
作
外
從
五
位
下
。

以
搆
西
大
寺
兜
率
天
堂
也
。

（
６
）　

平
川
南
「
古
代
史
の
窓　

西
大
寺
出
土
の
木
簡
」
上
・
下　
『
山
梨
日
日
新
聞
』
朝
刊
コ
ラ
ム

二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
八
・
二
十
九
日

（
７
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
七
月
庚
戌
条

庚
戌
。
大
僧
都
良
弁
。
少
僧
都
慈
訓
。
律
師
法
進
等
奏
曰
。
良
弁
等
聞
。
法
界
混
一
。
凡
聖
之

差
未
著
。
斷
證
以
降
。
行
住
之
科
始
異
。
三
賢
十
地
。
所
以
開
化
衆
生
。
前
佛
後
佛
。
由
之
勸

勉
三
乘
。
良
知
。
非
酬
勲
庸
。
無
用
證
眞
之
識
。
不
差
行
住
。
詎
勸
流
浪
之
徒
。
今
者
。
像
教

將
季
。
緇
侶
稍
怠
。
若
无
褒
貶
。
何
顯
善
惡
。
望
請
。
制
四
位
十
三
階
。
以
抜
三
學
六
宗
。
就

其
十
三
階
中
。
三
色
師
位
并
大
法
師
位
。
准
勅
授
位
記
式
。
自
外
之
階
。
准
奏
授
位
記
式
。
然

則
戒
定
惠
行
非
獨
昔
時
。
經
論
律
旨
方
盛
當
今
。
庶
亦
永
息
濫
位
之
譏
。
以
興
敦
善
之
隆
。
良

弁
等
。
學
非
渉
獵
。
業
惟
淺
近
。
輙
以
管
見
。
略
事
採
擇
。
叙
位
節
目
。
具
列
別
紙
。
勅
報
曰
。

省
來
表
知
具
示
。
勸
誡
緇
徒
。
實
應
利
益
。
分
置
四
級
。
恐
致
勞
煩
。
故
其
修
行
位
。
誦
持
位
。

唯
用
一
色
。
不
爲
數
名
。
若
有
誦
經
忘
却
。
戒
行
過
失
者
。
待
衆
人
知
。
然
後
改
正
。
但
師
位

等
級
。
宜
如
奏
状
。（
以
下
略
）

（
８
）　
『
延
喜
式
』
巻
二
十
一
玄
蕃
寮
条
に

凡
任
僧
綱
者
、
必
簡
其
人
、
奉
敕
定
之
。
辨
官
定
日
、
預
告
式
部
、
治
部
。
其
日
平
旦
、
僧
綱

請
集
在
京
大
寺
入
位
已
上
僧
、
於
綱
所
設
眾
僧
并
敕
使
參
議
及
少
納
言
、
辨
官
、
式
部
、
治

部
、
寮
等
座
、
亦
設
宣
命
座
。
眾
僧
依
次
就
座
。
被
任
者
亦
在
其
次
、
敕
使
以
下
進
就
位
、
座

定
宣
命
者
進
就
宣
命
座
以
宣
命
。
其
詞
曰
「
天
皇
が
（
我
）
詔
旨
と
（
登
）、
法
師
等
に
（
爾
）

白
さ
へ
と
（
左
閇
登
）。
敕
命
を
（
乎
）
白
。
大
僧
都
と
（
登
）
在
す
（
須
）、
某
法
師
を
（
乎
）、

僧
正
に
（
爾
）
任
賜
事
を
（
乎
）
白
さ
へ
と
（
左
閇
登
）
詔
敕
命
を
（
乎
）
白
。」（
臨
時
隨
事

有
詞
。）
訖
、
眾
僧
倶
稱
唯
。
宣
命
者
復
位
。
被
任
者
進
下
座
前
、
謝
命
之
辱
。
訖
、
敕
使
以

下
還
歸
。
然
後
、
太
政
官
牒
送
僧
綱
。（
牒
式
見
太
政
官
式
。）

（
９
）　

東
野
治
之
『
鑑
真
』
岩
波
新
書　

二
〇
〇
九
年

（
10
）　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
編
『
平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅰ
～
Ⅲ

〔
奈
良
（
国
立
）
文
化
財
研
究
所
史
料
〕　

一
九
八
三
～
二
〇
〇
三

奈
良
市
教
育
委
員
会
編
『
平
城
京
跡
出
土
墨
書
土
器
集
成
Ⅰ
』（
第
一
分
冊
・
第
二
分
冊
）　　

二
〇
〇
二

（
11
）　
『
大
日
本
文
書
』
巻
五
所
収
「
仏
事
歴
名
」（
正
倉
院
文
書
）
に
は
、
神
護
景
雲
三
年
十
月
か
ら
宝

亀
元
年
六
頃
の
官
人
名
と
各
々
の
捧
物
の
一
覧
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
花
園
正
従
五
位
上
皇
甫
東

朝
花
一
櫃
」�

と
み
え
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
編
『
平
城
宮
木
簡
』
一
～
七
〔
奈
良
（
国
立
）
文
化
財

研
究
所
史
料
〕　

一
九
六
六
～
二
〇
一
〇

奈
良
県
教
育
委
員
会　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
西
大
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』
西

大
寺　

一
九
九
〇

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
長
屋
王
家
・
二
条
大
路
木
簡
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一

木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
三

東
京
大
学
文
学
部
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
西
大
寺
古
絵
図
は
語
る
古
代
・
中
世
の
奈
良　

特　
　

別
陳

列
』
奈
良
国
立
博
物
館　

二
〇
〇
二

大
岡
實
『
南
都
七
大
寺
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版　

一
九
六
六

佐
藤
信
編
『
西
大
寺
古
絵
図
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
五

東
野
治
之
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房　

一
九
八
三

渡
辺
晃
宏
『
平
城
京
と
木
簡
の
世
紀
』〔
日
本
の
歴
史
〇
一
〕
講
談
社　

二
〇
〇
一

吉
川
真
司
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』　

塙
書
房　

一
九
九
八

　註

　主
要
参
考
文
献
一
覧
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第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

　

本
節
で
は
、
木
簡
の
釈
文
お
よ
び
各
種
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
。
表
示
方
法
に
関
し
て
は
、

以
下
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

総
則

　

本
報
告
で
は
、
文
字
を
書
い
て
い
る
と
確
認
で
き
た
木
簡
の
う
ち
、
具
体
的
な
字
が
釈
読
で

き
た
も
の
、
も
し
く
は
具
体
的
な
字
の
推
定
が
可
能
な
も
の
の
み
を
採
録
し
た
。

　

ま
た
、
釈
文
・
法
量
・
型
式
番
号
等
の
表
示
に
お
い
て
は
、
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

際
の
加
工
等
痕
跡
と
確
認
し
う
る
内
容
だ
け
を
反
映
し
た
内
容
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
物
観

察
に
よ
り
、
木
簡
と
し
て
完
成
・
使
用
の
後
の
段
階
で
廃
棄
お
よ
び
二
次
利
用
を
目
的
に
施
し

た
加
工
・
改
変
と
見
な
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
事
実
を
注
記
の
項
目
に
お
い
て
指

摘
し
て
い
る
。
そ
し
廃
棄
お
よ
び
二
次
利
用
の
段
階
に
お
け
る
切
り
折
り
や
成
形
に
つ
い
て
は

「
二
次
的
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　
　

木
簡
の
釈
文
・
デ
ー
タ
の
凡
例

　

①
史
料
番
号　

漢
数
字
の
通
し
番
号
で
付
与
し
、
上
部
に
示
し
た
。
板
状
は
〇
〇
一
よ
り
、

　
　

ま
た
削
屑
は
二
〇
一
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
付
し
て
い
る
。

　

②
釈
文　

釈
読
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
判
読
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
旧

　
　

字
体
は
適
宜
新
字
体
に
書
き
改
め
て
い
る
。
な
お
、
釈
文
中
に
使
用
し
た
記
号
は
、
左
記

　
　

の
如
き
内
容
・
状
態
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　

□
□
□　

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
を
確
認
で
き
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

　
　
　
　
　
○　　
　

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
　

・　
　

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

　
　
　
　
「　
　

」　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
　

＜　
　

木
簡
の
上
端
・
下
端
な
ど
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
『　
　

』　

異
筆
・
追
筆
の
部
分
を
示
す
。

　
　
　
　
〔　
　

〕　

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。
原

　
　
　
　
　
　
　
　

則
と
し
て
、
文
字
の
右
側
に
掲
示
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
例
外
的

　
　
　
　
　
　
　
　

に
左
側
に
付
し
た
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
（　
　

）　

右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

　
　
　
　
　

ヵ　
　

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
　
　
　

  

マ
マ 　

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

　
　
　
　
　

×　
　

前
後
に
文
字
の
続
く
こ
と
が
内
容
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
な
ど
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

③ 

出
土
地
点
・
層
位　

当
該
遺
物
が
出
土
し
た
地
区
と
層
位
を
示
す
。
特
に
遺
構
名
を
付
さ

な
い
も
の
は
、
Ｓ
Ｄ
〇
一
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
地
区
番
号
は
、
本
篇
・
第
三
章
第
一
節

（
一
七
・
一
八
頁
）
を
、
ま
た
層
位
に
つ
い
て
は
同
じ
く
本
篇
・
第
三
章
第
二
節
の
Ⅱ 

検
出

遺
構
の
条
（
一
九
～
二
五
頁
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
層
位
表
示
に
関

す
る
略
記
号
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　

上
＝
新
上
層
、
下
＝
新
下
層
、
埋
＝
古
埋
立
層
、
木
＝
古
木
屑
層
、
最
＝
古
最
下
層

　
　
　
　

包
＝
遺
物
包
含
層

　

④
法
量　

ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
て
示
し
た
。
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
縦
・
横
・
厚
さ

　
　

の
順
で
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
削
屑
に
つ
い
て
は
厚
さ
は
割
愛
し
た
。
ま
た
、（　
　

）

　
　

を
用
い
て
示
し
て
い
る
場
合
は
、
折
損
等
に
よ
り
本
来
の
大
き
さ
が
不
明
な
た
め
に
現
存

　
　

し
て
い
る
法
量
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

⑤
型
式
番
号　

木
簡
学
会
が
定
め
て
い
る
基
準
・
分
類
方
法
に
従
い
、
型
式
番
号
を
漢
数
字

　
　

に
よ
り
記
し
た
。
詳
細
は
下
記
の
十
八
型
式
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　

〇
一
一
型
式　

長
方
形
の
材
の
も
の
。 

　
　
　
　

〇
一
五
型
式　

長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
一
九
型
式　

一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
二
一
型
式　

小
型
矩
形
の
も
の
。 

　
　
　
　

〇
二
二
型
式　

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
三
一
型
式　

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。 
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の
表
の
如
く
分
類
し
て
そ
の
順
序
で
掲
示
し
て
あ
る
。
左
表
右
端
に
示
し
た
番
号
は
、
上
記
①

の
報
告
番
号
を
示
し
て
い
る
。

　
　

表
記
事
例
と
各
項
目
の
配
列
の
凡
例

　以
上
の
各
種
デ
ー
タ
に
関
す
る
表
示
例
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

①
史
料
番
号

②
釈
文

③
出
土
地
点/

層
位

④
法
量

　縦
・
横
・
厚
さ
（
ミ
リ
）

⑤
型
式
番
号

⑥
材
木
木
取
り
・
樹
種

⑧
図
版
番
号

⑦
注
記

一
九
九　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
。
左
・
右
辺
は
削
り
。

LG
78/

木
（100

）・（10

）・5

　

図
版
５

〇
八
一

板
・
ヒ
ノ
キ

   

□
□
□

〔
西
大
寺
ヵ
〕

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　
　
　
　

〇
三
二
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
三
三
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
三
九
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、他
端
は
折
損
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
四
一
型
式　

　
　
　
　

〇
四
三
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左
右
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。 

　
　
　
　

〇
四
九
型
式　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
五
一
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
五
九
型
式　

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。 

　
　
　
　

〇
六
一
型
式　

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。 

　
　
　
　

〇
六
五
型
式　

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。 

　
　
　
　

〇
八
一
型
式　

折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。 

　
　
　
　

〇
九
一
型
式　

削
屑
。 

　

⑥ 

木
材
木
取
り
・
樹
種　

木
目
か
ら
材
の
部
位
が
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、「
柾
」（
＝

柾
目
）
か
「
板
」（
＝
板
目
）
の
略
記
号
を
用
い
て
示
し
た
。
ま
た
、
一
部
に
つ
い
て
は
樹

種
鑑
定
を
実
施
し
て
お
り
、結
果
が
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
樹
種
名
を
記
し
た
。

　

⑦
図
版
番
号　

本
報
告
書
に
写
真
も
し
く
は
図
版
を
収
録
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
番
号
を

　
　

示
し
た
。
本
篇
で
報
告
し
て
い
る
も
の
は
、
併
せ
て
そ
の
遺
物
番
号
を
記
し
た
。

　

⑧
注
記　

必
要
に
応
じ
て
、
釈
文
の
内
容
や
遺
物
の
状
態
を
示
す
解
説
を
付
し
た
。
前
掲
の

　
　

総
則
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、二
次
加
工
や
廃
棄
に
伴
う
改
変
と
推
定
さ
れ
る
情
報
は
、

　
　

こ
の
項
目
で
の
み
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

木
簡
の
分
類
と
配
列
順
に
つ
い
て

　

本
調
査
出
土
の
木
簡
は
、
ま
ず
板
状
と
削
屑
と
に
分
け
た
上
で
、
釈
文
内
容
に
よ
っ
て
以
下

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、

木簡（板状）
文書（牒・解・啓）
文書（進上状）
文書（請）
文書（伝票・記録・支給）
文書（考課・人名・地名）
文書（仏教・寺院）
文書（籤）
付札
断簡
習書
その他（焼印）

001-006
007-008

009
010-029
030-049
050-059
060-065
066-068
069-126
127-186
187-188

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

木簡（削屑）
削片（奏）
削片（進上状）
削片（伝票・記録・支給）
削片（考課・人名・地名）
削片（仏教・寺院）
削片（典籍等）
削片（その他）
削片（習書）
削片（細片）

201-203
204

205-210
211-232
233-242
243-252
253-259
260-320
321-497

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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出
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・   

「
謹
解

　

 

申
請
出
挙
銭
事

 

・   

「

　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

　

 

□

謹
解
申
□
銭
事
合
一
貫
毋

毋

如
件
以
解

此
照
趣
垂
処
処
処   

恵
□少

□

 

・   

「
謹
啓
欲
請
飯
事
合
一
石

 

・   
「

    

「

金
堂
所
牒   

嶋
院   

借
請
麻
柱
松
弐
枝         

右
□

各
長
□
〔
三
ヵ
〕

○

 

・   

「
謹
解
申
弟
公
何
美
坐
下

河
内
国
□
□
□
」

 

・   

「
□ 

以 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□    

」

〔
申
ヵ
〕

〇
〇
三

〇
〇
二

〇
〇
一

〇
〇
四

〇
〇
五

〇
〇
六

　

三
点
が
接
合
し
た
木
簡
。
左
辺
は
割
れ
、
右
辺
の
上
端
三
分
の
一
は
削

り
で
、
そ
の
下
は
粗
い
削
り
を
施
す
。
上
端
は
削
り
で
、
表
面
と
の
角
に

は
面
取
り
を
施
し
て
あ
る
。
ま
ず
左
辺
を
構
成
す
る
二
点
を
縦
に
割
り

取
っ
た
後
、中
程
で
ふ
た
つ
に
折
り
、そ
の
次
に
左
辺
下
部
と
右
辺
を
各
々

燃
や
し
た
こ
と
が
、
各
下
端
部
に
み
ら
れ
る
焼
損
痕
か
ら
確
認
で
き
る
。

木
簡
廃
棄
過
程
の
復
原
の
手
か
が
り
と
な
る
好
資
料
で
も
あ
ろ
う
。

　

金
堂
所
が
嶋
院
か
ら
麻
柱
（
あ
な
な
い
）
の
松
を
借
用
し
た
時
の
依
頼

文
書
木
簡
。
麻
柱
と
は
足
場
用
の
材
木
の
こ
と
を
指
す
（『
新
撰
字
鏡
』）。

金
堂
所
は
造
西
大
寺
司
に
属
す
る
西
大
寺
金
堂
の
造
営
事
務
所
と
み
ら

れ
、
嶋
院
は
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）
年
九
月
に
称
徳
天

皇
が
行
幸
し
た
こ
と
が
見
え
る｢

西
大
寺
嶋
院｣

を
指
す
も
の
と
み
ら
れ

る
。
西
大
寺
の
薬
師
金
堂
の
完
成
は
神
護
景
雲
三
（
七
六
九
）
年
頃
、
ま

た
弥
勒
金
堂
の
完
成
は
宝
亀
二
（
七
七
一
）
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
金
堂
を
指
し
て
い
る
も
の
か
。

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
、
両
側
面
は
削
り
で
調
整
し
て
い
る
が
、

左
辺
は
字
の
状
況
か
ら
み
て
二
次
的
加
工
と
み
ら
れ
る
。
中
央
付
近
に
折

れ
た
箇
所
あ
り
。
出
挙
銭
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

上
端
・
下
端
と
も
に
折
損
し
て
い
る
。
右
辺
は
削
り
で
調
整
し
て
い
る
。

左
辺
は
割
れ
。
銭
の
請
求
に
関
す
る
も
の
か
。

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
切
断
。
右
辺
・
左
辺
と
も
削
り
。

　

上
端
は
焼
損
、下
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
。
右
辺
・
左
辺
と
も
に
割
れ
。

前
掲
の
〇
〇
一
史
料
と
同
様
の
方
法
で
廃
棄
し
た
も
の
か
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
69/

下

LF73/

木

（303

）・（42

）・6

（250

）・（22

）・4

（272

）・45

・7

（187

）・（23

）・4

221

・21

・4.5

（117

）・（11

）・7
　

図
版
１

　

図
版
２

　

図
版
２

　

図
版
２

　

図
版
３
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板
状

〇
一
九

〇
一
九

〇
八
一

〇
一
一

〇
八
一

〇
一
九

板

柾
・
ヒ
ノ
キ

板板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ



 

・   

「
進
□
茵
六
十
枚

　付
□
□
若
虫

 

・   

「       

十
二
月
六
日
他
田
□
□

　

 

・    

謹
請
取
品
収

 

・    

□
□
□
□
□
□

〔
五
升
四
合
ヵ
〕

 

・  　

 

□
九
日
少
唯
那
天
□

 

・           

天
□
□
分
□
□
□

〔
時
ヵ
〕

     

二
王
門
殿             

諸
□ 

「

□
尊
侍
□

〔
辺
ヵ    

者
ヵ
〕

〔〕

〔
国
ヵ
〕

 

・                

右
件
田
主
知
□
衣
服
□
□

      

□
事
『       

会
会
会
請
□
』

　

 ･
    

神
護
景
雲
二
年
三
月
五
日
『
□
□
』

〔
已
ヵ
〕〔
細
ヵ
〕

□

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
〇
七

〇
〇
八

〇
〇
九

〇
一
〇

〇
一
一

　

上
端
お
よ
び
両
側
面
は
削
り
。
下
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
か
。
進
上

木
簡
で
あ
る
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
。
両
辺
は
と
も
に
字
の
状
況
か
ら
み

る
と
、一
度
割
ら
れ
た
後
に
再
度
削
り
を
施
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

裏
面
に
「
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
三
月
五
日
」
と
日
付
を
記
し
て

い
る
。
今
回
出
土
し
た
木
簡
の
中
で
、
明
確
な
年
紀
と
し
て
認
識
で
き
る

唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
衣
服
の
こ
と
に
関
す
る
文
書
木
簡
の

下
端
部
分
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
は
わ
か
ら
な
い
。
表
裏
と
も
、
後

か
ら
別
筆
で
習
書
し
て
い
る
。

　

上
端
は
斜
め
に
切
断
し
た
後
に
、
先
端
部
分
を
切
り
折
り
し
て
い
る
。

下
端
も
切
り
折
り
で
、
双
方
と
も
二
次
的
加
工
と
み
ら
れ
る
。
両
辺
は
と

も
に
削
ら
れ
て
い
る
が
、
字
の
状
況
か
ら
見
て
少
な
く
と
も
右
辺
は
二
次

的
加
工
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
「
少
唯
那
」
は
、
寺
院
内
部
の
役
職
名
で
あ
ろ
う
。

　

上
端
は
お
よ
び
左
・
右
辺
は
削
り
。
下
端
は
折
れ
か
。
厚
さ
は
中
央
で

は
七
ミ
リ
程
度
あ
る
の
に
対
し
、
左
右
両
辺
は
削
ら
れ
て
い
て
四
ミ
リ
前

後
で
あ
る
。
請
飯
文
書
の
習
書
。

　

上
端
は
切
断
、
下
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
、
左
・
右
両
辺
と
も
削
り
。

裏
面
は
未
調
整
の
ま
ま
で
あ
る
。「
二
」
の
左
側
に
縦
の
墨
痕
が
み
ら
れ
、

一
見
し
て
「
仁
」
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
木
目
に
墨
が
入
り
滲
ん
だ

結
果
と
判
断
さ
れ
る
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
の
後
に
二
次
的
な

粗
い
削
り
。
字
は
滲
み
、
判
読
し
づ
ら
い
。

LG
69/

木

LF71/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
73/

木

（127

）・26

・2

（212

）・24

・5

（242

）・（23

）・3.5

（163

）・（22

）・3

（113

）・（30

）・3

　

図
版
３
　

図
版
４

　

図
版
４

　

巻
首
図
版
Ⅰ
・
図
版
５

　

図
版
５

　

図
版
３
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〇
一
九

〇
八
一

〇
一
九

〇
八
一

〇
八
一

柾
板
・
ス
ギ

柾
・
ヒ
ノ
キ

板
板
・
ヒ
ノ
キ
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□
車
伍
両
□

 

・  

「
以
五
月
十
六
日
□

 

・  

「
藁
薗

□
□
□
□
□
□
□
□
進
事
」

〔
人
ヵ
〕

〔
并
司
ヵ
〕

   
□
食
事   

右
依
□

×
五
口   

□
子
卅
果   

梨
子
卅
果

〔
橘
ヵ
〕

 

・     

四
月
六
日
□
来
石
万
呂
車             

」

 

・     

□
□
□

　
　
　□
□

」

 

・    
雇
車
弐
両
賃
銭
肆
佰
文

                

右   

上
石
載
申
上
賃
如
員
」

｢

依

『
充
了
』

 

・   

「
『
給
了
』

　

 

　
　
　
　

         
四
月
四
日
男
公　
　
　
　

」

○○

〇
一
三

〇
一
四

〇
一
五

〇
一
六

〇
一
八

〇
一
七

〇
一
二　

四
周
と
も
削
り
の
完
形
品
。
ま
た
、
表
面
右
上
の
「
雇
」
の
字
の
右
に

径
約
三
ミ
リ
の
穿
孔
を
施
し
て
い
る
。

　

石
を
運
搬
す
る
た
め
に
雇
っ
た
荷
車
二
輌
の
費
用
支
払
い
に
関
す
る
も

の
。
表
に
は
代
価
と
し
て
四
百
文
か
か
っ
た
こ
と
を
記
し
、
別
筆
で
こ
の

支
払
い
を
し
た
旨
が
書
か
れ
、
さ
ら
に
裏
面
に
も
支
払
い
の
完
了
を
確
認

し
た
こ
と
が
別
筆
で
記
さ
れ
る
。
二
重
の
確
認
作
業
が
み
ら
れ
、
当
時
の

代
金
支
払
い
過
程
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
好
資
料
で
あ
る
。

　

上
・
下
端
と
も
二
次
的
切
断
か
。
両
側
面
は
割
ら
れ
て
文
字
面
が
切
れ

て
い
る
。
箸
状
に
二
次
的
加
工
が
施
さ
れ
た
も
の
か
。

上
端
お
よ
び
両
側
面
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
。

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
・
右
辺
は
割
れ
。
左

辺
は
不
規
則
な
形
状
で
割
れ
て
い
る
。

上
端
は
焼
損
、
下
端
は
折
れ
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
切
断
、
左
・
右
辺
は
二
次
的
に
粗
い
削
り
を
施
す
。

箸
に
転
用
し
た
も
の
か
。

上
・
下
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF72/

木

LF77/

木

193

・33

・5

（281

）・（10

）・7.5

（99

）・21

・3

（160

）・（23

）・3.5

（111

）・（13

）・4

（293

）・（10

）・7.5

（119

）・（25

）・2

　

巻
首
図
版
１
・
図
版
６

　

図
版
６

　

図
版
７

　

図
版
７

　

図
版
７

　

図
版
８

　

図
版
７

－ 22 －

〇
一
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
一
九

〇
八
一〇

八
一

〇
八
一

板板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

柾
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ

板板
・
ス
ギ



育
在
乎
愚
命
」

寺
主
□
□
飯
三
升

 

・   
「
『
斗
』
白
米
二
斗
『
斗

□
□
□
□
』

 

・   

「
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

□
□
□
』

  

□ 

□ 

□

十
四
日
請
米

 

・    

□
麻
志
留
止
巳
奈
久 

志
天

 

・    

佐
都
□

（
表
面
削
り
残
り
の
文
字
あ
り
）

  

「
秦
古
万
呂
所
可
充
□
一
枚
簀
枚
使
付
止
知
万
呂
」

〔
畳
ヵ
〕
（
マ
マ
）

 

・   
「
可
都
子
万
呂
可
久
智
迩
万
良
□

      
田
可  

乎
可  

久
波  

首  

部
支   

」

智

」

                      

六
月
一
日
大
安
□

 

・   

「                

□  

久  

波  

首  

□

大

  

「
受
食
二
大   

請   

□  

師  

□

〔
延
ヵ
〕

 

・

 

・
「

 

・    

大
寺
白
髪
マ
真
足
一
升
二
合

 

・

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
二
四

〇
二
五

〇
二
六

〇
一
九

〇
二
〇

〇
二
一

〇
二
二

〇
二
七

〇
二
三

　

上
端
は
切
断
。
左
・
右
辺
お
よ
び
下
端
は
削
り
で
尖
ら
せ
て
い
る
。
表

面
に
は
削
り
の
痕
跡
が
明
瞭
に
残
る
。
万
葉
仮
名
を
使
っ
て
記
さ
れ
て
い

る
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
。
左
・
右
辺
は
削
り
。
万
葉
仮
名
を

使
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

上
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
。
下
端
は
切
断
。
左
・
右
辺
は
割
れ
。

　

上
端
は
削
り
。
下
端
は
切
断
。
左
・
右
辺
の
上
部
は
削
り
だ
が
、
下
部

は
割
れ
て
一
部
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。

　

上
・
下
端
と
も
折
れ
。
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
。

　

四
周
と
も
削
り
。
下
端
は
二
次
的
成
形
に
よ
る
も
の
か
。

　

上
・
下
端
と
も
二
次
的
な
切
り
折
り
。
左
辺
は
割
れ
、
右
辺
は
二
次
的

な
削
り
。

　

上
・
下
端
と
も
二
次
的
切
り
折
り
。
左
・
右
辺
は
割
れ
。

LF73/

木

LQ
77/

木

LG
69/

木

LF73/

木
LF78/

木

LG
79/

木

LF78/

埋

LG
78/

木

151

・29

・6.5

（68

）・15

・4

（159

）・（18

）・1.5

320

・22

・5

（163

）・24

・3

（146

）・（22

）・4

（104

）・（15

）・5

（48

）・（15

）・8

　

図
版
８

　
図
版
８

　

図
版
９

　

図
版
10

　

図
版
10

　

図
版
10

　

図
版
９

　

図
版
９
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ス
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板
・
ス
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・
ス
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「
人
有
□
云
三
□｣

   

□
□
□
十
一
人
技
人

□

   

□
沙
奴
又
有
舎
合

     

「
僧
卌
一

      

沙
弥
廿
九

       

僧
□
□
□

□                   

□ 

〔
廿
一
人
ヵ
〕

□
百
六
十
三
文

 

・    

□
五
荷

 

・    

□
□
□
□

〇
二
九

〇
三
〇

〇
二
八

〇
三
一

〇
三
二

〇
三
三

〇
三
四

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
・
右
辺
と
も
に
削
り

を
施
し
て
い
る
が
、
二
次
的
成
形
と
み
ら
れ
る
。
右
辺
の
中
央
に
は
え
ぐ

ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
み
え
る
。

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
辺
は
割
れ
、
右
辺
は

削
り
。

　

上
端
・
左
辺
は
二
次
的
な
削
り
か
。
右
辺
は
割
れ
、
下
端
は
二
次
的
切

り
折
り
。
再
利
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

四
周
削
り
。
上
端
は
左
右
の
角
を
取
り
圭
頭
状
に
す
る
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
・
右
辺
と
も
に
割
れ
の
後
に
削

り
を
施
し
て
お
り
、
二
次
的
成
形
で
あ
る
。

　

上
端
は
折
れ
。
下
端
は
折
れ
の
後
に
コ
ゲ
た
痕
跡
。
左
辺
は
割
れ
、・

右
辺
は
削
り
。

　

上
端
お
よ
び
左
・
右
辺
は
削
り
。
下
端
は
切
り
折
り
で
二
次
的
成
形
を

施
し
た
も
の
か
。
表
裏
と
も
に
、
上
部
か
ら
中
央
に
か
け
て
四
本
な
い
し

は
三
本
の
水
平
方
向
の
刻
線
が
あ
る
。
そ
の
間
隔
は
概
ね
当
時
の
一
寸
に

近
い
値
で
あ
る
の
で
、
物
差
し
と
し
て
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

内
容
的
に
は
、
僧
・
沙
弥
の
人
数
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

上
端
は
切
り
折
り
。
下
端
は
切
り
折
り
の
後
に
削
り
。
左
辺
は
割
れ
の

あ
と
削
り
、
右
辺
は
削
り
。
四
周
と
も
に
二
次
的
成
形
と
み
ら
れ
る
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF72/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LG
71/

木

（71

）・（13

）・3.5

（152

）・（8
）・1.5

94

・18

・4

（179

）・（10

）・3

（75

）・（11

）・2

（210

）・24

・7

（158

）・（15

）・3

（236

）・（32

）・7.5

　

図
版
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図
版
11

　

図
版
12
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版
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図
版
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図
版
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図
版
12

　

図
版
11

木
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板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板板

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ
属



 

・    

秦
人
麻
呂

 

・    

秦
人
屋
広
□

 

・    

麻
呂      

」

 

・                

」

       
参
議
従
三
位
式
部
卿
常
陸
守
中
衛
中
将
造
東
内
長
官
石
上
朝
臣

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               省

   省

　

  省

   部
丸
領
大

  野
三

        「

 

・ 
　

 「                        

一  省

  

二省

  省

  

三
□
□大

  

四原
藤
位
三
正

        

『
□
□
酒
□
□

　
　
　
　
　

　

□

　能 

考

　□
』                             

」

百

　足

 

・   

「

□
井
マ

 

・    

秦
人
戸
主

 

・

□

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
三
五

〇
三
六

〇
三
七

〇
三
八

〇
三
九

　

四
点
が
接
合
し
て
ほ
ぼ
完
形
と
な
っ
た
。
四
周
と
も
削
り
で
精
緻
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
破
断
し
た
三
箇
所
は
い
ず
れ
も
折
れ
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
長

さ
は
奈
良
時
代
後
半
期
の
一
尺
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
特
に
表
面
の
「
石
上
朝
臣
」
の
部
分
の
墨
が
濃
く
て
目
立
つ
。

　

記
さ
れ
た
官
職
と
位
階
か
ら
、｢

石
上
朝
臣｣

と
は
奈
良
時
代
の
文
人
官
僚
と
し
て
知
ら
れ
る
石
上
宅
嗣
で
あ
り
、
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
正
月
か
ら
宝

亀
元
（
七
七
〇
）
年
九
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。｢

東
内｣

と
は
平
城
宮
東
院
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
が
造
東
内
長
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の

木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
初
め
て
判
明
し
た
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
。
左
・
右
辺
は
割
れ
。

　

上
・
下
端
と
も
に
折
れ
。
左
・
右
辺
は
削
り
。
中
央
部
で
上
下
に
分
離

し
て
い
る
。

　

上
・
下
端
と
も
に
切
り
折
り
。
左
・
右
辺
と
も
に
削
り
。
上
端
と
右
辺

は
二
次
的
な
成
形
と
み
ら
れ
る
。

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
焼
損
。
左
辺
は
割
れ
、
右
辺
は
削
っ
て
い
る
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LF78/

木

LG
78/

木 297

・28

・5 

（94

）・24

・3.5

（81

）・（10

）・1.5

（77

）・（11

）・2

（55

）・（21

）・12

　

巻
首
図
版
Ⅰ
・
図
版
13
・
14

　
図
版
15

　

図
版
15

　

図
版
15

　

図
版
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  ｢
    

　
　

      
    

〔
知
ヵ
〕

o    

山
美
子
木
□
多
比
術
秋
万
呂
」

  

「
o 

有
知
万
侶
□      

　   

　
　
　
　

   

伊
賀

　尾
張

　遠
江

　伊
豆

　上
総

　常
陸        

　

    

近
江

　火
太

　甲
斐

　下
野

　
　
　
　
　
　

  

伊
勢

　□
河

　駿
河

　相
武

　下
総

　阿
波            

　美
濃

　信
野

　上
野

　常
奥 

□
□

　
　東
海
道

　
　
　

　
　
　   

志
麻           

武
蔵        

　
　
　東
巽
道      

『
錦
』            

　

      

　

      

□

　       

　

   

伊
刀

　海
麻

　牟
呂

　淡
路
国  

阿
波
国

　
　
　
　

     

　
　

 

土
左
国      

阿
川 

　

 

『　
　  

人
』

　
　
　
　
　
　名
草

　日
高

　

　
　
　

   

津
名

　
　三
間

　
　
　
　
　
　
　

        

長
岡   

□    

土
左
『
合
』         

　
　紀
国

　那
賀

　安
□

　『
金
』  

御
原

　
　板
野       

　
　
　
　
　
　

　 

□
□      

□

　
　
　
　
　

    

　『
茎
足
□
□
芋
芋
□
』

土
左

 

・

 

・

｢｢

人
□

『
内
』

〔
芹
芹
ヵ
〕

〇
四
〇

〇
四
一

〇
四
二　

上
端
お
よ
び
左
・
右
辺
は
削
り
。
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
。
長
大
な
木
簡
で
、
下
に
行
く
ほ
ど
幅
が
狭
く
な
り
、
下
端
付
近
で
は
幅
は
約
二
・
八
セ
ン
チ
程

度
で
あ
る
。
表
・
裏
面
と
も
に
劣
化
が
著
し
く
、
肉
眼
で
は
字
の
判
読
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。

　

表
に
は
東
海
道
・
東
山
道
に
属
す
る
国
名
を
、
裏
に
は
南
海
道
に
属
す
る
国
名
と
郡
名
を
記
す
。
こ
う
し
た
国
名
を
列
記
す
る
木
簡
の
出
土
は
初
め
て
で
、
武

蔵
国
を
東
海
道
諸
国
の
中
に
追
記
し
て
お
り
、
武
蔵
国
が
東
海
道
に
属
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宝
亀
二
（
七
七
一
）
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
の
時
期
を
考
え

る
手
掛
と
な
る
。
国
名
の
中
に
は
奈
良
時
代
の
標
準
的
な
標
記
で
な
い
例
も
あ
り
、さ
ら
に
東
海
道
に
属
す
甲
斐
国
を
東
山
道
諸
国
の
中
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

東
山
道
で
は
な
く
「
東
巽
道
」
と
書
い
て
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、同
様
の
表
記
例
は
他
に
な
い
。
本
来
、「
巽
」
の
漢
音
・
呉
音
は
と
も
に
は
「
ソ
ン
」
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
に
従
え
ば
「
と
う
そ
ん
ど
う
」
と
い
う
発
音
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、「
セ
ン
」
の
音
も
存
在
し
た
と
す
る
意
見
が
あ
る
（
本
章
第
二
節
参
照
）。

　

四
周
と
も
削
り
。
支
脚
と
み
ら
れ
る
。
上
端
部
は
枘
状
に
成
形
さ
れ
て

お
り
、
径
約
四
ミ
リ
の
孔
が
あ
る
。
記
載
し
て
い
る
内
容
は
人
名
で
あ
ろ

う
か
。

　

上
端
お
よ
び
右
辺
は
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
辺
は
割

れ
。
上
部
に
切
り
欠
か
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
本
来
は
孔

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

LG
73/

木

LF78/

木

（116

）・（17

）・6
265

・44

・10
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「
大
和
国
□

〔
大
ヵ
〕

 ･
    

□
印
南
郡

 ･
    

□
□
屋
□
□
□

 

・   

「
丹
波
国
丹
丹
波
国
□

 

・   

「
□
□
□   

□
□
後
□
□

〔
後
後
後   

後
ヵ
〕〔
郡
ヵ
〕

 

・    

長
馬
役
見
光
阿
波
井
里
□
」

 

・    

為
家
家
家
家
見
先　
　
　
　
　

」

  
「
□
□
□
万
郡   

可
マ    

□

 

・  　

 

□
近
江
国
志
賀
郡
錦
□
□
□
□
槐
本
□
大
庭   

〔
連
ヵ
〕

（
江
国
国
国
国

　
　
　

｣
の
重
ね
書
き
あ
り
）

〔
主
ヵ
〕

 

・  　

 

戸
口
□
我
□
是
□
食
食
食
食

〔
名
ヵ
〕

〔
我
ヵ
〕

 

・    

道
口
明
石
郡
□

 

・           

□
□
□

土
土
左
里
土
左

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
四
三

〇
四
四

〇
四
五

〇
四
六

〇
四
七

〇
四
八

〇
四
九

　

上
端
は
切
り
折
り
、
下
端
は
折
れ
、
左
辺
は
割
れ
の
後
に
削
り
、
右
辺

は
上
部
は
削
り
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
中
程
か
ら
下
は
焼
損
し
て
お
り
、

詳
細
は
確
認
で
き
な
い
。

上
・
下
端
は
尖
ら
せ
て
あ
り
、
二
次
的
成
形
の
可
能
性
が
あ
る
。
左
・
右

辺
と
も
削
っ
て
お
り
、
扁
平
な
六
角
柱
に
近
い
状
態
に
ま
で
丁
寧
に
仕
上

げ
て
い
る
。
記
載
内
容
の
様
相
か
ら
見
て
、
習
書
し
た
木
簡
を
二
次
的
に

成
形
し
、
何
ら
か
の
用
途
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
下
端
は
焼
損
。
左
・
右
辺
と
も
に
割
れ
。

　

上
・
下
端
と
も
焼
損
。
左
辺
は
割
れ
、
右
辺
は
削
り
。

　

上
端
・
左
辺
は
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
右
辺
割
れ
。

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
下
端
・
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
。

　

上
端
は
切
り
折
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。

LG
78/

木

LF72/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

（95

）・（20

）・5

（261

）・13

・5.5
（114

）・（15

）・2.5

（105

）・（14

）・2.5

（165

）・（17

）・4

（190

）・（31

）・5

（149

）・（10

）・3
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・    

□
巻
第
一
□

 
・    

□　
　

□　
　

□

〔
観
ヵ
〕

四
分
律
説
及
薩
波
多

〔
徳
ヵ
〕

  

『
□
□
□
□
□
□
□
□
□
』

悔
過
威
儀
大
□

□
□
□

 

・    

「
悔
過
□

 

・    

「
家
□

    ｢
大
徳
一
心
念
、
今
日
衆
僧
自
恣                

恣
若
有
見
聞
疑
罪
、
大

      
徳
怠
愍
、
故
語
□
、
□
□             

如
法
懺
悔
、
第
二
第
三
亦
如
是
」

〔
哀
〕

〇
五
三

〇
五
四

〇
五
〇

〇
五
一

〇
五
二 　

三
点
が
接
合
し
た
。
上
端
の
大
半
は
割
れ
て
い
る
箇
所
が
目
立
つ
が
、
中
央
付
近
に
削
り
で
調
整
し
た
部
分
が
若
干
残
存
し
て
い
る
。
下
端
は
削
り
。
左
・
両
辺

は
削
り
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
に
割
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
た
だ
し
、
概
ね
原
形
に
近
い
状
態
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
上
端
部
の
遺
存
状
態
が
悪
い
の
は
、
第
一
に

は
廃
棄
後
の
経
過
に
よ
る
要
因
が
大
き
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
厚
さ
を
計
測
す
る
と
上
端
約
三
分
の
一
は
か
な
り
薄
く
、
中
央
部
～
下
端
部
が
し
っ
か
り

と
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
貧
弱
な
感
は
否
め
な
い
。
原
形
の
段
階
で
、
や
は
り
薄
く
成
形
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
裏
面
に
は
線
刻
が
縦
・

横
・
斜
め
方
向
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

　

記
載
し
て
い
る
内
容
は
道
宣
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
き
出
し
て
い
る
部
分
は
、
ま
さ
に
羯
磨
儀
式
に
お
い
て

僧
侶
が
繰
り
返
し
読
み
上
げ
る
べ
き
箇
所
に
相
当
し
て
い
る
。
ま
た
、意
味
ご
と
に
実
際
に
区
切
点
が
印
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、

当
時
の
僧
侶
が
儀
式
に
臨
ん
で
、
台
本
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

　

上
端
は
焼
損
、下
端
は
切
り
折
り
の
後
に
二
次
的
な
削
り
な
ど
の
加
工
、

右
辺
は
割
れ
の
後
に
二
次
的
加
工
か
。
左
辺
は
割
れ
で
、
中
程
か
ら
下
は

さ
ら
に
内
側
に
割
れ
て
い
る
。

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
下
端
は
折
れ
、
左
辺
は
二
次
的
加
工
、

右
辺
は
削
り
を
施
す
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
の
後

に
粗
い
削
り
を
施
す
。
写
経
関
係
の
も
の
か
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

270

・23

・6

（267

）・（25

）・3

（44

）・（7

）・3

（168

）・（18

）・2.5

（88

）・（16

）・2
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図
版
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図
版
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□
□   

□
律
答
言
□

 

・                 

寶
太
□
弗

 

・    

□
□

　
　
　
　
　
　□

智
慧
□
□
□

   

五
千
□
有
者

〔
足
ヵ
〕

 

・   

「
弥
六
仏
□
□
尓
」

 

・   

「
与
和
多
□
无    

」
  

「
法
王
尓
□
」

〔
成
ヵ
〕

 

・   

「
此
取
人

 
・   
「
法
師
成

 

・   

「
大
律
師
成
」

 

・   

「             ｣

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
五
五

〇
五
七

〇
五
八

〇
五
九

〇
六
〇

〇
五
六

〇
六
一

〇
六
二

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
辺
は
削
り
。
裏
面
は
割
り
裂
い
た

ま
ま
の
未
調
整
で
、
断
面
三
角
形
を
呈
す
る
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
辺
は
削
り
。
右
辺
は
割
れ
の
後
に

粗
い
削
り
が
施
さ
れ
る
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
辺
は
削
り
。
裏
面
は
割
り
裂
い
た

ま
ま
の
未
調
整
で
、
断
面
三
角
形
を
呈
す
る
。

　

上
端
お
よ
び
左
・
右
辺
は
削
り
、下
端
は
切
り
折
り
。「
弥
六
仏
」
と
は
、

弥
勒
仏
の
当
て
字
表
記
で
あ
ろ
う
か
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。

　

四
周
と
も
削
り
で
、
上
端
は
左
右
角
を
取
り
成
形
し
て
い
る
。
後
続
史

料
〇
六
一
～
〇
六
四
と
と
も
に
、
籤
引
き
に
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
僧
の
位
を
記
し
て
お
り
興
味
深
い
。

　

前
掲
史
料
の
〇
六
〇
と
同
様
に
、
四
周
と
も
削
り
で
、
上
端
は
左
右
角

を
取
り
成
形
す
る
。
寸
法
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

上
端
は
切
り
折
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
・
右
辺
は
削
り

を
施
す
。

LF73/

木

LG
79/

木

LF73/

木

LF77/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF77/

木

（111

）・（16

）・2

（250

）・（25

）・6
（159

）・（15

）・1

70

・11

・2

（51

）・（8

）・4

95

・15

・3

91

・16

・3

（76

）・15

・4
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木
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木
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「
＜
葛
野
秦
浄
足
小
＜
」

  

「
我
鬼
成
」

  

「
＜
署
預
子
＜
」

  

「
椎
子
」

千
五
百　

三
百

又
百
日

  
「
□
□
□
□
下
民
□

 

・    

二   

四 

合
三
千
四
百
七
十
九      

」

□ 

□  　
　

  　

  

□

○○

 

・    

□
四
千
三
百
十
六
□      　
　
　

    

」

○○

〇
六
六

〇
六
七

〇
六
八

〇
六
五

〇
六
九

〇
七
〇

〇
七
一

〇
七
二

　
「
我
鬼
」
は
「
餓
鬼
」
の
当
て
字
表
記
か
。
前
掲
史
料
の
〇
六
〇
・
〇
六
一

と
同
様
に
、
四
周
と
も
削
り
で
、
上
端
は
左
右
角
を
取
り
成
形
す
る
。
寸

法
も
ほ
ぼ
同
じ
。

　

四
周
と
も
削
り
で
、
上
下
両
端
に
左
右
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
一

部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
概
ね
完
形
を
保
つ
。

　

四
周
と
も
削
り
。
上
下
両
端
に
左
右
か
ら
切
り
込
み
あ
り
。

　

全
周
と
も
削
り
。
下
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
。

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
と
右
辺
は
削
り
、
左
辺
は
割
れ
。
下
部
に
左
右
並
ん

で
二
つ
の
要
孔
が
あ
り
、
檜
扇
の
橋（
ほ
ね
）で
あ
る
。

　

上
・
下
端
と
も
二
次
的
切
り
折
り
だ
が
、
上
端
に
僅
か
に
コ
ゲ
痕
あ
り
。

左
・
右
辺
は
割
れ
。

　

上
端
と
左
・
右
辺
は
割
れ
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
。

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。

LF78/

木

LG
78/

木

LF79/

木

LG
78/

木

LF78/

木

包

LG
79/

木

LG
69/

埋

95
・14

・4

106

・11

・2

84

・13

・4

85

・14

・2.5

（138

）・（18

）・1

（151

）・（8

）・3

（108

）・（25

）・2
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版
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版
26
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版
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木
127
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106
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「
□
沙
弥
尓
成
」

〇
六
三

　

上
端
は
切
り
折
り
、
下
端
と
左
・
右
辺
は
削
り
。

LF77/

木

71

・8

・2
　

図
版
25

木
129

〇
一
一

板
・
ヒ
ノ
キ

  

「
□
□
□
成
」

〔
沙
弥
尓
ヵ
〕

〇
六
四

　

四
周
と
も
削
り
。 LG

78/

木

93

・8

・2.5
　

図
版
26

木
128

〇
一
一

柾
・
ヒ
ノ
キ

柾
・
ヒ
ノ
キ

板 板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ
属

柾
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板柾
・
ヒ
ノ
キ



 

・    

家
人

 

・       

□
□

□

 

・   

「
□
郎
人
□
大
郎
道
□

 

・   

「〔
阿
ヵ
〕

    

□
得
厳
徳
□
□
□
□
□  

□
□

□
□
□

匹

 

・    

□
□
□
□
□
□

 

・    

□
□
□
□
□
□
□
□

〔
界
ヵ
〕

「
□
□
□
□

〔
知
ヵ
〕

 

・    

□
□
居

 
・       

□
   

乙
万

尓
□

□
有

   
『
□
□
□
』

大
□
□

 

・   
「
膳
□

 

・   

「
〔
門
ヵ
〕

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
七
三

〇
七
四

〇
七
五

〇
七
六

〇
七
七

〇
七
八

〇
七
九

〇
八
〇

　

下
端
は
折
れ
て
い
る
。
他
は
削
り
。

　

上
端
二
次
的
切
り
折
り
、
下
端
焼
損
、
左
・
右
辺
削
り
。

　

大
き
な
木
簡
で
、
上
端
は
削
り
、
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
左
・
右
辺

と
も
削
り
を
施
す
が
、
右
辺
は
や
や
粗
く
、
二
次
的
成
形
の
可
能
性
が
あ

る
。
表
面
は
中
央
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
成
形
す
る
。

　

上
端
は
片
欠
き
状
に
二
次
的
切
断
、
下
端
は
折
れ
。
左
辺
は
削
り
、
右

辺
は
割
れ
。

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
切
り
折
り
。
左
・
右
辺
削
り
。

　

上
・
下
端
と
も
折
れ
。
左
・
右
辺
と
も
割
れ
。

　

上
端
・
左
辺
は
削
り
、
下
端
折
れ
、
右
辺
は
割
れ
。

　

上
・
下
端
と
も
に
折
れ
、
左
・
右
辺

と
も
割
れ
で
、
損
傷
が
著
し
い
。
中
央

付
近
か
ら
左
右
ふ
た
つ
に
分
離
し
て
い

る
。

LF78/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LG
77/

木

LG
78/

木

LG
77/

木

LI78/

木

LG
77/

上

（81

）・16

・4

（74
）・27

・9

（440

）・（32

）・8.5

（195

）・（20

）・5.5

（63

）・15

・3

（136

）・（7

）・4

（131

）・（12

）・5

（88

）・（46

）・5
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若
□

大
□

 

・    

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□   

□
□
□

 

・

宇

阿

 

・    

明
日
□

 

・       

□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

〔
魚
ヵ
〕

〔
右
仰
ヵ
〕

 

・   

「
主
□
□

 

・   

「
道
古
吉
道

 

・   

「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
〔
道
ヵ
〕

 

・   

「   

□       

□       

□

□
□

〔
世
ヵ
〕

雑
□

 
・    
飛

 

・       
□

〇
八
二

〇
八
三

〇
八
四

〇
八
五

〇
八
七

〇
八
六

〇
八
八

〇
八
九

〇
九
〇

〇
九
一

〇
八
一

　

上
端
折
れ
、
下
端
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
割
れ
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
辺
削
り
、
右

辺
は
二
次
加
工
を
施
す
。

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
、
左
辺
は
上
部
の
み
削
り
、
左
辺
の
中
央

よ
り
下
部
と
右
辺
は
割
れ
。

　

上
端
・
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
、
下
端
は
二
次
的
切
断
。

　

上
端
は
切
断
後
コ
ゲ
痕
、
下
端
焼
損
、
左
・
右
辺
割
れ
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF73/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

（75

）・（8

）・3

（35

）・（15

）・2

（274

）・（10
）・5.5

（34

）・（16

）・1.5

（102

）・（22
）・3

（210

）・（30

）・4.5

（76

）・（17

）・3

（327

）・（17

）・3.5

（99

）・（18

）・（6.5

）

（122

）・（15

）・3

（78

）・（5

）・（5.5

）
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〇
八
一

〇
八
一〇

八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

板
・
ス
ギ

柾
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

柾
・
ス
ギ

柾
・
サ
ワ
ラ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ



□
道
□
□

〔
魚
ヵ
〕

 

・    

□
広
」

 

・    

広
□
」

  

「
道

（
墨
画
あ
り
）

 

・   

「      

□

       

是
見

 

・   

「
□
□

          

貢       

道

□
八
九   

檜
□
〔
六
ヵ
〕

  

「
有
□
□
□
□
□
□

 

・    

□
打

 

・    

□□
□
広

常
□
□

 

・    

□
師

 

・    

□
□

 

・

 

・

□
□
□
□
□
□
」

□

□
□
春
」

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

〇
九
二

〇
九
三

〇
九
四

〇
九
五

〇
九
六

〇
九
七

〇
九
八

〇
九
九

一
〇
〇

一
〇
一

一
〇
二

　

上
端
は
切
断
、
下
端
は
折
れ
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。
裏
面
は
未
調
整
の

状
態
で
あ
る
。
絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
不
明
。

　

上
端
は
焼
損
、
下
端
と
左
・
右
辺
は
削
り
。

　

上
端
は
焼
損
、
下
端
折
れ
、
裏
面
の
左
半
が
割
り
裂
か
れ
て
い
る
。
右

辺
の
一
部
に
も
コ
ゲ
痕
あ
り
。

　

上
・
下
端
二
次
的
切
り
折
り
、
左
辺
割
れ
、
右
辺
削
り
。

LF73/

木
LF73/

木
LG

78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

（145

）・（33

）・3.5

（84

）・31

・21

（85

）・（20

）・2.5
（190

）・（26
）・4

（152

）・（15

）・10

（110

）・（19

）・8

（45

）・（18

）・2.5

（228

）・（18

）・6.5

（35

）・（22

）・2

（95

）・（19

）・4

（122

）・（8

）・8.5
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〇
八
一

〇
一
九

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

柾
・
ヒ
ノ
キ

柾
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

柾
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ

柾
・
ヒ
ノ
キ

　

板
・
ス
ギ



第
七
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出
土
文
字
資
料

□
衣

□   

」

□
戒

秦
□
□

景
□
□

□
□
□
〔
鳥
ヵ
〕

飛

□
〔
鳥
ヵ
〕

又
欠
保
□

□
為
道

「
五
□

□

  

「
□
人
□
□
□
□      

□
□

状
□

一
〇
三

一
〇
四

一
〇
五

一
〇
六

一
〇
七

一
〇
八

一
〇
九

一
一
〇

一
一
一

一
一
二

一
一
三

一
一
四

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
下
端
は
切
り
折
り
か
。
左
・
右
辺
は
削
り
。

　

上
・
下
端
と
も
折
れ
、
左
・
右
辺
は
削
り
。

　

上
端
・
左
辺
が
削
り
、
左
辺
下
部
か
ら
下
端
ま
で
割
れ
、
右
辺
は
割
れ

の
後
に
粗
い
削
り
を
施
す
。

　

上
端
は
二
次
的
な
切
り
折
り
か
。
下
段
は
二
次
的
切
断
、
左
・
右
辺
は

割
れ
。

　

四
周
と
も
二
次
的
な
削
り
で
仕
上
げ
て
い
る
。

LF79/

木
LF79/

木

LF79/

木

LG
79/

木

LF79/

木
LF79/

木

LF73/

木

LG
79/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

（63

）・64

・8.5

（31

）・（17

）・2.5

（63
）・（13
）・2.5

（56

）・（19

）・1.5

（44

）・24

・3

（19

）・（14

）・1.5

（208

）・（14

）・5.5

（46

）・（16

）・1

（101

）・（5

）・6.5

（81

）・（19

）・9

（80

）・（13

）・2

（64

）・（36

）・2
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〇
一
九

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

板
・
ス
ギ

板柾
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

柾
板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

ス
ギ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

　
　

ヒ
ノ
キ



 

・   
「
□
道

〔
百
ヵ
〕

 

・   

「
□

 

・   

「         

舎
舎□

〔
司
ヵ
〕

 

・   

「
人   

□
□
□
□

□
□
□
□

〔
李
ヵ
〕

  

「
o 

□
□
第
□

  

「
o 

三

　
　（

刻
書
）

合
」

八
□

□
有
有

□
□
成
」

〔
目
ま
た
は

自
ヵ
〕

葛
□
□

　

 

木
木　
　

□

〔
葛
ヵ
〕

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

一
一
五

一
一
六

一
一
七

一
一
八

一
一
九

一
二
〇

一
二
一

一
二
二

一
二
三

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
焼
損
、
左
・
右
辺
と
も
割
れ
。

　

上
端
は
二
次
的
切
断
、
下
端
と
左
・
右
辺
は
い
ず
れ
も
は
削
り
を
施
す
。

前
掲
の
史
料
〇
六
〇
〜
〇
六
五
の
籤
引
き
の
事
例
に
似
て
い
る
が
、
釈
文

に
も
や
や
疑
義
が
あ
る
た
め
に
、
明
確
に
籤
引
き
札
の
事
例
と
は
特
定
で

き
な
い
。

　

上
部
は
枘
状
に
作
ら
れ
て
お
り
、
径
五
ミ
リ
程
度
の
孔
が
あ
る
。
左
・

右
両
辺
は
中
程
よ
り
下
部
は
細
く
削
っ
て
成
形
し
て
い
る
が
、
下
端
部
は

折
れ
て
い
る
。何
か
の
部
材
を
転
用
し
た
も
の
に
墨
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

裏
面
の
刻
書
は
字
で
な
く
線
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

LF78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LQ
72/

上

LG
78/

木

LG
77/

木

LG
78/

木

（153

）・24

・7

（187

）・（20

）・2.5
（109

）・（16

）・1

（154

）・（7

）・3.5

（110

）・34

・15

（138

）・（40

）・10

（24

）・16

・2.5

（56

）・（8

）・1

（53

）・9

・2.5
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五
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一
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一
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一
九

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

柾
・
モ
ミ
属

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ヒ
ノ
キ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ
科



第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□
□

〔
得
ヵ
〕

 

・ 

□
□
□
口
□
人
部
□
□
□
□
□

 

・ 

□
□
□

　
　
　
　
　
　□
□

〔
麻
呂
ヵ
〕

□
□
□
□
大
夫

 

・    

此
状         

欠
欠
鳥
鳥
□   

□

　
　

   

　

   

六
月
□ 

道 

道
道
□   

鳥

（｢

閏
六
月
四
日
僧　
　
　

」

　

の
上
に
重
ね
て
書
く
）

欠

          

玉
蓮  

状 

乗
広
山
広 

蓮

 

・        

殊
殊
茨

　
　状
状
状
状
状

□   

□

浄
浄
浄

 

・  

「  
      

道
道
秋
庭
広
道
家
─

生
壬
家
」

 

・   

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

 　

　
　
　

      

」

是
是

□
天
応
応
□

〔
天
ヵ
〕

一
二
四

一
二
五

一
二
六

一
二
七

一
二
八

一
二
九

一
三
〇

一
三
一

　

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
と
も
に
削
り
。

左
辺
は
比
較
的
厚
い
が
、
右
辺
で
は
約
二
ミ
リ
で
あ
る
。

　

上
・
下
端
に
は
凸
状
の
枘
が
あ
り
、
左
・
右
辺
と
も
併
せ
、
四
周
と
も

削
り
で
調
整
し
て
い
る
。
上
端
と
下
端
の
木
口
に
計
四
箇
所
の
釘
孔
が
あ

る
。
表
の
面
は
中
央
部
が
丸
み
を
帯
び
て
盛
り
上
が
る
よ
う
に
成
形
さ
れ

て
い
る
。
箱
な
ど
の
部
材
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
廃
棄

さ
れ
た
後
に
、
習
書
に
利
用
し
た
も
の
か
。

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
下
段
は
折
れ
、
左
・
右
辺
は
と
も
に
割
れ
。

習
書
の
断
片
で
は
あ
る
が
、
元
号
の
「
天
応
」
を
習
書
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

（155

）・30

・5

（230

）・（10

）・8
（91

）・（8

）・8

（208

）・29

・5.5

（68

）・（16

）・3

325

・58

・12

（102

）・（19

）・2

（66

）・（13

）・1
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八
一

〇
六
一

〇
八
一

〇
八
一

板板
・
ス
ギ

板柾
・
ス
ギ

柾
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ



是

 

・   

「

□
□

□
□
□
□
□   

 

・   

「
道
□
□
□
□
□

〔
為
為
ヵ
〕

 

・   

「
広
山
広
□
□

　□   

□
□
□
□

真
巳
毛
□
□   
乙
虫   

□
□

 

・   ｢

得
得
得
□
得
得
得
得
得

□

足
飛
浄

取
取

飛  

浄

足
」

 

・   

「
道
口

道
口
阿
不
郡

口
『
道
品
道
口
阿
木
郡
□
』

道
□
□

 

・   

「
経
経
経
経
経
経

 

・    

□
有
－
有
大
道
道
道
道

 

・    

大

道
道

有
大
大
大
大
大
□

量
量
見
量

量
量
量
□
□

○

 

・

」
（
右
側
面
）

       

馬
午
諸
国   

心
今
万
□

□
『
馬
午
諸
』                 

」

木
石
意

 

・

（
表
面
）

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

一
三
二

一
三
三

一
三
四

一
三
五

一
三
六

一
三
七

一
三
八

一
三
九 　

上
端
お
よ
び
左
・
右
面
は
曲
線
的
に
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
。

中
央
が
厚
く
、
左
・
右
辺
は
厚
さ
二
ミ
リ
程
度
ま
で
削
ら
れ
て
い
る
。

　
「
阿
不
」
と
「
阿
木
」
の
双
方
が
見
え
、
表
記
が
一
定
し
な
い
。

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
下
端
は
折
れ
、
左
・
右
辺
は
削
り
で
、
下

の
方
は
細
く
削
ら
れ
て
い
て
孔
が
ひ
と
つ
あ
る
。
裏
面
は
未
調
整
の
ま
ま

で
あ
る
。

LG
77/

埋

LG
78/
木

LF70/

木

LF78/

埋

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
69/

木

（84

）・18

・3

（215

）・（25

）・6

（181

）・（16

）・6

（189

）・（47

）・14

（187

）・（24

）・7.5

（158

）・44

・5

（171

）・44

・9

（152

）・（24

）・3.5
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板
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板
・
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・
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板
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・
ス
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・   

「   

知
□
□
□
□
□   

□
□

語
語
語
謹
謹
謹
□

有

 

・   

「
□   

□   

広   

広
□
□
□

□   

道   

成   

成
成
成
□   

 

・    

徳   

徳
徳
相
相
」

 

・    

□
□
□
□
□

行

〔
衆
衆
波
波
ヵ
〕

」

 
・    
論
論
語
巻
巻
巻
巻
」

 

・ 

□
」

 

・   

「

 

・   

「
夫
人
人
人
人
人
人
人
人
人

宿
宿
祢

 

・    

八
廿
｜
｜
□

 

・

〔
八
ヵ
〕

 

・   

「
道
道
道
道

 

・   

「
道
□
□
道
道
□

 

・    

大
大
□
大
□
□
□
□
□
有
大
□
」

 

・    

大

道
道

大
□
大
大
□
大
人

」

 

・    

□
岐
岐
□

『
□
国
大
郡
』

京

有
□
□
□

 

・ 

（
表
面
に
天
地
逆
の
重
ね
書
き
あ
り
）

□
□
鳥
鳥
鳥
□

一
四
〇

一
四
一

一
四
二

一
四
三

一
四
四

一
四
五

一
四
六

一
四
七

一
四
八

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
下
端
と
左
・
右
辺
は
削
り
。『
論
語
』
の

内
題
な
ど
の
習
書
か
。

　

上
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
下
端
お
よ
び
左
・
右
辺
は
い
ず
れ
も
削
り

で
、
下
は
や
や
丸
み
を
帯
び
な
が
ら
も
尖
ら
せ
て
い
る
。

　

上
端
と
右
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
、
左
辺
は
割
れ
。
裏
面
の
中
央
付

近
か
ら
左
辺
に
か
け
て
割
り
裂
い
て
い
る
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF77/

埋

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
77/

木

（144

）・24

・10

（118

）・30

・2.5

（286

）・（23

）・3.5

（247

）・（27

）・8

（194

）・（21

）・3

（64

）・（14

）・3.5

（196

）・（20

）・5

（186

）・27

・7

（93

）・（8

）・4.5
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一
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一
九

〇
八
一

板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

柾
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

板
・
ヒ
ノ
キ



  

「
□
□
□
□
□
□

〔
原
原
ヵ
〕

 

・   
「

 

・   

「
□
□
□   

□
□
□
□
□
□

□
□
□
寺
寺

〔
得
事
事
ヵ
〕

〔
斉
会
ヵ
〕

〔
授
飯
ヵ
〕

（
重
ね
書
き
・
削
り
残
り
字
あ
り
）

和
和
国
大
国
国
国
国
□

□
□
□
□
□

　
　
　

 
・   

「
勝  

勝  

服  

部  

在

　」」

 

・   
「
□□

□
□
『
部
公
雄
』

〔
閏
八
月
ヵ
〕

 

・   

「
□
仏
仏
説
摩
訶

般
般
般
信

□
□
□

  

〔          

〕
ヵ

有
有

｣

 

・   

「
道

」

 

・   

「

□
〔
道
ヵ
〕

□
□
□
□

　
　
　」

〔
有
有
有
ヵ
〕

 

・   

「

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

」
（
表
面
）

（
底
面
）

（
裏
面
）

（
左
側
面
）

 

・   

「      

□
□

   

□

　
　
　□

　
　
　□
」

□
□
□
□
□   

□

寸

〔
蓑
ヵ
〕

 

・   

「
□
□

　
　
　□

□
□

□

□
□   

□

　
　
　」

 

・   

「
□
□
□

」

〔
第
ヵ
〕

 

・   

「
□

□
□

□□

□   

」
（
表
面
）

（
裏
面
）

（
左
側
面
）

（
右
側
面
）

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

一
四
九

一
五
〇

一
五
一

一
五
二

一
五
三

一
五
四

　

厚
い
板
材
を
利
用
し
て
経
典
名
な
ど
を
習
書
し
て
い
る
横
材
木
簡
。

板
材
に
は
溝
や
穿
孔
が
あ
り
、
一
部
に
角
を
切
り
取
っ
た
箇
所
が
あ
っ

た
り
、
面
取
り
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
な
ど
、
何
か
の
建
築
部
材
の
端

材
と
み
ら
れ
る
。

　

前
掲
史
料
一
五
一

と
同
様
に
、
厚
い
板

材
を
利
用
し
て
習
書

し
て
い
る
。
一
部
に

面
取
り
を
施
し
た
箇

所
が
あ
り
、
同
様
に

何
か
の
建
築
部
材
の

端
材
と
み
ら
れ
る
。

　

右
辺
は
削
り
だ
が
、
上
・
下
端
と
左
辺
は
裏
面
は
割
り
裂
い
て
お
り
、

断
面
三
角
形
を
呈
す
る
。

　

檜
扇
の
橋（
ほ
ね
）を
転
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LF78/

木

（289

）・（21

）・2

（85

）・（9

）・1

127
・106
・35

180

・67

・35

（135

）・（12

）・2

171

・（33

）・6
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第
七
章　

出
土
文
字
資
料

 

・   

「

　
　
　天
鏡
□
如
是
常
□

 

・   

「
者
者
者
者
者
者
者
者
□

 

・   

「
□
之
寺
時
巻
道
□
之
之
時
□
□

之
之
□
□

□
□

」

（
裏
面
に
は
文
字
が
浮
き
上
が
って
残
る
）

麻

 

・   

「

大
鳥
為
経
有

嶋
足
長
麻
呂

　玄
有
為
足
独
風
虫
□
〔
身
ヵ
〕

為   

為
風
風
明   

」

 

・
本
本
本

 ･

□
大
大
大
□

（
重
ね
書
き
あ
り
）

  

「
生
得
□
□
□

 

・    
得
得
得
間
間
鵬

 
・    

得
得
得

得
□

 

・   

「

　
　
　
　（

墨
画
あ
り
）

」

 

・   

「
法
法
法
□
□

（
墨
画
あ
り
）
」

 

・

 

・    

□
□

者
者
大
□

○○

一
五
五

一
五
六

一
五
七

一
五
八

一
五
九

一
六
〇

一
六
一

　

上
・
下
端
は
切
り
折
り
、
右
辺
は
割
れ
、
左
辺
は
削
り
施
す
。
奈
良
時

代
に
お
い
て
閏
八
月
が
あ
る
の
は
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
と
、
宝

亀
七
（
七
七
六
）
年
の
み
で
あ
る
。

　

二
片
か
ら
な
り
、
四
周
と
も
削
り
を
施
し
て
い
る
。
一
部
に
欠
損
が
み

ら
れ
る
が
、
上
・
下
端
に
は
凸
状
の
枘
ら
し
き
も
の
が
確
認
で
き
、
箱
の

側
板
と
み
ら
れ
る
。
裏
面
の
多
く
の
文
字
の
墨
が
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
文
字
の
部
分
が
凸
出
し
て
遺
存
し
て
い
た
こ

と
で
、
か
ろ
う
じ
て
内
容
が
確
認
で
き
た
。

　

上
・
下
端
に
は
凹
状
の
切
り
込
み
が
あ
り
、
四
周
と
も
削
り
。
上
端
の

木
口
か
ら
縦
方
向
の
釘
孔
が
一
箇
所
あ
る
。
ま
た
、
上
部
と
下
部
に
そ
れ

ぞ
れ
径
約
六
ミ
リ
の
孔
が
あ
る
。
箱
の
側
板
で
あ
る
。
習
書
の
字
と
と
も

に
、
動
物
ら
し
き
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
詳
細
不
明
。

　

四
角
い
端
材
ら
し
き
も
の
に
習
書
し
て
い
る
。
上
・
下
端
は
二
次
的
切

り
折
り
、
他
の
面
は
す
べ
て
削
り
で
仕
上
げ
て
あ
る
。

　

上
端
は
削
り
、
下
端
は
折
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。
裏
面
は
割
り
裂
い

て
未
調
整
。
断
面
三
角
形
を
呈
す
る
。

LG
78/

木

LF73/

木

LF73/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LF71/

埋

LG
78/

木

（178

）・11

・5

241

・30

・4

（70

）・（17

）・6.5

332

・46

・8

（220

）・26

・5

（146

）・（15

）・（6.5

）（188

）・31

・31
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板
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板
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板
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板
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板
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板
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是
是
□
是
是

〔
日
ヵ
〕

大
大

大
大
□

 

・   

「
西
大
之
道
道
是□

 

・   

「
□
□
吉
□

〔
津
備
ヵ
〕

 

・   

「
景
妙  

尊
道

尊
尊  

道
道
」

 

・   

「

」

 

・           

見
見
見
見

 

・

道   

道

 

・    

□
□
見

為
為
常□□

二
人
□

鴨
鴨所

所

 

・ 

（
重
ね
書
き
あ
り
）

聞
□
□
聞
聞
□
聞
□

□   

吉

（
重
ね
書
き
あ
り
）

  

「
□
持
持
尊
尊
尊
尊

□
秦
□
道
□
□
廿
□
□
□

 

・ 

 

・

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

一
六
二

一
六
三

一
六
四

一
六
五

一
六
六

一
六
七

一
六
八

一
六
九

一
七
〇

一
七
一

　

四
周
と
も
に
削
り
で
成
形
し
て
い
る
。
右
辺
の
中
央
付
近
に
、
凹
型
の

切
り
込
み
が
あ
る
の
で
、
何
か
の
部
材
と
み
ら
れ
る
。
裏
面
は
墨
痕
の
残

り
が
悪
い
。

　

上
端
は
切
断
か
切
り
折
り
後
に
コ
ゲ
痕
、
左
辺
中
央
や
右
上
角
の
欠
損

以
外
は
削
り
。
下
端
は
二
次
的
に
尖
ら
せ
る
。
裏
面
の
字
は
判
読
不
可
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LQ
78/

木

LG
78/

木

LF79/

木

LQ
77/

木

（82

）・（8

）・1.5

（53

）・（22

）・2

（188
）・（21

）・2.5

（132

）・36

・3.5

104

・48

・9

（157

）・35

・2

（115

）・（54

）・5.5

（308

）・20

・2

（125

）・（20

）・2

（141

）・（15

）・1
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ヒ
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キ

　
　

ス
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板
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・
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ス
ギ

ス
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第
七
章　

出
土
文
字
資
料

 

・   
「
□
論
諸
者
者
□
□
□

諸
諸
□

  

「   
□
□

□

□   
見
見
□
鳥
鳥
鳥   

□
□

僧

 

・   

「
道
為
是
諸

   

□
大   

遠
右
若
名
冊
酒

冊

」

 

・

（
他
に
も
重
ね
書
き
あ
り
）

 

・   

「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
」

〔
道
道
ヵ
〕

 

・

道
是

□
鳥
鳥
鳥
鳥

 

・    

□
〔
徳
ヵ
〕

□

 

・    

　
　
　是
是
□
」

 

・

」

 

・       

仏
□

 

・    

一
足
人『

足
』

識
衛
衛
衛
□
」

 
・    
西

 

・    
□

 

・   

「
□
□        

仏
仏
□
□
仏
仏
仏

□
□   

□
明   

□
□
□
□
□

〔
明
明   

明
ヵ
〕

〔
麻
ヵ
〕

 

・   

「

oooo

一
七
二

一
七
三

一
七
四

一
七
五

一
七
八

一
七
九

一
七
七

一
七
六

　

二
片
よ
り
な
る
。
上
端
は
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右

辺
は
割
れ
の
後
に
粗
い
削
り
を
施
す
。

　

三
片
か
ら
な
る
。
上
端
お
よ
び
左
・
右
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
。
上

端
か
ら
五
セ
ン
チ
付
近
に
二
つ
の
孔
が
あ
る
。

　

上
・
下
端
は
削
り
、
左
・
右
辺
は
割
れ
の
後
に
粗
い
二
次
的
な
削
り
を

施
す
。
下
端
は
枘
状
を
呈
す
る
の
で
、
部
材
の
転
用
か
。

　

二
片
か
ら
な
る
。
上
端
は
折
れ
、
下
端
お
よ
び
左
・
右
辺
は
削
り
。
左

辺
の
下
部
に
切
り
込
み
様
の
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
欠
損
で
あ
る
。

LG
79/

木

LF79/

木
LF79/

木

LG
79/

木

LF79/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

（186

）・（22

）・1.5

214

・（37

）・13
（115

）・（28
）・24

（75

）・（20

）・4

（225

）・28

・4

（161

）・21

・2

（21

）・（8

）・2

（56

）・（17

）・3
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ス
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「
檜
檜
檜
□
□

天
天
天
平
景

 

・    

□
分
□
雁
経
□
屋
□

 

・    

為
智
是
不
福
依
依
□

〔
是
ヵ
〕

o

 

・   

「   

文
考   

各
也
宅

鐸

文
考
師
大
舎□

□

o

 

・   

「

文
文

□
□之 寺

 

・

□
大
大
大
大
大
大
大

〔
大
ヵ
〕

 

・

   

□
毋
□
□

     

毋

毋             

□
毋
鳥
諸
鴈
□
□
□

 

・   

「
道
□   

道
道

 

・   

「

□

（
焼
印

・
二
箇
所
）

Ｈ

Ｈ

 

・
（
墨
絵
）

 

・
（
墨
絵
）

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

一
八
〇

一
八
一

一
八
二

一
八
三

一
八
四

一
八
五

一
八
七

一
八
六

一
八
八

　

上
端
は
切
断
、
下
端
は
焼
損
、
左
・
右
辺
は
割
れ
。
裏
面
は
未
調
整
。

表
面
に
コ
ゲ
痕
ら
し
き
も
の
あ
り
。

　

上
端
・
右
辺
は
削
り
、
下
端
・
左
辺
は
二
次
的
成
形
を
施
す
。
右
上
角

付
近
に
釘
孔
が
あ
り
。

　

上
端
は
焼
損
、
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
か
。
左
辺
と
右
辺
の
下
部
は

削
り
。
元
号
の
習
書
で
あ
ろ
う
か
。

　

上
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
二
次
的
な
成
形
。
下
端
は
二
次
的
切
り
折

り
。
左
・
右
辺
は
削
り
。

　

上
・
下
端
は
折
れ
、
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
。

　

上
端
と
左
・
右
辺
は
削
り
。
下
端
は
二
次
的
成
形
。

　

上
・
下
端
は
二
次
的
切
り
折
り
、
左
・
右
辺
は
削
り
。
上
下
二
箇
所
に

焼
印
が
押
し
て
あ
る
が
、
方
向
は
異
な
る
。

　

曲
物
底
板
の
一
部
の
表
裏
に
動
物
・
人
物
等
を
描
い
て
い
る
。

LF79/

木

LF79/

木

LF78/

埋

LG
77/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF72/

木

（177

）・（30

）・16

（153
）・（22

）・1.5
（87

）・（26

）・3

（115

）・19

・4.5

（109

）・15

・2.5

（152

）・16

・8

（158

）・24

・4.5

（186

）・（18

）・6.5

（275

）・（41

）・6
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〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
八
一

〇
六
五

板
・
ヒ
ノ
キ

柾
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ

柾
・
ヒ
ノ
キ

板
・
ス
ギ

板柾
・
ヒ
ノ
キ

柾
・
ス
ギ

板
・
ス
ギ



第
七
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出
土
文
字
資
料

大
政
官
謹
奏   

□
□

大
政
官
謹

□
政
官

□
謹
状

□
是
月
□
□

天
平

三
年
三
月
十
四

□
月
廿
七
日

廿
日
□

西
大
寺

衆
□
□
□
□

便
使
附
「
□
□
」

  

「
□
此
□
今
日
処
□

〔
趣
ヵ
〕

□
司
僧

戸
主
□

年
□
□

右
京
□

道□
米
五

年
十
九
□

二
〇
三

二
〇
四

二
〇
一

二
〇
二

二
〇
五

二
〇
六

二
〇
八

二
〇
九

二
一
〇

二
一
二

二
一
一

二
〇
七

二
一
三

二
一
四

二
一
六

二
一
七

二
一
五

　

史
料
番
号
二
〇
一
〜
二
〇
三
に
は
、
い
ず
れ
も
「
大
政
官
」
の
名
が
見

え
る
。
た
だ
し
、史
料
番
号
二
〇
一
と
二
〇
二
で
は
、「
太
」で
は
な
く「
大
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　平
城
宮
内
で
出
土
す
る
考
課
木
簡
に
は
同
様
の
書
式
が
あ
る
。

LG
78/

木
LG

78/
木

LG
78/

木

LG
73/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF72/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LQ
78/

木

LF79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

（128

）・（30

）

（65

）・（18

）

（134

）・（20

）

（61

）・（22

）

（62

）・（12

）

（78

）・（21

）

（92

）・（13

）

（50

）・（13

）

（88

）・（19

）

（69

）・（11

）

（61

）・（17

）

（139

）・（26

）

（56

）・（23

）

（35

）・12

（56

）・（24

）

（55

）・（19

）

（35

）・（13

）
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削
屑

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

ス
ギ



□
白
米
□

十
三
荷

六
斗
□

□
一
升
六
合

従
五
位

□
臣

常
陸
□

□
足
衆

田
村□□

□
評

〔
比
ヵ
〕

□
評
風
早
評

□
各
一
升

尾
尾
張
国

西
大
寺

大
寺

□

　万
呂
□

  

「
西
大
□
〔
寺
ヵ
〕

国
□

〔
司
ヵ
〕

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

二
一
九

二
二
〇

二
二
一

二
二
二

二
二
四

二
二
五

二
二
三

二
二
六

二
二
七

二
二
八

二
二
九

二
三
〇

二
一
八

二
三
二

二
三
三

二
三
四

二
三
五

二
三
一

　
「
風
早
評
」
は
、
伊
予
国
の
評
の
名
称
。
な
ぜ
時
代
的
に
合
致
し
な
い

木
簡
に
評
の
名
を
記
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
。

二
二
九
も
評
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

LG
78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LF79/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LQ
78/

木

LQ
78/

木

LG
77/

木

LG
77/

木

（50

）・（23

）

（45

）・（10

）

（36

）・（9
）

（27

）・（11

）

（34

）・（13

）

（51

）・（14

）

（27

）・（18

）

（45

）・（21

）

（38

）・（15

）

（19

）・（20

）

（45

）・（21

）

（88

）・（18

）

（24

）・（11

）

（64

）・（17

）

（52

）・（17

）

（43

）・（10

）

（40

）・（14

）

（76

）・（8

）
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〇
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九
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〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ



第
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出
土
文
字
資
料

西
大
寺
信

□
□
□

〔
西
大
ヵ
〕

西
大
□

〔
寺
ヵ
〕

  

「
西
大

□
三
綱
務
所   

□

綱
牒
大
□

観
観
世
施

□
之
寺
□

晨
坐
聴

以
諸
如
来
□

□
□
論
語

□
□
食
得
□

仁
□
〔
者
ヵ
〕

□
歳
天
家
□

□
坐
聴
□

〔
衆
ヵ
〕

□
有
論
者

□
議
有

二
三
六

二
三
七

二
三
八

二
三
九

二
四
〇

二
四
一

二
四
二

二
四
四

二
四
六

二
四
五

二
四
七

二
四
八

二
四
九

二
五
〇

二
四
三

二
五
一

二
五
二

　

二
三
三
〜
二
三
九
に
は
「
西
大
寺
」
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。

　

二
四
一
の
「
三
綱
務
所
」
と
は
、
西
大
寺
内
の
運
営
組
織
で
あ
る
三
綱

の
事
務
機
関
で
あ
ろ
う
。
こ
の
削
屑
は
僧
綱
が
発
し
た
牒
の
一
部
か
、
あ

る
い
は
三
綱
所
の
文
書
案
と
み
ら
れ
る
。

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/
木

LF78/

木

LG
78/

木

LQ
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LQ
78/

木

LG
78/

木

（30

）・（10

）

（34

）・（15

）

（36

）・（12

）

（32
）・（15

）

（105

）・（22

）

（78

）・（23

）

（66

）・（15

）

（94

）・（13

）

（63

）・（19

）

（50

）・（20

）

（121

）・（19

）

（14

）・（12

）

（74

）・（22

）

（74

）・（11

）

（67

）・（19

）

（50

）・（17

）

（65

）・（12

）
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〇
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一
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九
一
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九
一

〇
九
一
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九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科



身
軆
□

夕
米

□
県

養
事

□
徳
衆

〔
鳥
ヵ
〕

飛
信

有
□

□
□
光
負
」

〔
不
ヵ
〕

□
力
力

也
也
□

宗
宗
宗
宗

□
□

〔
兼
兼
ヵ
〕

僧
僧
僧

□
□
道

〔
道
道
ヵ
〕

□
勝
勝

是
是

大
大
□

□
□

〔
道
道
ヵ
〕

是
是

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

二
五
四

二
五
五

二
五
三

二
五
六

二
五
七

二
五
八

二
五
九

二
六
一

二
六
二

二
六
三

二
六
四

二
六
五

二
六
〇

二
六
六

二
六
七

二
六
八

二
六
九

二
七
〇

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LQ
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

（45

）・（13

）

（28

）・（19

）

（54

）・（12

）

（54

）・（14
）

（19

）・（32

）

（85

）・（15

）

（55

）・（15

）

（76

）・（10

）

（44

）・（10

）

（39

）・（14

）

（32

）・（12

）

（92

）・（12

）

（98

）・（22

）

（47

）・（16

）

（35

）・（17

）

（46

）・（11

）

（44

）・（11

）

（46

）・（16

）
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九
一
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一
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九
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一
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一
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一
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一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
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キ

ス
ギ
・
ヒ
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キ
科

ヒ
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キ
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キ
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キ
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ノ
キ

ス
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・
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・
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ヒ
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キ
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ノ
キ
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出
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資
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是
是
□

見
見   

見
□

是
是

黒
黒

悲
悲

道
道

□
□
□
□
□

〔
興
興
ヵ
〕

浄
浄
浄
□

□大
大
大
大

巻
巻
巻
巻

時
時

語
語

浄
浄
浄
浄
浄
浄

　
　於
於
於
於
於
於

観
観
□
〔
観
ヵ
〕

轝
興
□

〔
興
ヵ
〕

論
論
論

□
曽
曽
曽
曽

□
□
給
給

并
并〔
所
所
ヵ
〕

二
七
一

二
七
二

二
七
三

二
七
四

二
七
五

二
七
六

二
七
七

二
七
八

二
七
九

二
八
〇

二
八
一

二
八
二

二
八
三

二
八
四

二
八
五

二
八
六

二
八
七

二
八
八

二
八
九

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/
木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LQ
78/

木

LQ
78/

木

LQ
78/

木

LQ
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

（50

）・（12

）

（91

）・（17

）

（118
）・（14

）

（76

）・（16

）

（47

）・（22

）

（58

）・（24
）

（45

）・（22

）

（38

）・（9

）

（54

）・（8

）

（61

）・（17

）

（97

）・（16

）

（119

）・（20

）

（27

）・（13

）

（29

）・（13

）

（112

）・（19

）

（102

）・（18

）

（64

）・（7

）

（44

）・（23

）

（69

）・（14

）
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〇
四

四
〇
五

四
〇
六

四
〇
七

四
〇
八

四
一
〇

四
〇
九

四
一
一

四
一
二

四
一
三

四
一
四

四
一
五

四
一
六

四
一
七

四
一
八

LF79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LF78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LG
73/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

（74

）・（13

）

（28

）・（15

）

（25

）・（12

）

（14

）・（8
）

（19

）・（12

）

（24

）・（8

）

（18

）・（12

）

（27

）・（16

）

（41

）・（9

）

（46

）・（17

）

（58

）・（17

）

（250

）・（22

）

（30

）・（9

）

（31

）・（13

）

（29

）・（5

）

（106

）・（7

）

（34

）・（5

）

（46

）・（10

）

（65

）・（14

）

　

図
版
68

　

図
版
69

　

図
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〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

　
　
　

ヒ
ノ
キ
科
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遊
道

□
経

□
大

□
是

明
若

国
中
□

我

広□
恵
□

□
皮

平

広□女 □
恋
□

□

　□
□

〔
女
魚
ヵ
〕

□
〔
恋
ヵ
〕

廿真

□
〔
我
ヵ
〕

天
□

四
一
九

四
二
〇

四
二
一

四
二
二

四
二
三

四
二
四

四
二
五

四
二
六

四
二
七

四
二
八

四
二
九

四
三
〇

四
三
一

四
三
二

四
三
三

四
三
四

四
三
五

四
三
六

四
三
七

四
三
八

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
79/

木
LG

79/
木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LF79/

木

LG
73/

木

LG
73/

木

LG
73/

木

LF78/

木

LG
73/

木

LF73/

木

LF73/

木

LF73/

木

LF79/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LF73/

木

（40

）・（17

）

（57

）・（17

）

（24

）・（7

）

（32

）・18
（15
）・（11
）

（65

）・（12

）

（26

）・（13

）

（23

）・（15

）

（46

）・（18

）

（55

）・（10

）

（31

）・（11

）

（14

）・（15

）

（69

）・（9

）

（46

）・（16

）

（56

）・（15

）

（52

）・（15

）

（26

）・（13

）

（31

）・（15

）

（25

）・（7

）

（50

）・（13

）

　

図
版
69

　

図
版
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図
版
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図
版
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図
版
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図
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図
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〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科



天
□

太
天

□
山
直

仏 □
〔
徳
ヵ
〕

□
九
□

〔
工
ヵ
〕

太□
〔
仏
ヵ
〕

聞
□
□

飛□
甲
□

□
〔
聞
ヵ
〕

飛□
西
□

□
戸
□
□

□
者
龍

□
〔
稲
ヵ
〕

□
〔
羊
ヵ
〕

蔵
□
〔
防
ヵ
〕

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

四
三
九

四
四
〇

四
四
一

四
四
八

四
四
二

四
四
三

四
四
四

四
四
五

四
四
六

四
四
七

四
四
九

四
五
〇

四
五
一

四
五
二

四
五
三

四
五
四

四
五
五

四
五
六

四
五
七

LG
78/

木

LG
78/

木

LF73/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LG
78/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LG
78/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LQ
79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

（35

）・（12

）

（33

）・（13

）

（50

）・（9

）

（25
）・（11

）

（41

）・（17
）

（19

）・（18

）

（62

）・（21

）

（29

）・（7

）

（17

）・（13

）

（16

）・（11

）

（21

）・（14

）

（22

）・（20

）

（31

）・（19

）

（53

）・（11

）

（27

）・（14

）

（106

）・（18

）

（55

）・（17

）

（27

）・（12

）

（38

）・（17

）

　

図
版
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図
版
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図
版
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図
版
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図
版
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図
版
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〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

　

ス
ギ

　

ス
ギ

　

ス
ギ

　

ス
ギ

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科
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奉□
院

□
諸

申 事□
応

異
□

□合原

□
〔
郡
ヵ
〕

有有 上
□

逃□
〔
族
ヵ
〕

□
雁

□
弐

□
上

応
□

□
〔
撰
ヵ
〕

四
五
八

四
五
九

四
六
〇

四
六
一

四
六
二

四
六
三

四
六
四

四
六
五

四
六
六

四
六
七

四
六
八

四
六
九

四
七
〇

四
七
一

四
七
二

四
七
三

四
七
四

四
七
五

四
七
六

四
七
七

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LF79/

木
LF79/

木

LF73/
木

LG
78/

木

（27

）・（7

）

（16

）・（9

）

（26

）・（9

）

（18
）・（14
）

（19

）・（7

）

（49

）・（17

）

（18

）・（12

）

（35

）・（15

）

（23

）・（10

）

（33

）・（17

）

（36

）・（18

）

（23

）・（12

）

（14

）・（7

） 

（19

）・（6

）

（14

）・（12

）

（10

）・（15

）

（37

）・（13

）

（31

）・（12

）

（41

）・（10

）

（24

）・（15

）
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図
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図
版
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〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ
科

針
葉
樹

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科

　
　
　

ヒ
ノ
キ
科

　
　
　
　

ヒ
ノ
キ



□
米

暮□
□

〔
得
ヵ
〕

継
□

□
□
〔
我
ヵ
〕

也
□
□
明
□

〔
僧
ヵ
〕

□
〔
火
ヵ
〕

□
□

歳
歳
歳
（
重
ね
書
き

「
□
□
□
□
あ
り
」
）

□
呂
応
□

〔
麻
ヵ
〕

京

□
□
□
□

〔
音
ヵ
〕

□
□

〔
浄
心
ヵ
〕

□
□   

□
〔
難
ヵ
〕

□
和
□

□
〔
衆
ヵ
〕

識□
□
□
□

〔
入
ヵ
〕

□
三
□
□

□
嶋
□
□

〔
伝
ヵ
〕

（
墨
絵
）

第
四
節　

木
簡
・
削
屑
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

四
七
八

四
七
九

四
八
〇

四
八
一

四
八
二

四
八
三

四
八
四

四
八
五

四
八
六

四
八
七

四
八
八

四
八
九

四
九
〇

四
九
一

四
九
二

四
九
三

四
九
四

四
九
五

四
九
六

四
九
七

四
九
八

  

人
物
の
目
の
部
分
絵
画
で
あ
ろ
う
か
。

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/
木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
77/

木

LF78/

木

LG
70/

木

LF78/

木

LG
78/

埋

LG
78/

木

LG
78/

木

LF･G
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

（21

）・（10

）

（53

）・（14

）

（35

）・（10

）

（29

）・（19

）

（22
）・（6

）

（14

）・（15
）

（24

）・（12

）

（46

）・（15

）

（53

）・（9

）

（77

）・（13

）

（20

）・（7

）

（51

）・（10

）

（29

）・（10

）

（53

）・（10

）

（36

）・（13

）

（19

）・（9

）

（71

）・（19

）

（37

）・（11

）

（15

）・（12

）

（47

）・（14

）

（25

）・（14

）
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図
版
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図
版
70

　

図
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図
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一
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一
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一
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一
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第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

三
章
第
二
節
の
Ⅱ　
検
出
遺
構
の
条
（
一
九
～
二
五
頁
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
層
位
表
示
に
関
す
る
略
記
号
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　

上
＝
新
上
層
、
下
＝
新
下
層
、
埋
＝
古
埋
立
層
、
木
＝
古
木
屑
層
、
最
＝
古
最
下
層

　
　
　
　

包
＝
遺
物
包
含
層

　

④
種
類
・
器
種
・
部
位
・
記
載
面　

左
記
の
略
記
号
を
用
い
て
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　

種　

類　
「
土
」
＝
土
師
器
、「
須
」
＝
須
恵
器
、「
灰
」
＝
灰
釉
陶
器

　
　
　
　

器　

種　
「
杯
」
＝
杯
類
、「
皿
」
＝
皿
類
、「
椀
」
＝
椀
類
、「
甕
」
＝
甕
類
、「
壷
」

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
壷
類
、「
蓋
」
＝
蓋
類
。
さ
ら
に
、
詳
細
な
器
種
が
特
定
で
き
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、そ
の
後
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅹ
Ⅰ
（
本
文
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　

の
二
七
五
～
二
七
九
頁
所
載
「
別
表
４
・
５　

土
師
器
・
須
恵
器
器
種
表
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
準
拠
し
て
い
る
。

　
　
　
　

部　

位　
「
口
」
＝
口
縁
部
、「
底
」
＝
底
部
、「
頸
」
＝
頸
部
、「
体
」
＝
体
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
頂
」
＝
頂
部
、「
緑
」
＝
緑
部
、「
杯
部
」
＝
杯
部
、「
脚
」
＝
脚
部
、

　
　
　
　

記
載
面　
「
内
」
＝
内
面
、「
外
」
＝
外
面
、

　
　
　
　

な
お
、
部
位
と
記
載
面
に
つ
い
て
は
、
次
頁
の
図
二
の
基
準
に
従
っ
て
示
し
て
い
る
。

　

⑤ 

図
版
番
号　

本
報
告
書
に
写
真
を
収
録
し
て
い
る
場
合
は
、そ
の
番
号
を
示
し
た
。
ま
た
、

本
篇
で
報
告
し
て
い
る
も
の
は
、
併
せ
て
そ
の
遺
物
番
号

　
　

を
記
し
た
。

　

⑥
解
説　

必
要
に
応
じ
て
、
釈
文
の
内
容
や
遺
物
の
状
態
を

　
　

示
す
解
説
を
付
し
た
。

　　
　

墨
書
土
器
の
分
類
と
配
列
順
に
つ
い
て

　
　

釈
文
内
容
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
従
い

　

左
記
の
表
の
如
く
分
類
し
、
表
の
順
に
掲
示
し
て
あ
る
。
な

　

お
、
左
表
右
端
に
示
し
た
番
号
は
、
上
記
①
の
史
料
番
号
を

　

示
し
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
。
表
示
方
法
に
関
し
て

は
、
以
下
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

総
則

　

本
調
査
出
土
の
墨
書
土
器
は
、
木
簡
・
削
屑
と
は
異
な
り
、
釈
文
の
内
容
が
不
明
な
場
合
で

も
、
文
字
と
し
て
認
識
も
し
く
は
推
定
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
採
録
し
、
当
該

土
器
お
よ
び
そ
の
出
土
位
置
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
附
記
し
た
。

　
　

墨
書
土
器
の
釈
文
・
デ
ー
タ
の
凡
例

　

①
史
料
番
号　

漢
数
字
の
通
し
番
号
で
、
五
〇
一
よ
り
付
与
し
示
し
た
。

　

②
釈
文　

釈
読
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
判
読
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
旧

　
　

字
体
は
適
宜
新
字
体
に
書
き
改
め
て
い
る
。
な
お
、
釈
文
中
に
使
用
し
た
記
号
は
、
左
記

　
　

の
如
き
内
容
・
状
態
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　

□
□
□　

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
を
確
認
で
き
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

　
　
　
　
　

・　
　

墨
書
土
器
の
内
・
外
面
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

　
　
　
　
『　
　

』　

異
筆
・
追
筆
の
部
分
を
示
す
。

　
　
　
　
〔　
　

〕　

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。
原

　
　
　
　
　
　
　
　

則
と
し
て
、
文
字
の
右
側
に
掲
示
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
例
外
的

　
　
　
　
　
　
　
　

に
左
側
に
付
し
た
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
（　
　

）　

右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

　
　
　
　
　

ヵ　
　

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
　
　
　
　

／　
　

ひ
と
つ
の
行
と
し
て
書
い
た
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
の
区
別
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　

に
挿
入
し
た
。

　

③ 

出
土
地
点
・
層
位　

当
該
遺
物
が
出
土
し
た
地
区
と
層
位
を
示
す
。
地
区
番
号
は
、
本

篇
・
第
三
章
第
一
節
（
一
七
・
一
八
頁
）
を
、
ま
た
層
位
に
つ
い
て
は
同
じ
く
本
篇
・
第

墨書土器
人名
使用場所・組織
内容物
その他
記号・断片
墨絵・不明

501-513
514-529
530-538
539-574
575-576
577-789

1
2
3
4
5
6
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200

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

②

②

②

③

⑧

③

③
③

③

③

②

④
⑤

⑥

③

③

③

③

⑦

⑨

⑩

杯А

皿А

皿Ｂ

高杯

甕А

椀А

壷Ｂ

鉢А

蓋

杯А

杯Ｂ

皿А

壷Ｌ

⑩

⑪

︻
土
器
部
位
名
称
︼

①
口
縁
部

　
②
体
部

③
底
部

　
　
④
つ
ま
み

⑤
頂
部

　
　
⑥
縁
部

⑦
杯
部

　
　
⑧
脚
部

⑨
裾
部

　
　
⑩
頸
部

⑪
胴
部

図 2 　 記載部位の名称



第
七
章　

出
土
文
字
資
料

西
大
寺

信
師

六

□
東
□

　
　
　『
所
』

皇
浦

　
　『
所
』

（
甫
）

〔
朝
ヵ
〕

／
『
水
』
）

国
立
万
呂

国
立
公

　吉
万
呂

二
斗

麻
呂
麻
呂

□
麻
呂

一
番

          

麻
呂

□
王
／
法
／
□

（
重
ね
書
き
）

〔
法
ヵ
〕

五
〇
一

五
〇
二

五
〇
三

五
〇
九

五
〇
四

五
〇
五

五
〇
六

五
〇
七

五
〇
八

土
・
甕
Ａ
・
体
・
外

須
・
杯
Ａ
・
口
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
底
・
内

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
外

土
・
杯
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内

土
・
甕
・
口
・
内

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

　
「
信
師
」
は
西
大
寺
の
僧
侶
の
名
の
略
称
で
あ
ろ
う
か
。

　

中
央
に
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
「
東
□
〔
朝
ヵ
〕
／
皇
浦
」
は
、
天
平
八

（
七
三
六
）
年
に
遣
唐
使
の
帰
国
船
に
乗
っ
て
来
日
し
た
唐
人
皇
甫
東
朝
の
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
表
記
方
法
と
し
て
は
一
般
的
で
な
い
左
行
（
縦
書

き
で
左
か
ら
右
へ
と
書
く
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
や
、
他
に
も
文
字
が
あ
る
こ
と

か
ら
み
て
、
習
書
の
可
能
性
が
高
い
。
皇
甫
東
朝
は
、
遣
唐
副
使
中
臣
朝
臣
名

代
に
従
い
、
波
斯
人
李
密
翳
と
と
も
に
来
日
し
た
人
物
で
、
同
年
八
月
二
十
三

日
に
拝
朝
し
、
十
一
月
三
日
に
李
密
翳
と
と
も
に
授
位
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

奈
良
時
代
後
半
に
再
び
史
料
上
に
登
場
す
る
。
天
平
神
護
二
（
七
六
六
）
年
十

月
二
十
一
日
、
舎
利
会
で
唐
楽
を
奏
し
た
こ
と
に
よ
り
皇
甫
昇
女
と
と
も
に
従

五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）
年
三
月
二
十
日
に
雅
楽
員
外

助
兼
花
苑
司
正
に
任
じ
ら
れ
、
翌
二
年
八
月
九
日
に
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
。

宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
越
中
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
い

ず
れ
も
『
続
日
本
紀
』）。『
正
倉
院
文
書
』
に
は
「
仏
事
捧
持
歴
名
」
と
し
て
神

護
景
雲
三
年
十
月
か
ら
宝
亀
元
年
六
月
頃
の
官
位
に
相
当
す
る
官
人
名
お
よ
び

各
種
の
捧
物
の
一
覧
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
花
園
正
従
五
位
上
皇
甫
東
朝
花
一
櫃
」

と
み
え
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
五
巻
所
収
）。

　
「
法
王
」
の
習
書
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
法
王
」
は
史
料
番
号
〇
六
〇

番
の
木
簡
に
も
見
え
る
。

　

史
料
番
号
五
〇
四
と
五
〇
五
は
、
筆
跡
が
似
て
お
り
、
同
一
人
物
に
よ
る
書

で
あ
ろ
う
。

LG

・F73/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78

・79/

木

LG
78/

木

LG
71/

最

LG
69/

木

　

巻
首
図
版
Ⅱ
・
図
版
71

　

巻
首
図
版
Ⅱ
・
図
版
72

　

図
版
73

　

図
版
73

　

図
版
73

　

図
版
74

　

図
版
74

　

図
版
74

　

図
版
75

土
190

土
24

土
53

土
192

－ 62 －



第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

□
□
□
万
／
□
／
□

〔
伊
止
ヵ
〕

□
万
呂

□
□
万
呂   

（
刻
字
）

田
人

□
大
之
寺
／
『
粥
』
／
『
道
』

〔
西
ヵ
〕

寺
／
□
／
『
仙
』
／
『
粥
』

茹
物
所
／
□

□
□

〔
大
殿
ヵ
〕

官官 官
〔
僧
ヵ
〕

□ 茹
官

長長
□

五
一
〇

五
一
一

五
一
二

五
一
三

五
一
四

五
一
五

五
一
六

五
一
七

五
一
八

五
一
九

五
二
〇

五
二
一

五
二
二

五
二
三

五
二
四

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
口
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
皿
Ｃ
・
底
・
外

須
・
皿
Ａ
か
Ｂ
・
底
・
外

須
・
甕
Ｃ
・
体
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
外

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

　
「
西
大
之
寺
」
は
、
西
大
寺
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
別
筆
で
「
粥
」
と
あ
る

の
は
、
容
器
の
用
途
・
内
容
物
に
関
す
る
も
の
か
。

　

ち
ょ
う
ど
墨
書
の
と
こ
ろ
で
土
器
が
割
れ
て
い
る
た
め
、
釈
読
が
確
定
で
き

な
い
が
、「
大
殿
」
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
西
大
寺
の
伽
藍
内
に
は
「
大
殿
」

と
い
う
名
称
の
堂
舎
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

史
料
番
号
五
一
七
は
、
厨
関
係
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
五
一
八
も
同
様

の
部
署
を
指
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、「
官
」
は
ツ
カ
サ
で
、
こ
の
場
合
は
担

当
部
署
な
い
し
は
担
当
者
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

須
恵
器
の
底
部
外
面
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
字
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
書
体

は
初
唐
期
に
流
行
し
た
の
び
や
か
な
楷
書
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

LF78/

木

LG
78/

木

LG
78/

上

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
69/

木

LG
72/

下

LF･LG
77-79/

上

LG
77/

木

LF73/

最

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78

・79/

木

LG
78/

埋

　

図
版
75

　

図
版
75

　

図
版
76

　

図
版
76

　
図
版
77

　

図
版
77

　

図
版
76

　

図
版
77

　

図
版
77

　

図
版
78

　

図
版
78

　

図
版
78

　

図
版
78

　

巻
首
図
版
Ⅱ
・
図
版
78

　

図
版
78

土
243

土
168

土
191

－ 63 －
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水

水
／
『
粥
』
（
刻
書
）

粥

□
□
郡

〔
多
ヵ
〕

北□
家

綱綱今
水

水
部
□/

（
墨
な
ら
し
ヵ
）

水水

粥備/

川

備□
右
一
／
『
□
』
（
重
ね
書
き
）

□
興

人□
人
□/

□

□
人

（
眼
の
描
画
あ
り
）

五
三
一

五
三
二

五
三
三

五
三
四

五
三
五

五
三
六

五
三
七

五
三
八

五
三
九

五
二
五

五
二
六

五
二
七

五
二
八

五
二
九

五
三
〇

五
四
〇

五
四
一

五
四
二

五
四
三

五
四
四

須
・
杯
Ｂ
・
口
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
内

須
・
甕
・
体
・
内

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
鉢
Ａ
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
高
杯
・
杯
・
外

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
Ａ
・
底
・
外

LF77/

木

LG
77/

埋
LG

70/
最

LF73/

最

LG
78/

木

LF73/

木

LF73/

下

LG
78/

木

LF78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LF79/

木

LG
78/

木

LF73/

木

LF79/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LG
69/

埋

　

図
版
79

　

図
版
79

　

図
版
79

　

図
版
79

　

図
版
80
　

図
版
80

　

図
版
81

　

図
版
81

　

図
版
81

　

図
版
82

　

図
版
82

　

図
版
83

　

図
版
83

　

図
版
84

　

図
版
83

　

図
版
83

　

図
版
83

　

図
版
83

　

図
版
85

　

図
版
85

土
174

土
195

土
272

土
56

土
155
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□
有
真
□
／

□
櫃

〔
打
ヵ
〕

十

道

亜
□

器
□/

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

仏

 

・ 

天
正
□
天 

 

・ 

□
□

米

典

大大万

羅升元立之之一/

□
〔
一
ヵ
〕

五
四
五

五
四
六

五
四
七

五
四
八

五
四
九

五
五
〇

五
五
一

五
五
二

五
五
三

五
五
四

五
五
五

五
五
六

五
五
七

五
五
八

五
五
九

五
六
〇

五
六
一

五
六
二

五
六
三

五
六
四

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
椀
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
椀
か
壷
・
体
・
外

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
Ｃ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
Ａ
・
口
・
外

須
・
杯
Ｃ
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内
外

土
・
甕
・
体
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

土
・
甕
・
体
・
内

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

LF78/

木

LG
78/

木
LF70/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LG
69/

木

LG
72/

最

包

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LF78/

木

LF79

・LG
78/

木

LG
70/

最

LG
78/

木

LF78/

木

　

図
版
85

　

図
版
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図
版
85

　

図
版
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図
版
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図
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87

　

図
版
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図
版
88

　

図
版
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図
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図
版
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図
版
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図
版
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版
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第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□
大
大
『
□
□
』

〔
麻

呂

ヵ〕
報
報

□
厨
解
□

□
大 

若
□ 

若
□
／
東

　（
重
ね
て
「
山
」
「
山
」
を
刻
書
）

浄浄

□   

□
／
□
処
福
□
／
□
／
福
福
□

〔
黄
ヵ 

恋
ヵ
〕

□
道
有
／
『
有
』
／
□
／
□

□
部
王
□
□
□
恵
恵
恵
／
□
西
大
寺
二
□

有有□有
有

有
□

（
重
ね
書
き
）

△

（
記
号
）

□
♯
（
記
号
ヵ
）

□
□

〔
日
ヵ
〕

〔
山
ヵ
〕

□
〔
一
ヵ
〕

□
〔
一
ヵ
〕
（
あ
る
い
は
筆
な
ら
し
）

□
〔
一
ヵ
〕
（
あ
る
い
は
筆
な
ら
し
）

□
〔
三
ヵ
〕

□
〔
五
ヵ
〕

□

五
六
五

五
六
六

五
六
七

五
六
八

五
六
九

五
七
〇

五
七
一

五
七
二

五
七
三

五
七
四

五
七
五

五
七
六

五
七
七

五
七
八

五
七
九

五
八
〇

五
八
一

五
八
二

須
・
杯
蓋
・
頂
・
外

須
・
皿
Ｃ
・
口
・
外

土
・
甕
・
体
・
内

土
・
皿
Ａ
・
口
底
・
外

土
・
壷
か
鉢
・
体
・
内

土
・
甕
か
壷
か
鉢
・
体
・
内

土
・
杯
Ａ
・
口
・
外

土
・
皿
Ｂ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
壷
か
鉢
・
底
・
外

須
・
壷
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

LF70/

木
LG

78/
木

LG
77/

木

LG
71/

最

LH
71/

下

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
77/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LF77･LG
78/

下

LF78･79/

上

包

LF77/

上

LG
78/

木

LG
78/

木

LF78/

木

LG
78/

埋
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版
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版
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第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

（
人
面
墨
画
）

〔
道
ヵ
〕

□
〔
基
ヵ
〕

□
〔
長
ヵ
〕

□
〔
合
ヵ
〕

□
□

〔
乙
ヵ
〕

□
□

□

（に
ん
べ
ん
の
字
）

□

（
な
べ
ぶ
た
の
字
）

□

（
り
っと
う
の
字
）

〔
水
ヵ
〕

□

（
蓮
華
紋
ヵ
）

（
墨
画
）

（
墨
画
）

 

・ 

（
墨
画
）

 

・ 

□
□
□

（
墨
画
）

□
／
□
／

（
墨
画
ヵ
）

（
墨
画
ヵ
）

（
墨
線
）

〔
廿
ヵ
〕

□□

（
記
号
ヵ
）

〔
十
ヵ
〕

 
・
□

 

・ 
□

五
八
三

五
八
四

五
八
五

五
八
六

五
八
七

五
八
八

五
八
九

五
九
〇

五
九
一

五
九
二

五
九
三

五
九
四

五
九
五

五
九
六

五
九
七

五
九
八

五
九
九

六
〇
〇

六
〇
一

六
〇
二

六
〇
三

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
外

土
・
杯
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内
外

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内
外

須
・
皿
Ｃ
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
外

須
・
甕
・
体
・
内

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内
外

LF68/
下

LG
78/

木

LF･LG
78/

埋

LG
77/

埋

LF78/

木

LG
79/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LF78

・79/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
73/

木

LG
73/

下

LG

・LF78/

木

LF78/

木

LF73/

木

LG
78/

木

LF71/

木

LF73/

最
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版
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版
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図
版
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版
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版
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版
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第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□□□□ □
（
記
号
ヵ
）

□
□

□□
□
□
□

□□□

 

・
□
□
□
／
□
／
□
／
□
／
□

 

・
□
／
□
／
□

□

（
墨
痕
ヵ
）

□□□□□

 
・
□
□
□

 

・
□

（
記
号
ヵ
）

□

（
記
号
ヵ
）

六
〇
四

六
〇
五

六
〇
六

六
〇
八

六
〇
七

六
〇
九

六
一
〇

六
一
一

六
一
二

六
一
三

六
一
四

六
一
五

六
一
六

六
一
七

六
一
八

六
一
九

六
二
〇

六
二
一

六
二
二

六
二
三

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
鉢
Ｆ
・
体
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
甕
・
体
・
外

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内

須
・
皿
Ｂ
・
口
底
・
内
外

須
・
鉢
Ａ
・
体
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
口
底
・
外

須
・
皿
Ｂ
・
底
・
内
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

LF

～LH
69/

上

LF

～LQ
78/

埋

LF69/

石
組
裏
込
め

LF69/

埋

LF69/

下

LF69/

石
組
裏
込
め

LG
70/

下

LF72/

埋

LF73/

木

LF73/

最

LF73/

木

LF73/

木

LF73/

木

LF73/

最

LF73/

木

LF73/

木

LF73/

木

LF77/

木

LF78/

木

LG
78/

埋
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第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

□
 

・
□

 

・
□

□□□□□□□□□□

□□□□□□
□

□
□

□
□
□
□

六
四
二

六
四
三

六
二
六

六
二
七

六
二
八

六
二
九

六
三
〇

六
三
一

六
三
二

六
三
三

六
三
四

六
三
五

六
三
六

六
三
七

六
三
八

六
三
九

六
四
〇

六
四
一

六
二
四

六
二
五

須
・
杯
蓋
・
縁
・
内
外

土
・
甕
・
体
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
椀
Ｃ
・
口
・
外

土
・
高
杯
・
杯
・
内
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
外

須
・
甕
・
体
・
外

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
壷
か
鉢
・
体
・
外

土
・
杯
か
椀
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
口
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内

須
・
皿
Ａ
・
底
・
内

須
・
皿
Ｃ
・
口
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

LF78/

木

LF78/

木

LF77/

木

LF77/

埋
LF77/

上

LF77/

埋

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

下

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

埋

LF78/

埋

LF78/

埋

LF78/

木

LF78/

石
組
裏
込
め

LF78/

木

LF78/

木
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版
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第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□□
／
□
□
□
□
□

（
筆
な
ら
し
ヵ 

紋
様
ヵ
）

□□□□□□□□

□□□□□□□

（
筆
な
ら
し
）

□
□

□
□

□
□

六
四
四

六
四
五

六
四
六

六
四
七

六
四
八

六
四
九

六
五
〇

六
五
一

六
五
二

六
五
三

六
五
四

六
五
五

六
五
六

六
五
七

六
五
八

六
五
九

六
六
〇

六
六
一

六
六
二

六
六
三

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
体
・
外

須
・
杯
か
皿
・
口
・
内

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
外

土
・
甕
・
体
・
内

土
・
杯
か
皿
・
口
・
外

土
・
椀
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
甕
・
体
・
外

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

LF78/

木

LF78/

木
LF78/

埋

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

LF78/

木

－ 70 －



第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

□□□□
□
□

（
人
面
墨
書
ヵ
）

□□ □

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□
□

□
□

□
□

□
□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

 

・
□

 

・
□

 

・
□

 

・
□

□□
□

 

・
□

 

・
□

□
／
□

□□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□
□

六
八
〇

六
八
一

六
八
二

六
八
三

六
七
八

六
七
九

六
六
四

六
六
五

六
六
六

六
六
七

六
六
八

六
六
九

六
七
〇

六
七
一

六
七
三

六
七
二

六
七
四

六
七
五

六
七
六

六
七
七

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内
外

土
・
椀
Ａ
・
底
・
外

土
・
甕
・
体
・
内

土
・
壷
Ｂ
・
体
・
外

土
・
椀
Ｃ
・
口
・
外

土
・
椀
か
壷
・
体
・
外

土
・
高
杯
・
杯
・
外

土
・
壷
か
鉢
・
体
・
外

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
口
底
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内
外

須
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

灰
・
椀
・
底
・
外

須
・
杯
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
甕
・
体
・
外

須
・
杯
Ｂ
・
底
・
外

LG
69/

下

LG
70/

最

LG
70/

下

LG
70/

木

LG
70/

木

LG
71/

最

LG
71/

最

LF78/

木

LF78/

木
LF78/

木

LF78/

埋

LF78/

木

LF78/

木

LF79/

木

LF79/

木

LF79/

木

LG
68/

最

LG
69/

上

LG
69

・78/

埋

LG
69/

埋

－ 71 －



第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□□□□□
／
□
／
□

□
□

□□□

□
／
□

□
□
□

□
／
□

□□□□

□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□

六
八
四

六
八
五

六
八
六

六
八
七

六
八
八

六
八
九

六
九
〇

六
九
一

六
九
二

六
九
三

六
九
四

六
九
五

六
九
六

六
九
七

六
九
八

六
九
九

七
〇
〇

七
〇
一

七
〇
二

七
〇
三

須
・
杯
Ａ
・
口
底
・
外

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
外

須
・
皿
Ｃ
・
底
・
外

須
・
杯
Ａ
・
口
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内

須
・
杯
Ａ
・
底
・
内

須
・
甕
・
体
・
内

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
底
・
内
外

土
・
甕
・
体
・
内

土
・
椀
Ａ
・
口
底
・
外

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内

須
・
高
杯
・
杯
・
内
外

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

LG
72/

下

LG
79/

木
LG

72/
木

LG
72/

上

LG
72/

下

LG
72/

木

LG
72/

最

LG
72/

最

LG
72/

最

LG
72/

木

LG
72/

木

LG
72/

木

LG
72/

下

LG
73/

上

LG
73/

最

LG
73/

上

LG
73/

上

LG
73/

下

LG
73/

最

LG
77/

木

土
278

土
181

－ 72 －



第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

□□□□
／
□
／
□

□□□□□

（
線
刻
あ
り
）

□□□□□□□□□

□

 

・
□

 

・
□

七
一
六

七
一
八

七
一
九

七
二
〇

七
二
一

七
二
二

七
二
三

七
〇
四

七
〇
五

七
〇
六

七
〇
七

七
〇
八

七
〇
九

七
一
〇

七
一
一

七
一
二

七
一
三

七
一
四

七
一
五

七
一
七

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
Ａ
・
底
・
外

須
・
盤
Ａ
・
体
・
内
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

須
・
壷
か
鉢
・
体
・
外

須
・
壷
・
体
・
外

土
・
甕
・
体
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
口
・
内
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
外

須
・
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
甕
・
頸
・
内

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
外

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

下

LG
78/

埋

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
77/

木

LG
77/

木
LF78/

木

LG
77/

木

LG
77/

木

LG
77/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

土
179

土
246

土
274

－ 73 －



第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□□
□

□□□
□
□

□
□
□

□□□□□□

□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□
□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

 

・
□

 

・
□

 

・
□

 

・
□

□□□□

七
二
四

七
二
五

七
二
六

七
二
七

七
二
八

七
二
九

七
三
〇

七
三
一

七
三
二

七
三
三

七
三
四

七
三
五

七
三
六

七
三
七

七
三
八

七
三
九

七
四
〇

七
四
一

七
四
二

七
四
三

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内
外

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
内
外

須
・
杯
か
皿
・
底
・
内

須
・
鉢
Ａ
・
体
・
内
外

須
・
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内

須
・
皿
Ｃ
・
底
・
内
外

須
・
杯
Ｂ
・
口
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内

土
・
杯
か
皿
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/
木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

上

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

上

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

土
175

－ 74 －



第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

□□□□

□□□□□□□ □□
／
□

□
／
□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□□□□□□

七
五
八

七
五
九

七
六
〇

七
六
一

七
六
二

七
六
三

七
五
四

七
五
五

七
五
六

七
五
七

七
四
四

七
四
五

七
四
六

七
四
七

七
四
八

七
四
九

七
五
〇

七
五
一

七
五
二

七
五
三

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
甕
・
体
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
・
口
・
内

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
内

土
・
杯
か
椀
・
口
・
外

土
・
皿
Ａ
・
口
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
Ａ
・
口
・
内

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

埋

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/
木

LG
78/

木

LG
78/

木

LG
78/

木

土
69

－ 75 －



第
七
章　

出
土
文
字
資
料

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
／
□
□
□
□

□

□□
□
／
□

□

 

・
□

 

・
□

 

・
□

 

・
□

□
／
□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□
／
□

（
筆
な
ら
し
ヵ
）

□□
□   

□
□

□□
□   

□

□□
□
□
□

七
六
四

七
六
五

七
六
六

七
六
七

七
六
八

七
六
九

七
七
〇

七
七
一

七
七
二

七
七
三

七
七
四

七
七
五

七
七
六

七
七
七

七
七
八

七
七
九

七
八
〇

七
八
一

七
八
三

七
八
二

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
甕
・
体
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

須
・
甕
・
体
・
内

須
・
杯
か
皿
・
底
・
内

須
・
壷
・
体
・
内

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
内
外

須
・
杯
か
皿
蓋
・
頂
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
高
杯
・
杯
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
内

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

土
・
杯
か
皿
Ａ
・
底
・
外

須
・
皿
Ｂ
・
底
・
外

LG
78/

木

LG
78/

木
LG

78/
木

LG
78/

木

LG
78/

上

LG
78/

木

LF78/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
78/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

木

LG
79/

理

土
87

－ 76 －



第
五
節　

墨
書
土
器
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

□□
 

・
□

 

・
□

 

・
□

 

・
□

 

・
□

 

・
□ □

七
八
七

七
八
八

七
八
九

七
八
四

七
八
五

七
八
六

須
・
杯
か
皿
・
底
・
内
外

土
・
杯
蓋
・
頂
・
内
外

須
・
壷
Ｍ
・
体
・
外

須
・
杯
Ａ
か
Ｂ
・
口
・
外

須
・
杯
蓋
・
頂
・
内
外

土
・
杯
か
皿
・
底
・
外

LH
70

・SX
04/

暗
灰
褐
色
粘
質
土

北
排
水
溝

包包 LH
70

・SX
04/

暗
灰
褐
色
粘
質
土

LG
79/

木

－ 77 －



第
七
章　

出
土
文
字
資
料

－ 78 －

　

本
節
で
は
、
そ
の
他
の
文
字
資
料
に
関
す
る
釈
文
お
よ
び
各
種
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
。
表

示
方
法
に
関
し
て
は
、
以
下
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
文
字
資
料
の
釈
文
・
デ
ー
タ
の
凡
例

　

①
史
料
番
号　

左
記
の
体
系
に
従
い
、
漢
数
字
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
上
部
に
示
し
た
。

　
　
　

墨
書
石　

八
〇
一
～　
　

刻
印
瓦　

九
〇
一
～

　

②
釈
文　

釈
読
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
判
読
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
旧

　
　

字
体
は
適
宜
新
字
体
に
書
き
改
め
て
い
る
。

　

③ 

出
土
地
点
・
層
位　

当
該
遺
物
が
出
土
し
た
地
区
と
層
位
を
示
す
。
地
区
番
号
は
、
本
篇
・

第
三
章
第
一
節
（
一
七
・
一
八
頁
）
を
、
ま
た
層
位
に
つ
い
て
は
同
じ
く
本
篇
・
第
三
章

第
二
節
の
Ⅱ　
検
出
遺
構
の
条
（
一
九
～
二
五
頁
）
を
、そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

層
位
表
示
に
関
す
る
略
記
号
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　

上
＝
新
上
層
、
下
＝
新
下
層
、
埋
＝
古
埋
立
層
、
木
＝
古
木
屑
層
、
最
＝
古
最
下
層

　
　
　
　

包
＝
遺
物
包
含
層

　

④ 

図
版
番
号　

本
報
告
書
に
写
真
を
収
録
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
番
号
を
記
し
た
。
ま
た

本
篇
で
報
告
し
て
い
る
も
の
は
、
併
せ
て
そ
の
遺
物
番
号
を
記
し
た
。

　

⑤
そ
の
他
の
注
記

　
　

 

そ
の
他
、
遺
物
観
察
の
結
果
、
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
は
注
記
し
た
。
特
に
、
刻
印
瓦
に

つ
い
て
は
、
刻
印
さ
れ
て
い
る
瓦
の
種
類
、
お
よ
び
刻
印
さ
れ
て
い
る
面
（
凸
・
凹
面
の

い
ず
れ
か
）
に
つ
い
て
注
記
し
た
。

第
六
節　

そ
の
他
の
出
土
文
字
資
料
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

 ･    

福

 ･    

石西西西西

八
〇
一

墨
書
石

刻
印
瓦

九
〇
二

九
〇
一

九
〇
三

九
〇
四

丸
瓦
・
凸
面

丸
瓦
・
凸
面

平
瓦
・
凹
面

平
瓦
・
凹
面

　

石
の
表
裏
に
一
字
ず
つ
墨
書
し
て
い
る
。
石
は
石
英
質
の
川
原
石
で
、

径
四
セ
ン
チ
程
度
あ
り
、
丸
み
も
あ
る
の
で
、
碁
石
で
は
な
い
と
み
ら
れ

る
。
石
の
下
部
に
は
コ
ゲ
痕
が
あ
る
。

　

平
安
時
代
に
は
一
字
一
石
経
が
出
現
す
る
が
、
本
事
例
が
そ
れ
と
同
じ

範
疇
の
も
の
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
。
墨
書
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
何
ら

か
の
祈
祷
な
ど
の
行
事
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

LH
70/

下

LH
71/

下

包

LH
71/SX

04

LF73/

木

図
版
96

瓦
25

瓦
28

瓦
27

瓦
26

図
版
96

図
版
96

図
版
96

図
版
96



第
六
節　

そ
の
他
の
出
土
文
字
資
料
の
釈
文
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ

－ 79 －

　

刻
印
瓦
は
い
ず
れ
も
「
西
」
の
字
で
あ
り
、
西
大
寺
所
用
瓦
の
意
味
と

み
ら
れ
る
。
す
べ
て
木
屑
層
よ
り
も
上
の
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
丸
瓦

の
場
合
は
凸
面
に
、
ま
た
平
瓦
は
凹
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
刻
印
が
な
さ
れ
て

い
る
。



－ 80－

図
版

　目
次

　木
簡
（
板
状
）

　
　
　
　史
料
番
号

　〇
〇
一
～
一
八
八
…
…
…
…
…
…
図
版
１
～
58

　木
簡
（
削
屑
）

　
　
　
　史
料
番
号

　二
〇
一
～
四
九
八
…
…
…
…
…
…
図
版
59
～
70

　墨
書
土
器

　
　
　
　史
料
番
号

　五
〇
一
～
七
九
七
…
…
…
…
…
…
図
版
71
～
95

　そ
の
他
の
出
土
文
字
資
料
（
墨
書
石
・
瓦
）

　
　
　
　史
料
番
号

　八
〇
一
～
九
〇
四
…
…
…
…
…
…
図
版
96

図
版

　凡
例

一

　
　本
冊
で
報
告
し
た
出
土
文
字
資
料
の
う
ち
、
重
要
性
の
高
い
も
の

　
　や
状
態
の
良
好
な
も
の
を
中
心
に
、
写
真
を
掲
載
し
た
。

二

　
　図
版
に
収
め
た
写
真
は
、
特
に
注
記
の
な
い
も
の
は
全
て
赤
外
線

　
　写
真
で
あ
る
。
撮
影
は
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所
写
真
室

　
　中
村
一
郎
氏
の
撮
影
で
あ
る
。

三

　
　図
版
内
の
写
真
の
配
列
は
、
原
則
と
し
て
本
冊
の
釈
文
報
告
に
お

　
　い
て
付
与
し
て
い
る
史
料
番
号
の
順
と
し
た
が
、
効
率
的
な
写
真
掲

　
　載
の
都
合
か
ら
、
若
干
の
前
後
は
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

四

　
　木
簡
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
原
寸
に
よ
る
表
示
を
目

　
　指
し
た
が
、
木
簡
の
大
き
さ
と
図
郭
サ
イ
ズ
の
問
題
か
ら
不
可
能
な

　
　も
の
も
あ
り
、そ
の
場
合
は
や
む
を
得
ず
縮
小
し
た
。
そ
の
際
に
は
、

　
　縮
小
の
比
率
を
附
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
に
小
さ
な
書
が
あ
り

　
　判
読
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
特
例
と
し
て
拡
大
に
よ
る
表
示
を
し

　
　て
い
る
。
そ
の
場
合
も
、
拡
大
の
比
率
を
附
記
し
た
。

五

　
　墨
書
土
器
、
お
よ
び
そ
の
他
の
資
料
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
墨
書

　
　内
容
や
土
器
の
状
況
等
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

　
　写
真
の
縮
減
・
拡
大
の
比
率
は
任
意
に
設
定
し
掲
載
し
た
。
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五
九
六

六
〇
一



図
版
９５

　墨
書
土
器
２５

五
九
九

六
〇
四

六
〇
六

六
〇
五



図
版
９６

　そ
の
他
の
出
土
文
字
資
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九
〇
一

九
〇
四

九
〇
三

九
〇
二

八
〇
一
・
表

八
〇
一
・
裏



奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
報
告

　第
3
冊

西
大
寺
旧
境
内
発
掘
調
査
報
告
書
1

―
西
大
寺
旧
境
内
第
２５
次
調
査
―

　
　

編
集　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

〒
六
三
〇
─
八
一
三
五　

奈
良
市
大
安
寺
西
二
丁
目
二
八
一　

　
　

発
行　

奈
良
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

〒
六
三
〇
─
八
五
八
〇　

奈
良
市
二
条
大
路
南
一
丁
目
一—

一

　
　

印
刷　

株
式
会
社
明
新
社

　
　
　
　
　

〒
六
三
〇
─
八
一
八
四　

奈
良
市
南
京
終
町
三
丁
目
四
六
四
番
地

　
　
　
　

印
刷
日　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　

発
行
日　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日
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印
刷
・
製
本
仕
様
デ
ー
タ

表　
　

紙　
　
　

ア
ー
ト
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
二
二
〇
㎏/

㎡
・
マ
ッ
ト
pp
加
工

見
返
し　
　
　

白
色
上
質
紙
一
一
〇
㎏/

㎡

巻
首
図
版　
　
　

特
ア
ー
ト
紙
一
三
五
㎏/

㎡

本　
　

文　
　
　

上
質
紙
九
〇
㎏/

㎡

図　
　

版　
　
　

ミ
ル
ト
G
A
ス
ピ
リ
ッ
ト
一
三
五
㎏
/㎡

本
文
フ
ォ
ン
ト　

ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
体

製　
　

本　
　
　

右
開
き
・
糸
か
が
り
綴
じ
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